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いい製品はいい工場から……
全工場・全製品ISO9001・14001認証取得 '20.02.2,000

RNB-T FNB-N PNB SERIES
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1938（昭和13）年の創業以来、さまざまなクラッチシステムの開発・製造を行ってきた小倉クラッチ。

クラッチ/ブレーキの総合メーカーとして、ＯＡ機器用から一般産業用まで幅広くニーズに対応しており、その技術力と

信頼性が認められています。

特に、世界中のお客様に累計4億台以上を提供したカーエアコン用クラッチの技術と実績は世界No.1といえます。

また、当社では全工場・全製品において、国際標準であるISO9001および14001を取得しています。

当カタログでは、その小倉クラッチが持てるテクノロジーを駆使して開発された無励磁作動ブレーキ/クラッチシリーズ

を紹介しています。
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҆શ্のҙ
� �̇ ͷͯ͝͠ࡍʹ౼ݕɺΧタϩάଞٕज़ࢿྉͳͲΛΑ͓͘ಡΈ͍ͨͩ͘ͱͱʹɺ
� 　҆શʹ対ͯ͠ेʹҙΛͬͯɺਖ਼͘͠͝用͍͖͓͍͍ͨͩͨͨ͘͠ئ·͢ɻ

ɹҙ ͜ͷίΠϧʹ௨電͞Εͨͱ͖ʹɺブレーキ·ͨΫϥον͕ղ์͞ΕΔͰ͢ɻ

ɹ用途、用的に合っていることを確ೝしてから、機ցに組ΈࠐΜでͩ͘さい。

ݥɹة 3NB-N・'NB-N形੍ಈ用ͱͯ͠用Ͱ͖·ͤΜɻ

ɹRN#�N・'N#�N形は保持・非常停止ઐ用に設計されたແ励磁࡞動形です。常に制動して
用すると、期ؒでຊདྷの機がଛなわれ、ブレーキは解放不となります。ͦのまま用す
ると、ブレーキがমଛし制動力がな͘なり、機ցがするなͲނࣄのݪҼとなります。

˒ଞ機種ͷΧタϩά用ҙ͍ͯ͠·͢ͷͰɺ͝ ར用͍ͩ͘͞ɻʢৄࡉP124～P125

　͞ΒʹɺࣾϗーϜϖーδʪIUUQ�//XXX�PHVSBDMVUDI�DP�KQʫʹ ͓͍ͯࡧݕͰ͖·͢ɻʢৄ

P11ࡉ

4



ݥɹة ɻ͍ͩ͘͞౼ݕ量Ҏ内Ͱ͝ࣄ容ڐ

ɹڐ༰ྔࣄҎ্で用すると、発熱がେき͘なることで動࡞໘が熱し、ՐࡂのݪҼに
なることがあります。また、ॴ定の性がಘられな͘なりますので、ڐ༰ྔࣄҎ内で͝
。さいͩ͘౼ݕ

ݥɹة 用͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ容ճసҎ্ʹճసΛ্͛ͯڐ

ɹڐ༰回転速Ҏ্で用すると、ৼ動がେき͘なり、合によってはഁଛしたり、ඈࢄ
するなͲ、非常にݥةな状ଶとなります。ඞずڐ༰回転速ҎԼで用し、保ޢカバーを
設ஔしてͩ͘さい。

ݥɹة ਫɺ༉͕ྨࢷண͠ͳ͍Α͏ʹઃ͍ͩͯ͘͞͠ܭɻ

ɹࣜסクラッチ�ブレーキの合、摩擦໘はもͪΖΜ、ຊ体にਫ・༉ࢷ類が掛かると、摩
擦໘に付着して、トルクがஶし͘低Լします。ͦのたΊ機ցがଦしたりしたりして、
ոզのݪҼとなります。

ݥɹة ϘϧτͷకτϧΫɺ؇ΈࢭΊશʹ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

ɹϘルトのక付け۩合によっては、ͤΜஅしてഁଛするなͲ、非常にݥةな状ଶとなりま
す。ඞずن定のక付トルク・Ϙルト材ྉを用し、着ࡎ・スプリンάϫッシϟなͲで確
実に؇Έ止ΊなͲのॲஔをߦってͩ͘さい。

ݥɹة 用͍ͩ͘͞ɻ容量ʹ߹ͬͨͷΛ͝ݯ用͢Δ電ઢαΠζ電

ɹ電ྲྀ༰ྔのগない電ઢを用すると、ઈԑൽບが༹けてઈԑ不ྑとなり、ײ電・࿙電の
おͦれがある΄か、ՐࡂのݪҼになることがあります。

ݥɹة DCःஅ͢Δ߹ɺΫϥον/ブレーキίΠϧͱฒྻʹอޢૉࢠΛ͝用͍ͩ͘͞ɻ

ɹスイッチを切ったとき、ىٯ電圧ʢバックサーδʣを発生しますので、ͦ のまま用すると、
コイルのઈԑྼ化スイッチのྼ化・মଛを生じ、さらにはपล機ثにѱӨڹを༩͑るこ
とがあります。適切な保ޢૉࢠをଓし、放電回路を構することがඞ要です。

ɹҙ पғڥΛ֬͝ೝͷ͏͑ɺ͝用͍ͩ͘͞ɻ

ɹਫణ・༉ణ・ਖᆍにࡽされたり、ߴԹ・࣪ߴのڥԼでは、のଛই、ޡ動࡞のݪҼ、
あるいは性のྼ化をটきますので、用しないでͩ͘さい。また、ৼ動・িܸの掛かる
ॴに取り付けて用しないでͩ͘さい。
ʣ磁気࿙Ӯによるपล機ثのӨڹがある合には、ःஅॲஔなͲをࢪして͝用ͩ͘さい。

注意	 	●	小倉クラッチおよび小倉クラッチ指定以外の第三者によって、修理・分解・改造されたことなどに起因して生じた損害などにつ
きましては、責任を負いかねますのでご了承ください。

	 ●この安全上の注意をはじめ、カタログや技術資料に掲載されている仕様をお断りなしに変更することがありますので、ご了承く
ださい。

	 ●各性能表に記載の数値は実測標準値であり、保証値ではありません。

ݥɹة ҆શΧόーΛඞͣઃஔ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ɹ回転体が࿐ग़しているたΊ、にख・ࢦなͲ体が৮れるとոզのݪҼとなります。ݥة
止のたΊ、体が৮れないよ͏、ඞず෩通しのྑい安શカバーなͲを設ஔしてͩ͘さい。ま
た、カバーを։けたときには回転体が急停止するよ͏に、安શ機構なͲを設けてͩ͘さい。

ݥɹة ҾՐ・രൃͷ͕͋ݥةΔงғؾதͰ用͠ͳ͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ

ɹى動・制動時のスリップでՐՖが発生することがあります。引Ր・ര発のݥةがある༉ࢷ・Մ೩性Ψ
スง囲気なͲでは、ઈରに用しないでͩ͘さい。また、प囲に೩͑すいがあるॴでは、ຊ体を
ີดするよ͏にしてͩ͘さい。ີดする合は、ڐ༰ྔࣄなͲが低Լするので͝ҙͩ͘さい。
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.$/#形
マイクロ無励磁作動ブレーキ
制動用・保持用の2タイプ

0�2ʙ1�0/・N

●ॳظΑΓ定格τϧΫ100ˋ
ݱԽΛ࣮ܘքτοϓΫϥεͷ小ۀ●
●όοΫϥογϡԻݮ機ߏ੩ॗઃܭ
●Τϯϓϥͷ࠾用ɺϩーΠφーγϟ
●੍ಈ用・อ࣋用ͷ2タΠϓ

DC24V用ɿ
� 0TP'/)形
DC90V用ɿ
� 0P3形ɺ0P3N形ɺ
� 03M形

●小形モータɿอ࣋・੍ಈ
●電ಈγϟοタɿอ࣋
●モータϩーϥɿอ࣋
●電ಈΧーςϯɿอ࣋・੍ಈ
●൘ۚ機ցόοΫήーδɿอ࣋ 1

1
2
ʙ
1
�

.$/#�4&3*&4 ทʦ小形タイプʧマイクロ無励磁作動ブレーキ トルクൣғ ಛɹɹ長 ద用ిݯஔ 用్ྫ

4/#�/形
無励磁作動ブレーキʦ制動用ʧ

1ʙ100/・N
●ബ形・ίϯύΫτʢैདྷͷ1/2ʣ
●応ੑൈ܈
●ϩϯάϥΠϑ

DC24V用ɿ
� 0TP'/)形
DC90V用ɿ
� 0P3形ɺ0P3N形ɺ
� 0'VN形ɺ0'4N形ɺ
� 0'4形ɺ0'4&形

●モータɿ੍ಈ・อ࣋
●ΰϧϑΧーτɿंྠͷ੍ಈ・อ࣋
●電ಈंྠࡾɿंྠͷ੍ಈ・อ࣋
●ཱ体றंɿϦϑタͷҐஔܾΊอ࣋
●আ機ɿϗーεϦーϧͷ੍ಈ・อ࣋ 1

1
�
ʙ
2
�

4/#�/�4&3*&4 ทʦബ形タイプʧ無励磁作動ブレーキ トルクൣғ ಛɹɹ長 ద用ిݯஔ 用్ྫ

3/#�/形
無励磁作動ブレーキʦ保持・非常停止用ʧ

2ʙ200/・N

●ബ形・ίϯύΫτʢैདྷͷ1/2ʣ
τϧΫߴ●
●4NB-N形ͱಉੇ๏ͰτϧΫ2ഒ
●応ੑൈ܈

DC24V用ɿ
� 0TP'/)形
DC90V用ɿ
� 0P3形ɺ0P3N形ɺ
� 0'VN形ɺ0'4N形ɺ
� 0'4形ɺ0'4&形

●各種ϩϘοτɿΞーϜͷอ࣋
●์電Ճ機ɿ電ۃͷอ࣋
ࢭ機ցɿϫーΫϔουͷམԼ࡞●
●ҩྍ機ցɿϕουͷอ࣋
●ແॏ力ൖૹ機ɿൖૹͷอ࣋ 1

2
�
ʙ
�
2

3/#�/�4&3*&4 ทʦബ形タイプʧ無励磁作動ブレーキ トルクൣғ ಛɹɹ長 ద用ిݯஔ 用్ྫ

./#�/形
無励磁作動ブレーキ

ख動ղ์・トルクௐػ͖
2ʙ�00/・N

τϧΫߴ・ݻݎ●
●੍ಈ・อ࣋用݉用タΠϓ
●τϧΫ可変タΠϓ
●खಈղ์機能͖
●Ϊϟοϓௐ可能

DC24V用ɿ
� 0TP'/)形
DC90V用ɿ
� �0P3形ɺ0P3N形ɺ�
0'VN形ɺ0'4N形ɺ

� 0'4形ɺ0'4&形
DC72V用ɿ
� 0)PN形

●ࣹग़形機ɿܕకΊอ࣋
●ΤεΧレータ・Τレϕータɿඇৗ੍ಈ
●ແਓൖૹंɿंྠͷ੍ಈ・อ࣋
●ҩྍ機ցɿϕουͷอ࣋
●߹൘機ցɿブレーυͷ੍ಈ・อ࣋ 1

�
�
ʙ
�
�

./#�/�4&3*&4 ทʦ൚用タイプʧ無励磁作動ブレーキ トルクൣғ ಛɹɹ長 ద用ిݯஔ 用్ྫ

magnetic Brake&Clutch SeriesNegative Actuated Type Electro
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Negative Actuated Type Electro magnetic Brake&Clutch Series

.$/#�.PMEEJTD�形
マイクロ無励磁作動ブレーキ

.$/#�5形
マイクロ無励磁作動ブレーキ

'/#�/形
無励磁作動ブレーキ
ʦ保持・非常停止用ʧ

1/#形
無励磁作動ブレーキ

4.$形
無励磁作動クϥον3/#�5形

無励磁作動ブレーキ
ʦ保持・非常停止用ʧ

ಛç長

ಛç長

ಛç長

ಛç長

ಛç長

ಛç長

トルク
ൣғ

トルク
ൣғ

トルク
ൣғ

トルク
ൣғ

トルク
ൣғ

トルク
ൣғ

ద用
ݯి
ஔ

ద用
ݯి
ஔ

ద用
ݯి
ஔ

ద用
ݯి
ஔ

ద用
ݯి
ஔ

ద用
ݯి
ஔ

用్ྫ

用్ྫ

用్ྫ

用్ྫ

用్ྫ

用్ྫ

0�38～3�8N・N

0�32～4N・N

1～8N・N

12～250N・N

12～1300N・N

16～50N・N

DC24V用ɿ
　0TP'/)形

DC24V用ɿ
　0CP形

DC24V用ɿ
　0TP'/)形

ʣ
ผ్͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ

DC24V用ɿ
　0TP'/)形
DC90V用ɿ
0P3形ɺ0P3N形
03M形

DC24V用ɿ
　0TP'/)形
DC90V用ɿ
0P3形ɺ0P3N形
0'VN形ɺ0'4N形
0'4形ɺ0'4&形

●ࣗࣾ։ൃຎ࠾ࡐࡲ用
●ϑϧモーϧυσΟεΫ࠾用
●モータ・ϩϘοτ用
●ຊˍதࠃೋڅڙۃ体੍
●ΧεタϚΠζ対応

●ࣗࣾ։ൃຎ࠾ࡐࡲ用
●ϑϧモーϧυσΟεΫ࠾用
●過励磁༷
●モータ・ϩϘοτ用
●ຊˍதࠃೋڅڙۃ体੍
●ΧεタϚΠζ対応

●ബ形・ίϯύΫτɺ୯໘タΠϓ
●อ࣋用
●応ੑൈ܈

応ੑߴ●
େࣄ容ڐ●
●ΦーτΪϟοϓタΠϓ͋Γ
●൘ͶタΠϓόοΫϥογϡθϩ
●ϩϯάϥΠϑ

●小形・ߴτϧΫ
●応ੑൈ܈
●ϩϯάϥΠϑ
͍ڧʹࡺ●
●লΤωޮՌ

●ࣗࣾ։ൃຎ࠾ࡐࡲ用
●ബ形σΟεΫ࠾用
●モータ・ϩϘοτ用
●ຊˍதࠃೋڅڙۃ体੍
●ΧεタϚΠζ対応

●小形モータɿอ࣋・੍ಈ
●電ಈγϟοタɿอ࣋
●モータϩーϥɿอ࣋
●電ಈΧーςϯɿอ࣋・੍ಈ
●൘ۚ機ցόοΫήーδɿอ࣋

●小形モータɿอ࣋・੍ಈ
●電ಈγϟοタɿอ࣋
●モータϩーϥɿอ࣋
●電ಈΧーςϯɿอ࣋・੍ಈ
●൘ۚ機ցόοΫήーδɿอ࣋

●各種࡞機ցɿϫーΫϔουͷམԼࢭ
●ҩྍ機ցɿϕου・ΧϝϥͳͲͷ定Ґஔอ࣋
●์電Ճ機ɿ電ۃͷอ࣋
●ແॏ力ൖૹ機ɿൖૹͷอ࣋

●ΤεΧレータɿ؇ি੍ಈ・อ࣋
●Τレϕータɿ؇ি੍ಈ・อ࣋
●ແਓൖૹंɿंྠͷ੍ಈ・อ࣋
●அࡋ機ɿブレーυͷ੍ಈ・อ࣋
●D・Dモータɿอ࣋

●ਫɿήーτঢ߱
●圧Ԇ機ɿϩーϧϛϧͷಉظӡస
●ΫレーϯɿࠨӈϑοΫͷಉظӡస
●ൖૹஔɿϥΠϯͷۦಈ
●各種ϙϯϓɿϙϯϓͷۦಈ

●各種ϩϘοτɿΞーϜͷอ࣋
●์電Ճ機ɿ電ۃͷอ࣋
ࢭ機ցɿϫーΫϔουͷམԼ࡞●
●ҩྍ機ցɿϕουͷอ࣋
●ແॏ力ൖૹ機ɿൖૹͷอ࣋

1
�
�
ʙ
�
�

1
�
�
ʙ
�
�

1
�
0
ʙ
�
�

1
�
�
ʙ
�
�

1
�
�
ʙ
�
�

1
�
�
ʙ
�
�

.$/#
.PMEEJTD
4&3*&4

.$/#�5
4&3*&4

'/#�/
4&3*&4

1/#�4&3*&4

4.$�4&3*&43/#�5
4&3*&4

ท

ท

ท

ท

ท
ท

ʦ小形タイプʧマイクロ無励磁作動ブレーキ

ʦ小形・ബ形タイプʧマイクロ無励磁作動ブレーキ

ʦബ形・୯໘タイプʧ無励磁作動ブレーキ

ʦύーマωントマάωοトタイプʧ無励磁作動ブレーキ

ʦίンύクトタイプʧ無励磁作動クϥον
ʦബ形タイプʧ無励磁作動ブレーキ

特殊生産品

特殊生産品

特殊生産品

特殊生産品

特殊生産品

特殊生産品

8 9



Negative Actuated Type
Electromagnetic Brake&Clutch Series
ஔݯి

01310�'�"形
DC90V用

●接続容易

P86～87

0'4220形
DC90V用

●過励磁/定格励磁

P100～101

013/10�'�"形
DC90V用

●半導体接点内蔵

P88～89

0'4&120形
DC90V用

●過励磁/定格励磁

●小形・軽量

P102～104

03.0�0�'�)形
DC90V用

●小形

P90～91

0)1/1�)形
DC72V用

●過励磁/弱励磁

●MNB-J形ブレーキ専用

P106～108

0'7/220形
DC90V用

●過励磁/可変弱励磁

●半導体接点内蔵

●モニタ機能

P92～95

051'�051)形
DC24V用

●AC100/200V系

各種入力電圧対応

P110～111

0'4/220形
DC90V用

●過励磁/定格励磁

●半導体接点内蔵

●モニタ機能

P96～99

0$12�形
DC24V用

●MCNB-T形ブレーキ専用

●小形・軽量

P112～113

特殊生産品

10



OGURA HP

৽ใͳΒϗーϜϖーδ࠷ �
トϐοクεɺձࣾҊɺྖۀࣄҬɺҊɺి Χタロάɺࢠ

1%'Χタロάɺબ定計ࢉͳͲʜใຬࡌ �
Ξクηε͍ͩ͘͞ʹܰؾ͓

http://www.oguraclutch.co.jp
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トルク範囲：0.2〜1.0N・mマイクロ無励磁作動ブレーキ
Ogura Negative Actuated Type Electromagnetic BrakeMCNBseries

初期より定格トルク100％を実現

特殊摩擦材の採用により、初期から定格
トルク100％を確保したことから、慣ら
し運転は不要です。

1

回転部を低慣性モーメント化

エンプラの採用により、回転体部の低慣
性モーメント化を実現しました。

4

小径化を実現

特殊摩擦材の採用と効率的磁気回路の設
計により、業界トップクラスの小径化を
実現しました。

2

長寿命

耐熱に優れた摩擦材により、トルクの安
定化を図りました。(保持・非常停止タイ
プ)

5

静粛化設計

回転部のバックラッシュ音低減機構採用
により、回転時の静粛化を図りました。

3

同一サイズで制動用と
保持・非常停止用の2タイプ
同一寸法で一般制動用のSタイプと保持・非常停止
用のRタイプがありますので、用途に見合った最適
モデルを選定できます。また、電圧もDC24Vと
DC90Vの2種類をシリーズ化しています。

6
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࡞ͱಈߏ
励磁コイルを内蔵したフィールドに、アーマ

チュア、ディスク組立およびサイドプレートが、
カラーを介してなべ小ねじで取り付けられていま
す。アーマチュアはフィールドとわずかな空隙を
隔ててカラーによって支持され、フィールドに内
蔵したコイルばねの荷重を受け、ディスク組立を
圧着しトルクを発生する構造となっています。デ

ィスク組立の内径部には、六角形状のハブが嵌合
しています。
コイルに通電すると、アーマチュアはフィー

ルドに吸引され、ブレーキは解放します。励磁を
切ると、アーマチュアはコイルばねの力でブレー
キディスクを圧着し、急速にブレーキが掛かりま
す。

MCNB形　ϚΠΫϩແ励磁࡞ಈブレーキ

サイドプレート

ディスク組立

ハブ

なべ小ねじ

フィールド

コイル

コイルばね

カラー

アーマチュア

形式表示

MCNB 2 G S
形ࣜه߸ 機能ه߸

	 ● .$/#	�	ϚΠクロແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩ 電圧ه߸

τϧΫαΠζ
	 �ɿ	���	/・N
	 �ɿ	���	/・N
	 ��ɿ	�ɹ /・N

4ɿ੍ಈϒϨʔΩ
3ɿ保࣋ϒϨʔΩ

(ɿ%$��7
,ɿ%$��7
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14

L

M

R

C

3－
F

N

P Q

（0.1）

B A

H

30°

d

3－G

リード線長さ 300
UL1332 AWG24

M0D&-

MCNB ϚΠΫϩແ励磁࡞ಈブレーキ
2形ɺ5形ɺ10形

τϧΫɿ0�2～1�0N・N

�形　൪� MCNB
� ੩ຎࡲτϧΫ� ʤN・Nʥ
� �ੑ　　　　׳ J 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ
� �ܘ　　　　　　　݀ E)9

� A
� B

C�ɻ 0�1
� '
� (

)�　0
� -
� M
� N

P�ɻ 0�1
� 2
� 3

� ࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ

径

方

向

軸

方

向

� 2� 5� 10
� (4/,4・(3/,3� (4/,4・(3/,3� (4/,4・(3/,3

0.2
0.0026
8

	 40
	 35
	 40
	 3
	 6

6	.5
	 29
	 26
	 18
	 21

8	.5
	 6

0.17

0.5
0.0094
8

	 48
	 43
	 48

3	.4
6	.5
6	.5

	 33
	 29	.5
	 20
	 23	.6

8	.5
	 6

0.26

1.0
0.0173
10

	 58
	 52
	 58

3	.4
	 7
	 8
	 35
	 32
	 22	.5
	 26

8	.5
	 6

0.42

ʴ0�3

ʴ 0�1

　0

14



性　能
⨎ੑ能ද
ಈ࡞ಛੑ
MCNB形 2形ɺ5形ɺ10形

ද1

(4/(3
,4/,3
(4/(3
,4/,3
(4/(3
,4/,3�

形　൪ 定格τϧΫ
ʤN・Nʥ 電圧

DCʤVʥ
電ྲྀ
DCʤAʥ

߅
ʤЊʥ

容量
ʤ8ʥ

ΞーϚνϡΞ
ؒ࣌Ҿٵ
ʤNTʥ

ΞーϚνϡΞ
ऍ์ؒ࣌
ʤNTʥ

容ڐ
ճస
ʤS/NJOʥ

ίΠϧʢ20ˆʣ

� MCNB���2

� MCNB���5

� MCNB�10

0.2

0.5

1.0

	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90

	 0.175
	 0.047
	 0.271
	 0.072
	 0.293
	 0.078

	 137
	 1928
	 88	.6
	 1246
	 82
	 1157

	 4	.2

	 6	.5

	 7

	 12

	 17

	 24

	 6

	 6

	 6

 6000

 6000

 6000

※定格電圧（平滑直流にて）
　保護素子：バリスタTNR15G471K
　設定ギャップ：0.1mm

量ࣄ
MCNB形 2形ɺ5形ɺ10形

ද2

形　൪
量ࣄք·Ͱͷ૯ݶ用

ʷ106ʤJʥ
ࣄ容ڐ
ʤ8ʥ

� MCNB� 2

� MCNB� 5

� MCNB�10

(4/,4
(3/,3
(4/,4
(3/,3
(4/,4
(3/,3

2�8
1�4
5�3
2�7
6�0
3�0

� 5
2��5
10

� 5
18

� 9
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�電ݯஔ

MCNBγϦーζ　ద用電ݯஔ༷ ද3

電源の詳細についてはP85を参照してください。

(4/(3タΠϓ
ʢDC24Vʣ

,4/,3タΠϓ
ʢDC90Vʣ形　　൪

� MCNB� 2

� MCNB� 5

� MCNB�10

� 0TP'ʗ)�25
� 0P3109'/A
� 0P3N109'/A
� 03M0509'/)

औѻ্͍ͷҙ
�ブレーキຊ体

電磁ブレーキʹೈ࣭ͷࡐྉΛଟ͘用͍ͯ͠·
͢ɻୟ͍ͨΓɺམͱͨ͠Γɺ·ͨແཧͳ力ΛՃ͑
·͢ͱɺଧͪই変形Λੜ͡·͢ͷͰɺऔѻ͍ʹ͝
ҙ͍ͩ͘͞ɻ

ຎࡲ໘
૩ঢ়ଶͰס໘ΛࡲͷブレーキͰ͢ͷͰɺຎࣜס
用͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻຎࡲ໘ʹਫ༉͕ண͠ͳ
͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

Ϧーυઢ
　ブレーキͷϦーυઢΛແཧʹҾͬுͬͨΓɺӶ֯
ʹંΓͨ͛ۂΓɺϦーυઢΛͯͬ࣋ͿΒԼ͛ͨΓ͠
ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

用্ͷҙ
ڥ

͜ͷブレーキࣜס用Ͱ͢ͷͰɺຎࡲ໘ʹਫ༉
ͳͲ͕入ΔͱτϧΫ͕Լ͠·͢ɻਫɺ༉΄͜Γ
ͳͲֻ͕͔Δ͓ͦΕͷ͋Δͱ͖ɺΧόーΛ͚ͯ
͍ͩ͘͞ɻ

อޢૉࢠ
อޢૉࢠΛ内蔵͍ͯ͠ͳ͍電ݯஔΛ用͢Δ
߹ʹɺਪͷอޢૉࢠʢP80ɺ81ࢀরʣΛඞͣ
ブレーキίΠϧͱฒྻʹ接続͍ͯͩ͘͠͞ɻ

使用上の注意
� �ແ励磁࡞ಈ形MCNBγϦーζ
�� ίΠϧʹ௨電͞Εͨͱ͖ʹブレーキ͕
� ղ์͢ΔͰ͢ɻ
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ねじ類
緩み止め処置

フィールド取付け面の直角度
0.1T.I.R.以下

軸の固定
軸方向の遊びをなくす

インロー部と軸の同心度
0.2T.I.R.以下

ハブの固定
ハブはアーマチュアと接触しないように
P寸法を守り、かつ軸方向に動かないように
軸用ナットまたは止め輪などで確実に
固定してください。

軸の公差 h7
（JIS B 0401）

औ্͚ͷҙ

MCNBγϦーζ

ਤ1

17



トルク範囲：1〜100N・m無励磁作動ブレーキ
Ogura Negative Actuated Type Electromagnetic BrakeSNB-Nseries

制動・保持用݉用タイプ

制動・保持݉用であるたΊ、用用途の制
を受けず、༰қに最適モデルを選定でݶ
きます。電圧はDC24Vと90Vの2種類。
ʢ初期トルクは定格トルクの70％ʣ

1
Ԡ性ൈ܈の
εプϦンάクローズタイプ

トルクの立্ͪがりがૣ͘、急速制動が
でき、安શブレーキとして最適です。

4

ബ形・ίンύクト

ബ形・コンύクト設計であるたΊ、サー
Ϙモータ֤種機ց・ஔのコンύクト
化を図ることができます。

2
ٱ性ʹ༏Εͨロンάϥイϑ

耐摩性に優れた摩擦材の採用により、
耐ٱ性に優れてण໋です。

5

ख動ղ์ػ͖

定のϘルトをར用するͩけで、ブレーࢦ
キを解放できます。機ց設ஔ停電時な
Ͳに立ͪます。ʢ1.2 〜 10形ʣ

3

18



࡞ͱಈߏ
フィールドにカラーを介してϘルトでݻ定さ

れたサイドプレートとカラーで支持されたアーマ
チュアのؒにあるブレーキディスクをコイルばね
で圧着し、トルクを発生する構造になっています。
ブレーキディスクのスプライン部にインφドライ
バが嵌合しています。

コイルに通電すると、アーマチュアはフィー
ルドに吸引され、ブレーキは解放します。励磁を
切ると、アーマチュアはコイルばねの力でブレー
キディスクを圧着し、急速にブレーキが掛かりま
す。

4NB-N形　ແ励磁࡞ಈブレーキ

アーマチュア

カラー

サイドプレート

インφドライバ

ブレーキディスク

フィールド

コイルばね

コイル

形式表示

 SNB 5 G-N
形ࣜه߸ 電圧ه߸

	 ● 4/#�/ɿແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩʤ੍ಈ༻ʥ

	 	 	 τϧΫαΠζ

(ɿ%$��7
,ɿ%$��7
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L

M

N S

C（
イ
ン
ロ
ー
深
さ
D
）

B E

P Q

3－
F

R リード線長さ300
UL3266 AWG22

A
b

d
30°

t

3－G

M0D&-

4NB-N ແ励磁࡞ಈブレーキʦ੍ಈ用ʧ
0�1形ɺ0�2形ɺ0�4形ɺ0�8形

τϧΫɿ1～8N・N

�形　൪� 4NB-N
定格電圧 � DCʤVʥ

� ੩ຎࡲτϧΫ� ʤN・Nʥ
J　ੑ　　　　׳　� 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ
� �ܘ　　　　　　　݀ E)7
� キ　　ー　　Έ　ͧ�C&9ʷUʴ0�15

� A
� B

C�I9
� D
� &
� '
� (
� )
� -
� M
� N
� P
� 2
� 3
� 4�ʤ௨Γ～ࢭΊʥ

� ࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ

径

方

向

軸

方

向

� 0�1(� 0�1,� 0�2(� 0�2,� 0�4(� 0�4,� 0�8(� 0�8,

� 24� 90� 24� 90� 24� 90� 24� 90
1
0.16
12

4ʷ13.5
	 77
	 68
	 77
	 3
	 20
	 4	.5
	 10

ʵ
	 30
	 26
	 15
	 19	.5
	 8
	 7
0.1〜0.25
0.55

2
0.28
12

4ʷ13.5
	 85
	 74
	 85
	 4
	 20
	 5	.5
	 11

ʵ
	 32
	 28
	 16
	 21	
	 8
	 7	.5
0.1〜0.25
0.8

4
0.43
14
5ʷ16

	 97
	 85
	 97
	 4
	 25
	 5	.5
	 11

ʵ
	 35
	 30
	 17
	 22	
	 8
	 8	.5
0.1〜0.25
1.1

8
1.22
19
5ʷ21

	 117
	 108
	 117
	 4
	 40
	 5	.5
	 11

ʵ
	 41
	 35
	 19	.5
	 25	.5
	 10
	 8	.5
0.1〜0.25
1.8

0

20



M0D&-

4NB-N ແ励磁࡞ಈブレーキʦ੍ಈ用ʧ
1�2形ɺ2�5形ɺ5形ɺ10形

τϧΫɿ12～100N・N

�形　൪� 4NB-N
定格電圧 � DCʤVʥ

� ੩ຎࡲτϧΫ� ʤN・Nʥ
� �ੑ　　　　׳ J 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ
� �ܘ　　　　　　　݀ E)7
� キ　　ー　　Έ　ͧ� C&9ʷUʴ0�2

� A
� B

C�I9
� D
� &
� '
� (
� )
� -
� M
� N
� P
� 2
� 3
� 4�ʤ௨Γ～ࢭΊʥ

� ࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ

径

方

向

軸

方

向

� 1�2(� 1�2,� 2�5(� 2�5,� 5(� 5,� 10(� 10,

� 24� 90� 24� 90� 24� 90� 24� 90
12
3.0
19
5ʷ21

	 125
	 112
	 125
	 4
	 49
	 6	.6
	 14

.5
	 54
	 46
	 26
	 16
	 25
	 11
0.15〜0.3
3.5

25
6.0
24
7ʷ27

	 145
	 130
	 145
	 5
	 49
	 6	.6
	 14

.5
	 59
	 51
	 27
	 18	
	 25
	 14
0.15〜0.3
5.1

50
14.5
28
7ʷ31

	 165
	 150
	 165
	 5
	 62
	 9
	 18

.6
	 71
	 61
	 32
	 22	
	 30
	 17
0.15〜0.3
7.9

100
25
32

10ʷ35.5
	 187
	 170
	 187
	 6
	 62
	 9
	 18

.6
	 83
	 72
	 37
	 21
	 40
	 21
0.2〜0.35
12.5

0

L

M

N S

C（
イ
ン
ロ
ー
深
さ
D
）

B

E

P Q

3－
F

R リード線長さ300
UL3266 AWG18

A

1
5
°

3－H
手動解放用

注）
2.5形

15°

b

1
5
°

15°

3－G
注）
5、10形

3－H（等配）
手動解放用

15°

注）
1.2形

3－H（等配）
手動解放用

30°

d
t
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性　能
⨎ੑ能ද
ಈ࡞ಛੑ
4NB-N形ʦ੍ಈ用ʧ 0�1形ɺ0�2形ɺ0�4形ɺ0�8形ɺ1�2形ɺ2�5形ɺ5形ɺ10形

(
,
(
,
(

� ,
� (
� ,
� (

,
� (
� ,
� (
� ,
� (

,�

形　൪
4NB-N

定格τϧΫ
ʤN・Nʥ 電圧

DCʤVʥ
電ྲྀ
DCʤAʥ

߅
ʤЊʥ

容量
ʤ8ʥ

ΞーϚνϡΞ
ؒ࣌Ҿٵ
ʤNTʥ

ΞーϚνϡΞ
ऍ์ؒ࣌
ʤNTʥ

容ڐ
ճస
ʤS/NJOʥ

ίΠϧʢ20ˆʣ

　　0�1

　　0�2

　　0�4

　　0�8

　　1�2

　　2�5

　　5

　　10

	 1

	 2

	 4

	 8

	 12

	 25

	 50

	 100

	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90

	 0.41
	 0.11
	 0.54
	 0.14
	 0.63
	 0.17
	 0.76
	 0.20
	 0.96
	 0.25
	 1.13
	 0.30
	 1.37
	 0.37
	 1.88
	 0.50

	 59
	 815
	 45
	 630
	 38
	 540
	 32
	 445
	 25
	 358
	 21
	 300
	 17	.5
	 245
	 12	.8
	 180

	 10
	 10
	 13
	 13
	 15
	 15
	 18
	 18
	 23
	 23
	 27
	 27
	 33
	 33
	 45
	 45

	 25

	 30

	 40

	 55

	 70

	 90

	 135

	 200

	 15

	 15

	 20

	 35

	 40

	 60

	 80

	 110

	 5000

	 4000

	 4000

	 3500

	 3500

	 3000

	 3000

	 2500

ද1

量ࣄ
4NB-N形ʦ੍ಈ用ʧ 0�1形ɺ0�2形ɺ0�4形ɺ0�8形ɺ1�2形ɺ2�5形ɺ5形ɺ10形

形　൪
4NB-N

ௐ·Ͱͷ૯ࣄ量
ʤJʥ

量ࣄք·Ͱͷ૯ݶ用
ʤJʥ

ࣄ容ڐ
ʤ8ʥ

ௐ·Ͱͷ࠷େۭܺ
ʤNNʥ

ද2

　　0�1 0.55	 ʵ	 1.6ʷ107 33
　　0�2 0.55	 ʵ	 1.9ʷ107 41
　　0�4 0.60	 ʵ	 3.0ʷ107 57
　　0�8 0.60	 ʵ	 5.6ʷ107 98
　　1�2 0.65	 5.5ʷ107 2.0ʷ108 98
　　2�5 0.65	 7.7ʷ107 3.4ʷ108 114
　　5 0.70	 9.1ʷ107 4.8ʷ108 155
　　10 0.80	 1.6ʷ108 7.9ʷ108 212
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擦
ト
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ク

回　転　数

10形

5形

2.5形

1.2形

0.8形

0.4形

0.2形

0.1形

ਤ1

摩擦形ブレーキのトルクには、摩擦໘が૬ର的
に静止した状ଶで発生する静摩擦トルクと、摩擦໘
がスリップ状ଶで発生する動摩擦トルクがありま
す。ࣜס摩擦形の動摩擦トルクは、図1にࣔすよ͏

に、スリップ速がେき͘なるとともに減গしま
す。したがって、制動時には静摩擦トルクではな͘、
動摩擦トルクで͑ߟるඞ要があります。

⨐τϧΫݮ
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使用上の注意

औѻ্͍ͷҙ
ブレーキຊ体

電磁ブレーキʹೈ࣭ͷࡐྉΛଟ͘用͍ͯ͠·
͢ɻୟ͍ͨΓɺམͱͨ͠Γɺ·ͨແཧͳ力ΛՃ͑
·͢ͱɺଧͪই変形Λੜ͡·͢ͷͰɺऔѻ͍ʹ͝
ҙ͍ͩ͘͞ɻ

ຎࡲ໘
૩ঢ়ଶͰס໘ΛࡲͷブレーキͰ͢ͷͰɺຎࣜס
用͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻຎࡲ໘ʹਫ༉͕ண͠ͳ
͍Α͏औΓѻ͍ͬͯͩ͘͞ɻ

Ϧーυઢ
　ブレーキͷϦーυઢΛແཧʹҾͬுͬͨΓɺӶ֯
ʹંΓͨ͛ۂΓɺϦーυઢΛͯͬ࣋ͿΒԼ͛ͨΓ͠
ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

用্ͷҙ
ຎࡲ໘

　4NB-N形ブレーキࣜס用Ͱ͢ͷͰɺຎࡲ໘ʹ༉
͕入ΔͱτϧΫ͕Լ͠·͢ɻ༉΄͜Γֻ͕͔Δ
͓ͦΕ͕͋Δ߹ɺΧόーΛ͚͍ͯͩ͘͞ɻ

อޢૉࢠ
　อޢૉࢠΛ内蔵͍ͯ͠ͳ͍電ݯஔΛ用͢Δ
߹ʹɺਪͷอޢૉࢠʢP80ɺ81ࢀরʣΛඞͣ
ブレーキίΠϧͱฒྻʹ接続͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ۭܺௐʢਤ2ࢀরʣ
˓4NB-N1�2～10形ɺΞーϚνϡΞͱϑΟーϧ
υؒͷۭܺௐ͕Ͱ͖·͢ɻۭܺ࠶ௐ·Ͱͷ࠷େ
ۭ͓ܺΑͼ૯ࣄɺද3Λࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˓ΞーϚνϡΞͱϑΟーϧυؒͷۭܺͷେ小ʹΑͬ
ͯɺブレーキͷղ์͕ؒ࣌変ΘΓ·͢ɻ
·ͨɺؒ࣌用ͨ͠߹ɺຎࡲ໘ͷຎʹΑͬͯ
ۭ͕ܺঃʑʹ૿େ͠ɺݶքۭܺΛӽ͑·͢ͱɺブレ
ーキͷղ์͕Ͱ͖ͳ͘ͳΓ·͢ͷͰɺ定ظతʹ点ݕ
ͷ͏͑ɺද3ͷن定ۭܺʹௐ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˓ௐɺۭܺௐ用φοτʢ内ଆʣ3͔ॴΛ؇Ίɺ
定ੇ๏ʹͳΔΑ͏֎ଆͷφοτͰௐͷ͏ن͕ۭܺ
͑ɺ内ଆͷφοτͰ࣮֬ʹϩοΫ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ͦͷࡍɺԁप্ͷ3͔ॴͰۭܺΛଌ定͠ɺ各ଌ定
ͷ0�05͕ࠩޡNNҎ内ʹͳΔΑ͏ʹௐͯͩ͘͠͞
͍ɻ·ͨɺۭܺௐޙௐ用φοτΛ࣮֬ʹకΊ
͚͍ͯͩ͘͞ɻ

खಈղ์
˓4NB-N1�2～10形खಈղ์͕可能Ͱ͢ɻ

˓αΠυϓレーτͷタοϓ݀3͔ॴʹɺͶ͡Λަޓ
ʹঃʑʹకΊࠐΈɺΞーϚνϡΞΛԡ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˓Ͷ͕͡ΞーϚνϡΞʹಥ͖ͨͬͯɺ90ͷ
ճసͰղ์͠·͢ɻͦΕҎ্ແཧʹͶ͡ࠐ·ͳ͍
Ͱ͍ͩ͘͞ɻ

電ݯஔ
˓励磁࡞ಈ形ブレーキͷ電ݯͱͯ͠ɺҰൠʹ用
ͷަྲྀ100V·ͨ200Vͷ୯૬Λશྲྀͯ͠用
͍·͕͢ɺແ励磁࡞ಈ形ブレーキͷ߹ɺ半
ྲྀͰ用Ͱ͖·͢ɻ

˓4NB-N形ブレーキ用電ݯஔΛ用ҙ͍ͯ͠·͢ɻ
用݅ʹ߹Θ͓ͤͯબͼ͍ͩ͘͞ɻ

形൪ç4NB-N � 1�2� 2�5� 5� 10

	 0.65	 0.65	 0.70	 0.80

	5.5ʷ107	7.7ʷ107	9.1ʷ107	1.6ʷ108

	0.15〜0.3	0.15〜0.3	0.15〜0.3	0.2〜0.35

ௐ·Ͱͷ࠶
େۭܺʤNNʥ࠷
ௐ·Ͱͷ࠶
૯ࣄʤJʥ
定ۭܺن

௨Γ～ࢭΊʤNNʥ

� �ແ励磁࡞ಈ形4NB-NγϦーζ
�� ίΠϧʹ௨電͞Εͨͱ͖ʹブレーキ͕
� ղ์͢ΔͰ͢ɻ

ද3
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フィールド取付け面の直角度
0.05T.I.R.以下

軸の固定
軸方向の遊びをなくす

フィールド内径とシャフト（カラー）間の
隙間2.5mm以上、
またはカラーを非磁性材使用

ねじ類
緩み止め処置

インロー部と軸の同心度
0.2T.I.R.以下

インナドライバの固定
内向き取付けの場合はP寸法を守り、

軸方向に動かないよう固定。

軸の公差 h6 または js6
（JIS B0401）

インナドライバの取付け方向
外向き取付けの場合の
位置（  寸法）、表5参照。

調整ナット（外側）
調整ナット（内側）

औ্͚ͷҙ

4NB-NγϦーζ

�電ݯஔ

4NB-NγϦーζ　ద用電ݯஔ༷ ද4

ਤ2

ྲྀํࣜ प
ʤ)[ʥ

� 0TP'/)25� ୯૬શ	 50�60	 100�200	 24
� 0TP'/)45� ୯૬શ	 50�60	 100�200	 24
� 0TP'/)70� ୯૬શ	 50�60	 100�200	 24
� 0P3/0P3N�109'� ୯૬શ	 50�60	 100	 90
� 0P3/0P3N�109A� ୯૬	 50�60	 200	 90
� 03M�0509'� ୯૬શ	 50�60	 100	 90
� 03M�0509)� ୯૬	 50�60	 200	 90
0'4N/0'4220ɺ0'4&120 શ・切ସ͑ա励磁	 50�60	 200	 180ˠ90

形　　൪ ަྲྀ入力電圧
ACʤVʶ10ˋʥ

ྲྀग़力電圧
DCʤVʥ

୯Ґʤmmʥ

ੇ๏� 33 35 43 52

� 形൪ç4NB-N� 1�2� 2�5� 5� 10

ද 5

ͳ͓ɺ保࣋電圧をՄมͰ͖Δの（0'7N��0ܗ）༻ҙしてい·͢。0TP'ܗのೖྗ電圧は"$100ʙ1�07ɺ0TP)ܗ
のೖྗ電圧は"$�00ʙ�407Ͱ͢。詳細はP85を参照してください。
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トルク範囲：2〜200N・m無励磁作動ブレーキ
Ogura Negative Actuated Type Electromagnetic BrakeRNB-Nseries

保持・非常停止用

保持・非常停止用として最適。トルクに
見合った最適なモデルを選定できます。
電圧はDC24Vと90Vの2種類。

1
Ԡ性ൈ܈の
εプϦンάクローズタイプ

トルクの立্ͪがりがૣ͘、急速制動が
でき、安શブレーキとして最適です。

4

ബ形・ίンύクト・ߴトルク

ैདྷのްさ1�2ʢࣾൺʣで、ബ形
トルク設計。サーϘモータ֤種機ߴ
ց・ஔのコンύクト化を図ることがで
きます。

2
ख動ղ์ػ͖

定のϘルトをར用するͩけで、ブレーࢦ
キを解放できます。機ց設ஔ停電時な
Ͳに立ͪます。ʢ3〜20形ʣ

5

3/#�/形4/#�/形と同ੇ
๏でトルク2ഒ

トルクは、SN#�N形と同寸法で2ഒのト
ルクの2〜200N・mで8種類あります。
ʢ初期より定格トルクの100�ʣ

3
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࡞ͱಈߏ
フィールドにカラーを介してϘルトでݻ定さ

れたサイドプレートとカラーで支持されたアーマ
チュアのؒにあるブレーキディスクをコイルばね
で圧着し、トルクを発生する構造になっていま
す。ブレーキディスクのスプライン部にインφド
ライバが嵌合しています。

コイルに通電すると、アーマチュアはフィー
ルドに吸引され、ブレーキは解放します。励磁を
切ると、アーマチュアはコイルばねの力でブレー
キディスクを圧着し、急速にブレーキが掛かりま
す。

3NB-N形　ແ励磁࡞ಈブレーキ

アーマチュア

カラー

サイドプレート

インφドライバ

ブレーキディスク

フィールド

コイルばね

コイル

形式表示

RNB 5 G-N
形ࣜه߸ 電圧ه߸

	 ●3/#�/ɿແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩʤ保࣋・ඇৗఀࢭ༻ʥ

	 	 	 τϧΫαΠζ

(ɿ%$��7
,ɿ%$��7
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L

M

N S

C（
イ
ン
ロ
ー
深
さ
D
）

B

E

P Q

3－
F

R リード線長さ300
UL3266 AWG22

A

d

3－G

30°

b

t

M0D&-

3NB-N ແ励磁࡞ಈブレーキʦอ࣋用ʧ
0�2形ɺ0�4 形ɺ0�8 形ɺ1�6 形

τϧΫɿ2～16N・N

�形　൪� 3NB-N
定格電圧 � DCʤVʥ

� ੩ຎࡲτϧΫ� ʤN・Nʥ
� �ੑ　　　　׳ J 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ
� �ܘ　　　　　　　݀ E)7
� キ　　ー　　Έ　ͧ�C&9ʷUʴ0�15

� A
� B

C�I9
� D
� &
� '
� (
� )
� -
� M
� N
� P
� 2
� 3
� 4�ʤ௨Γ～ࢭΊʥ

� ࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ

径

方

向

軸

方

向

� 0�2(� 0�2,� 0�4(� 0�4,� 0�8(� 0�8,� 1�6(� 1�6,

� 24� 90� 24� 90� 24� 90� 24� 90
2

0.215
12

4ʷ13.5
	 77
	 68
	 77
	 3
	 20
	 4	.5
	 10

ʵ
	 30
	 25	.5
	 15
	 18
	 8
	 7
0.15〜0.3
0.6

4
0.360
12

4ʷ13.5
	 85
	 74
	 85
	 4
	 20
	 5	.5
	 11

ʵ
	 32
	 27	.5
	 16
	 16	
	 12
	 7	.5
0.15〜0.3
0.85

8
0.782
14
5ʷ16

	 97
	 85
	 97
	 4
	 25
	 5	.5
	 11

ʵ
	 35
	 29	.5
	 17
	 14	
	 16
	 8	.5
0.15〜0.3
1.2

16
2.93
19
5ʷ21

	 117
	 108
	 117
	 4
	 40
	 5	.5
	 11

ʵ
	 41
	 34.5
	 19	.5
	 15
	 20
	 8	.5
0.15〜0.3
1.9

0
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L

M

N S

C（
イ
ン
ロ
ー
深
さ
D
）

B E

P Q

3－
F

R リード線長さ300
UL3266 AWG18

A

1
5
°

3－H
手動解放用

15°

b

1
5
°

15°

3－G 注）
10、20形

3－H（等配）
手動解放用

15°

注）
3形

3－H（等配）
手動解放用

d

注）5形

t

30°

M0D&-

3NB-N ແ励磁࡞ಈブレーキʦอ࣋用ʧ
3形ɺ5形ɺ10形ɺ20形

τϧΫɿ30～200N・N

�形　൪� 3NB-N
定格電圧 � DCʤVʥ

� ੩ຎࡲτϧΫ� ʤN・Nʥ
� �ੑ　　　　׳ J 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ
� �ܘ　　　　　　　݀ E)7
� キ　　ー　　Έ　ͧ� C&9ʷUʴ0�2

� A
� B

C�I9
� D
� &
� '
� (
� )
� -
� M
� N
� P
� 2
� 3
� 4�ʤ௨Γ～ࢭΊʥ

� ࣭　　　　　　　　量�ʤLHʥ

径

方

向

軸

方

向

� 3(� 3,� 5(� 5,� 10(� 10,� 20(� 20,

� 24� 90� 24� 90� 24� 90� 24� 90
30
3.27
19
5ʷ21

	 125
	 112
	 125
	 4
	 49
	 6	.6
	 14

.5
	 53	.5
	 46
	 26
	 16
	 25
	 11
0.15〜0.3
3.6

50
6.49
24
7ʷ27

	 145
	 130
	 145
	 5
	 49
	 6	.6
	 14

.5
	 56	.5
	 49
	 27
	 18	
	 25
	 14
0.15〜0.3
5.2

100
13.70
28
7ʷ31

	 165
	 150
	 165
	 5
	 62
	 9
	 18

.6
	 71
	 61
	 32
	 22	
	 30
	 17
0.15〜0.3
7.9

200
24.30
32

10ʷ35.5
	 187
	 170
	 187
	 6
	 62
	 9
	 18

.6
	 81
	 71
	 37
	 21
	 40
	 21
0.2〜0.35
12.3

0
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使用上の注意性　能
⨎ੑ能ද
ಈ࡞ಛੑ
3NB-N形ʦอ࣋用ʧ 0�2形ɺ0�4形ɺ0�8形ɺ1�6形ɺ3形ɺ5形ɺ10形ɺ20形

ද1

(
,
(
,
(

� ,
� (
� ,
� (

,
� (
� ,
� (
� ,
� (

,�

形　൪
3NB-N

定格τϧΫ
ʤN・Nʥ 電圧

DCʤVʥ
電ྲྀ
DCʤAʥ

߅
ʤЊʥ

容量
ʤ8ʥ

ΞーϚνϡΞ
ؒ࣌Ҿٵ
ʤNTʥ

ΞーϚνϡΞ
ऍ์ؒ࣌
ʤNTʥ

容ڐ
ճస
ʤS/NJOʥ

ίΠϧʢ20ˆʣ

� 0�2

� 0�4

� 0�8

� 1�6

� 3

� 5

� 10

� 20

	 2

	 4

	 8

	 16

	 30

	 50

	 100

	 200

	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90

	 0.41
	 0.11
	 0.54
	 0.14
	 0.63
	 0.17
	 0.76
	 0.20
	 0.96
	 0.25
	 1.13
	 0.30
	 1.37
	 0.37
	 1.88
	 0.50

	 59
	 815
	 45
	 630
	 38
	 540
	 32
	 445
	 25
	 358
	 21
	 300
	 17	.5
	 245
	 12	.8
	 180

	 10
	 10
	 13
	 13
	 15
	 15
	 18
	 18
	 23
	 23
	 27
	 27
	 33
	 33
	 45
	 45

	 35

	 45

	 55

	 70

	 100

	 120

	 180

	 250

	 12

	 12

	 15

	 25

	 35

	 50

	 65

	 90

	 5000

	 4000

	 4000

	 3500

	 3500

	 3000

	 3000

	 2500
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使用上の注意

औѻ্͍ͷҙ
ブレーキຊ体

　電磁ブレーキʹೈ࣭ͷࡐྉΛଟ͘用͍ͯ͠·
͢ɻୟ͍ͨΓɺམͱͨ͠Γɺ·ͨແཧͳ力ΛՃ͑
·͢ͱɺଧͪই変形Λੜ͡·͢ͷͰɺऔѻ͍ʹ͝
ҙ͍ͩ͘͞ɻ

ຎࡲ໘
૩ঢ়ଶͰס໘ΛࡲͷブレーキͰ͢ͷͰɺຎࣜס
用͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻຎࡲ໘ʹਫ༉͕ண͠ͳ
͍Α͏औΓѻ͍ͬͯͩ͘͞ɻ

Ϧーυઢ
　ブレーキͷϦーυઢΛແཧʹҾͬுͬͨΓɺӶ֯
ʹંΓͨ͛ۂΓɺϦーυઢΛͯͬ࣋ͿΒԼ͛ͨΓ͠
ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

用্ͷҙ
ຎࡲ໘

　3NB-N形ブレーキࣜס用Ͱ͢ͷͰɺຎࡲ໘ʹ༉
͕入ΔͱτϧΫ͕Լ͠·͢ɻ༉΄͜Γֻ͕͔Δ
͓ͦΕ͕͋Δ߹ɺΧόーΛ͚͍ͯͩ͘͞ɻ

อޢૉࢠ
　อޢૉࢠΛ内蔵͍ͯ͠ͳ͍電ݯஔΛ用͢Δ
߹ʹɺਪͷอޢૉࢠʢP80ɺ81ࢀরʣΛඞͣ
ブレーキίΠϧͱฒྻʹ接続͍ͯͩ͘͠͞ɻ

खಈղ์
˓3NB-N3～20形खಈղ์͕可能Ͱ͢ɻ

˓αΠυϓレーτͷタοϓ݀3͔ॴʹɺͶ͡Λަޓ
ʹঃʑʹకΊࠐΈɺΞーϚνϡΞΛԡ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˓Ͷ͕͡ΞーϚνϡΞʹಥ͖ͨͬͯɺ90ͷ
ճసͰղ์͠·͢ɻͦΕҎ্ແཧʹͶ͡ࠐ·ͳ͍
Ͱ͍ͩ͘͞ɻ

電ݯஔ
˓励磁࡞ಈ形ブレーキͷ電ݯͱͯ͠ɺҰൠʹ用
ͷަྲྀ100V·ͨ200Vͷ୯૬Λશྲྀͯ͠用
͍·͕͢ɺແ励磁࡞ಈ形ブレーキͷ߹ɺ半
ྲྀͰ用Ͱ͖·͢ɻ

˓3NB-N形ブレーキ用電ݯஔͱͯ͠ɺ࣍ϖーδͷ
電ݯஔΛ用ҙ͍ͯ͠·͢ɻ用݅ʹ߹Θ͓ͤͯ
બͼ͍ͩ͘͞ɻ

� �ແ励磁࡞ಈ形3NB-NγϦーζ
�� ίΠϧʹ௨電͞Εͨͱ͖ʹブレーキ͕
� ղ์͢ΔͰ͢ɻ

� �ແ励磁࡞ಈ形3NB-NγϦーζอ࣋・
� ඇৗఀࢭ用Ͱ͢ͷͰɺ੍ಈ用ͱͯ͠
� 用Ͱ͖·ͤΜɻ
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フィールド取付け面の直角度
0.05T.I.R.以下

軸の固定
軸方向の遊びをなくす

フィールド内径とシャフト（カラー）間の
隙間2.5mm以上、
またはカラーを非磁性材使用

ねじ類
緩み止め処置

インロー部と軸の同心度
0.2T.I.R.以下

インナドライバの固定
内向き取付けの場合はP寸法を守り、

軸方向に動かないよう固定。

軸の公差 h6 または js6
（JIS B0401）

インナドライバの取付け方向
外向き取付けの場合の
位置（ 寸法）、表3参照。

औ্͚ͷҙ

3NB-NγϦーζ

�電ݯஔ

3NB-NγϦーζ　ద用電ݯஔ༷ ද2

ਤ1

ྲྀํࣜ प
ʤ)[ʥ

� 0TP'/)25� ୯૬શ	 50�60	 100�200	 24
� 0TP'/)45� ୯૬શ	 50�60	 100�200	 24
� 0TP'/)70� ୯૬શ	 50�60	 100�200	 24
� 0P3/0P3N109'� ୯૬શ	 50�60	 100	 90
� 0P3/0P3N109A� ୯૬	 50�60	 200	 90
� 03M�0509'� ୯૬શ	 50�60	 100	 90
� 03M�0509)� ୯૬	 50�60	 200	 90

0'4N220ɺ0'4220ɺ0'4&120 શ・切ସ͑ա励磁	 50�60	 200	 180ˠ90

形　　൪ ަྲྀ入力電圧
ACʤVʶ10ˋʥ

ྲྀग़力電圧
DCʤVʥ

୯Ґʤmmʥ

ੇ๏� 20 21 22 25 33 35 43 52

�形൪ç3NB-N� 0�2� 0�4� 0�8� 1�6� 3� 5� 10� 20

ද 3

ͳ͓ɺ保࣋電圧をՄมͰ͖Δの（0'7N��0 のೖྗ電圧は"$100ܗ'༻ҙしてい·͢。0TP（ܗ ʙ 1�07ɺ0TP)
のೖྗ電圧は"$�00ܗ ʙ �407Ͱ͢。詳細はP85を参照してください。
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トルク範囲：2〜800N・m無励磁作動ブレーキ
Ogura Negative Actuated Type Electromagnetic BrakeMNB-Nseries

制動・保持用݉用タイプ

制動・保持݉用であるたΊ、用用途の
制ݶを受けず、༰қに最適モデルを選定
できます。
ʢ初期トルクは定格トルクの70％ʣ

1
Ϊϟοプௐػ͖

摩擦材が摩しても安৺です。Ϊϟップ
を初期の状ଶに؆୯にͤます。

5

トルクߴ・ݻݎ

トルク設計であるたΊ、֤種一ߴでݻݎ
般࢈業用に安৺して͝用いたͩけます。

2
Ԡ性ʹ༏Εͨ
εプϦンάクローズタイプ

トルクの立্ͪがりがૣ͘、急速制動が
でき、安શブレーキとして最適です。

6

トルクՄมタイプ

ブレーキを設ஔしたޙでも、ௐφット
をૢ࡞するͩけで؆୯にトルクをՄมで
きます。

3

ख動ղ์ػ͖

定のϘルトをར用するͩけで、ブレーࢦ
キを解放できます。機ց設ஔ停電時な
Ͳに立ͪます。

4

ٱ性ʹ༏Εͨロンάϥイϑ

耐摩性に優れた摩擦材の採用により、
耐ٱ性に優れてण໋です。

7
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࡞ͱಈߏ
取付൘にݻ定されたカラーにアーマチュアが

支持され、ௐϘルトにフィールドが取り付けら
れています。ブレーキディスクは取付൘とアーマ
チュアのؒにあり、コイルばねで圧着されトルク
を発生する構造になっています。ブレーキディス
クのスプライン部にインφドライバが嵌合してい
ます。
また、.N#�N形にはトルクௐ、Ϊϟップௐ

およびख動解放機構が付いています。

コイルに通電すると、フィールドとアーマチ
ュアؒに磁ଋが生じ、アーマチュアはフィール
ドに吸引され、ブレーキは解放します。励磁を
切ると、アーマチュアはコイルばねの力でブレ
ーキディスクを圧着し、急速にブレーキが掛か
ります。

MNB-N形　ແ励磁࡞ಈブレーキ

カラー

ௐϘルト

取付൘

ブレーキディスク

インφドライバ

Ϊϟップௐφット

トルクௐϘルト

フィールド

アーマチュア

コイルばね

コイル

形式表示

MNB 10 G-N
形ࣜه߸ 電圧ه߸

	 ● ./#�/ɿແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩ

	 	 τϧΫαΠζ

(ɿ%$��7
+ɿ%$��7
,ɿ%$��7
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M0D&-

MNB-N ແ励磁࡞ಈブレーキ
0�2形ɺ0�4形ɺ0�8形

τϧΫɿ2～8N・N

�形　൪� MNB-N
定格電圧　DCʤVʥ

� ੩ຎࡲτϧΫ� ʤN・Nʥ
� �ੑ　　　　׳ J 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ
� �ܘ　　　　　　　݀ E)7
� キ　　ー　　Έ　ͧ� C&9ʷUʴ0�15

� A
� B

C�
� D
� &
� '
� (
� -

-�1
� M
� N

P�1
P�2

� 2
� 3
� 4�ʤ௨Γ～ࢭΊʥ
� T
� 6

� ࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ

径

方

向

軸

方

向

� 0�2(� 0�2,� 0�4(� 0�4,� 0�8(� 0�8,

	 24	 90	 24	 90	 24	 90
2
0.3
12

4ʷ13.5
	 85
	 74
	 44
	 24
	 20

ʵ
.5

	 50	.5
	 43	.5
	 4	.7
	 16
	 2	.8
	 5	.7

.3
	 7	.8

0.1〜0.35
4

.4ʷ35
0.8

4
0.4
14
5ʷ16

	 97
	 85
	 46	.5
	 24
	 23

ʵ
.5

	 50	.5
	 44	.3
	 5	.7
	 16
	 4
	 4	.5

.3
	 8	.8

0.1〜0.35
4

.5ʷ35
1.0

8
1.3
19
5ʷ21

	 120
	 108
	 68
	 32
	 40

ʵ
.5

	 55	.5
	 49	.1
	 5	.7
	 25
	 4
	 11

.4
	 8	.8

0.1〜0.35
7

.5ʷ40
1.5

0

L
L1
S

A B C D

P1
P2

N

T

E

R M 3－G
（取付ボルト）

3－U（手動解放ボルト）
t

d

b

2-Q

リード線長さ300
0.2、0.4：UL3266 AWG22

0.8：UL3266 AWG20

ଐ：Ϙϧτɺۚ࠲ɺ保護素子
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M0D&-

MNB-N ແ励磁࡞ಈブレーキ
1�2形ɺ2�5形ɺ5形ɺ10形ɺ20形ɺ40形ɺ80形

τϧΫɿ12～800N・N

�形ç൪� MNB-N

定格電圧 � DCʤVʥ
�੩ຎࡲτϧΫ�ʤN・Nʥ
�Jੑ׳� 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ
�ܘ　　　　݀� E)7
�キーΈͧ C&9ʷUʴ0�2�

� A�I9
� B
� C�)9
� D
� &
� '
� (
� -
� -�1
� M
� N
� P�1
� P�2
� 2
� 3
� 4�ʤ௨Γ～ࢭΊʥ

T
� 6

�࣭　　　量� ʤLHʥ

径

方

向

軸

方

向

�1�2(� 1�2,� 2�5(� 2�5,� 5(� 5,� 10(� 10,� 20J� 20,� 40J� 40,� 80J� 80,

	 24	 90	 24	 90	 24	 90	 24	 90	 72	 90	 72	 90	 72	 90
12
3
19
5ʷ21

	 125
	 112
	 60
	 30
	 34
	 98

.6
	 63

ʵ
	 8
	 25
	 8
	 10	.5

.4
	 8	.5
0.1〜0.35

7
.5ʷ28
3.3

25
6
24
7ʷ27

	 145
	 130
	 75
	 38
	 44
	 116

.6
	 72

ʵ
	 9
	 30
	 9
	 13

.5
	 9	.5
0.1〜0.35
10

.6ʷ30
5.2

50
14.5
28
7ʷ31

	 165
	 150
	 85
	 45
	 54
	 134

.6
	 78

ʵ
	 10
	 35
	 10
	 16

.6
	 8	.5
0.1〜0.35
10

.6ʷ35
7.4

100
25
32

10ʷ35.5
	 190
	 170
	 95
	 52
	 60
	 152

.8
	 88

ʵ
	 11
	 40
	 11
	 18

.6
	 12
0.2〜0.45
15

.8ʷ40
11.0

200
60
42

12ʷ45.5
	 230
	 210
	 125
	 65
	 70
	 186

.8
	 98

ʵ
	 12
	 50
	 12
	 27

.8
	 11
0.2〜0.45
15

.10ʷ45
18.5

400
170
55

16ʷ60
	 275
	 250
	 150
	 80
	 90
	 220

.12
	 �125

ʵ
	 15
	 60
	 15
	 31

.8
	 17
0.2〜0.45
28

.12ʷ85
34.8

800
503
65

18ʷ71
	 340
	 305
	 180
	 95
	 105
	 270

.16
	 �145

ʵ
	 18
	 70
	 18
	 33

.8
	 23
0.3〜0.55
30

.12ʷ95
62.0

0

ˎ40ɺ80ܗについてはɺۭ ܺௐ༻Ϙϧτ͕-ੇ๏ΑΓͦΕͧΕ18mmɺ��mmくͳΓ·͢。

L
S

A B C D

P2 P1
N

T

E F

R M 3－G
（取付ボルト）

2－U
（手動解放ボルト）

d

b

t

2-Q

リード線長さ500
1.2、2.5、5：UL3266 AWG18

10、20、40、80：UL3266 AWG16
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性　能
⨎ੑ能ද
ಈ࡞ಛੑ

MNB-N形 0�2形ɺ0�4形ɺ0�8形ɺ1�2形ɺ2�5形ɺ5形ɺ10形ɺ20形ɺ40形ɺ80形

ද1

(
,
(
,
(

� ,
� (
� ,
� (

,
� (
� ,
� (
� ,
� ,
� J
� ,
� J
� ,
� J

形　൪
MNB-N

੩ຎࡲτϧΫ
ʤN・Nʥ 電圧

DCʤVʥ
電ྲྀ
DCʤAʥ

߅
ʤЊʥ

容量
ʤ8ʥ

ΞーϚνϡΞ
ؒ࣌Ҿٵ
ʤNTʥ

ΞーϚνϡΞ
ऍ์ؒ࣌
ʤNTʥ

容ڐ
ճస
ʤS/NJOʥ

ίΠϧʢ20ˆʣ

� ç0�2

� ç0�4

� ç0�8

� ç1�2

� ç2�5

� ç5

� ç10

� ç20

� ç40

� ç80

	 2

	 4

	 8

	 12

	 25

	 50

	 100

	 200

	 400

	 800

24
90
24
90
24
90
24
90
24
90
24
90
24
90
90
72
90
72
90
72

	 0.	56
	 0.	15
	 0.	65
	 0.	17
	 0.	80
	 0.	22
	 1.	00
	 0.	26
	 1.	60
	 0.	39
	 1.	74
	 0.	47
	 2.	20
	 0.	58
	 0.	58
	 0.	97
	 1.	1
	 1.	3
	 1.	4
	 1.	8

	 43
	 600
	 37
	 520
	 30
	 410
	 24
	 350
	 15
	 230
	 14
	 190
	 11
	 150
	 150
	 74
	 82
	 55
	 62
	 40

	 13	.5
	 13	.5
	 15	.5
	 15	.5
	 19
	 20
	 24
	 23
	 39
	 35
	 42
	 42
	 53
	 53
	 53
	 70
	 98
	 94
	130
	130

60
25ʢ電0ݯ'SN220用ʣ

80
40ʢ電0ݯ'SN220用ʣ

100
45ʢ電0ݯ'SN220用ʣ

120
60ʢ電0ݯ'SN220用ʣ

180
90ʢ電0ݯ'SN220用ʣ
	120ʢ電0ݯ'SN220用ʣ
	90ʢ電1(0ݯN18)用ʣ
	160ʢ電0ݯ'SN220用ʣ
	120ʢ電1(0ݯN18)用ʣ
	200ʢ電0ݯ'SN220用ʣ
	160ʢ電1(0ݯN18)用ʣ

4000

4000

3500

3500

3000

3000

2500

2500

2000

2000

35

40

30
30ʢ電0ݯ'SN220用ʣ

70
70ʢ電0ݯ'SN220用ʣ

100
100ʢ電0ݯ'SN220用ʣ

120
120ʢ電0ݯ'SN220用ʣ

160
160ʢ電0ݯ'SN220用ʣ
	180ʢ電0ݯ'SN220用ʣ
	100ʢ電1(0ݯN18)用ʣ
	220ʢ電0ݯ'SN220用ʣ
	140ʢ電1(0ݯN18)用ʣ
	230ʢ電0ݯ'SN220用ʣ
	150ʢ電1(0ݯN18)用ʣ

30

30

量ࣄ
MNB-N形 0�2形ɺ0�4形ɺ0�8形ɺ1�2形ɺ2�5形ɺ5形ɺ10形ɺ20形ɺ40形ɺ80形

ç�0�2 0.60	 1.7ʷ107 4.0ʷ107 41
ç�0�4 0.60	 2.7ʷ107 6.0ʷ107 57
ç�0�8 0.60	 4.0ʷ107 9.0ʷ107 98
ç�1�2 0.80	 7.2ʷ107 2.0ʷ108 123
ç�2�5 0.80	 1.0ʷ108 3.4ʷ108 147
ç�5 0.80	 1.4ʷ108 4.8ʷ108 245
ç�10 0.80	 1.6ʷ108 7.9ʷ108 327
ç�20 1.00	 3.0ʷ108 1.2ʷ109 490
ç�40� 1.20	 5.6ʷ108	 2.2ʷ109	 590
ç�80� 1.20	 7.0ʷ108	 3.2ʷ109	 700

形　൪
MNB-N

ௐ·Ͱͷ૯ࣄ量
ʤJʥ

量ࣄք·Ͱͷ૯ݶ用
ʤJʥ

ࣄ容ڐ
ʤ8ʥ

ௐ·Ͱͷ࠷େۭܺ
ʤNNʥ

ද2

ͳ͓ɺ0'4��0ɺ0'4&1�0ܗ電源を༻しͨ߹はɺ0'4N��0ܗ電源࣌༺ͱಉͰ͢。
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動
摩
擦
ト
ル
ク

回　転　数

80形

40形

20形

10形

5形

2.5形

1.2形

0.8形

0.4形

0.2形

ਤ1

摩擦形ブレーキのトルクには、摩擦໘が૬ର的
に静止した状ଶで発生する静摩擦トルクと、摩擦໘
がスリップ状ଶで発生する動摩擦トルクがありま
す。ࣜס摩擦形の動摩擦トルクは、図1にࣔすよ͏

に、スリップ速がେき͘なるとともに減গしま
す。したがって、制動時には静摩擦トルクではな͘、
動摩擦トルクで͑ߟるඞ要があります。

⨐τϧΫݮ
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使用上の注意

औѻ্͍ͷҙ
ブレーキຊ体

電磁ブレーキʹೈ࣭ͷࡐྉΛଟ͘用͍ͯ͠·
͢ɻୟ͍ͨΓɺམͱͨ͠Γɺ·ͨແཧͳ力ΛՃ͑
·͢ͱɺଧͪই変形Λੜ͡·͢ͷͰɺऔѻ͍ʹ͝
ҙ͍ͩ͘͞ɻ

ຎࡲ໘
૩ঢ়ଶͰס໘ΛࡲͷブレーキͰ͢ͷͰɺຎࣜס
用͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻຎࡲ໘ʹਫ༉͕ண͠ͳ
͍Α͏औΓѻ͍ͬͯͩ͘͞ɻ

Ϧーυઢ
　ブレーキͷϦーυઢΛແཧʹҾͬுͬͨΓɺӶ֯
ʹંΓͨ͛ۂΓɺϦーυઢΛͯͬ࣋ͿΒԼ͛ͨΓ͠
ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

用্ͷҙ
ຎࡲ໘

　MNB-N形ブレーキࣜס用Ͱ͢ͷͰɺຎࡲ໘ʹ
༉͕入ΔͱτϧΫ͕Լ͠·͢ɻ༉΄͜Γֻ͕͔
Δ͓ͦΕ͕͋Δ߹ɺΧόーΛ͚͍ͯͩ͘͞ɻ

อޢૉࢠ
　อޢૉࢠΛ内蔵͍ͯ͠ͳ͍電ݯஔΛ用͢Δ
߹ʹɺࢦ定ͷอޢૉࢠΛඞͣブレーキίΠϧͱฒ
ྻʹ接続͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ۭܺௐʢਤ2～3ࢀরʣ
˓MNB-N形ブレーキɺΞーϚνϡΞͱϑΟーϧ
υؒͷۭܺௐ͕Ͱ͖·͢ɻۭܺ࠶ௐ·Ͱͷ࠷େ
ۭ͓ܺΑͼ૯ࣄ量ද2Λࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˓ΞーϚνϡΞͱϑΟーϧυؒͷۭܺͷେ小ʹΑͬ
ͯɺブレーキͷղ์͕ؒ࣌変ΘΓ·͢ɻ
·ͨɺؒ࣌用ͨ͠߹ɺຎࡲ໘ͷຎʹΑۭͬͯ
͕ܺঃʑʹ૿େ͠ɺݶքۭܺΛ͑·͢ͱɺブレーキ
ͷղ์͕Ͱ͖ͳ͘ͳΓ·͢ͷͰɺ定ظతʹ点ݕͷ͏
͑ɺΧタϩά4ੇ๏ͷن定ۭܺʹௐ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˓ௐɺۭܺௐ用φοτʢ内ଆʣ3͔ॴΛ؇Ίɺ
定ੇ๏ʹͳΔΑ͏֎ଆͷφοτͰௐͷ͏ن͕ۭܺ
͑ɺ内ଆͷφοτͰ࣮֬ʹϩοΫ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ͦͷࡍɺԁप্ͷ3͔ॴͰۭܺΛଌ定͠ɺ各ଌ定
ͷ0�05͕ࠩޡNNҎ内ʹͳΔΑ͏ʹௐͯͩ͘͠͞
͍ɻ·ͨɺۭܺௐޙௐ用φοτΛ࣮֬ʹకΊ
͚͍ͯͩ͘͞ɻ

τϧΫௐʢਤ2～3ࢀরʣ
　τϧΫௐMNB-N0�2～0�8形ʹ͓͍ͯɺε
ϓϦϯάకφοτ3͔ॴɺMNB-N1�2形Ҏ্τ
ϧΫௐϘϧτ3ຊΛకΊࠐΈɺ·ͨ؇Ίͯɺί
ΠϧͶͷ圧ॖ量Λ変͑Δ͜ͱʹΑΓɺブレーキτ
ϧΫΛௐ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
　ௐޙϩοΫφοτͰݻ定͍ͯͩ͘͠͞ɻ
MNB-N0�2～80形ͷAੇ๏ͱτϧΫͷؔද7
Λࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ

खಈղ์
˓MNB-N形ブレーキखಈղ์͕可能Ͱ͢ɻ

˓ϑΟーϧυͷखಈղ์用 ʢ݀0�2～0�8形3͔ॴɺ
1�2形Ҏ্2͔ॴʣʹࢦ定ͷϘϧτΛకΊࠐΈɺ
ΞーϚνϡΞΛަޓʹঃʑʹకΊ্͍͛ͯͩ͘͞ɻ

˓ΞーϚνϡΞ͕શʹకΊ্͕ͬͨ࣌点Ͱブレー
キղ์͍ͯ͠·͢ɻͦΕҎ্ແཧʹͶ͡ࠐ·ͳ
͍Ͱ͍ͩ͘͞ɻ

電ݯஔ
˓励磁࡞ಈ形電磁ブレーキͷ電ݯͱͯ͠ɺҰൠʹ
用ͷަྲྀ100V·ͨ200Vͷ୯૬Λશྲྀ͠
ͯ用͍·͕͢ɺແ励磁࡞ಈブレーキͷ߹ɺ半
ྲྀͰ用Ͱ͖·͢ɻ

˓MNB-N形ブレーキ用電ݯஔͱͯ͠ɺ࣍ϖーδ
ͷ電ݯஔΛ用ҙ͍ͯ͠·͢ɻ用݅ʹ߹Θͤͯ
͓બͼ͍ͩ͘͞ɻ

� �ແ励磁࡞ಈ形MNB-NγϦーζ
�� ίΠϧʹ௨電͞Εͨͱ͖ʹブレーキ͕
� ղ์͢ΔͰ͢ɻ
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�電ݯஔ

MNB-NγϦーζ　ద用電ݯஔ༷ ද3

ྲྀํࣜ प
ʤ)[ʥ

� 0TP'/)25� ୯૬શ	 50�60	 100�200	 24
� 0TP'/)45� ୯૬શ	 50�60	 100�200	 24
� 0TP'/)70� ୯૬શ	 50�60	 100�200	 24
� 0P3/0P3N109'� ୯૬શ	 50�60	 100	 90
� 0P3/0P3N109A� ୯૬	 50�60	 200	 90
� 03M�0509'� ୯૬શ	 50�60	 100	 90
� 03M�0509)� ୯૬	 50�60	 200	 90

0'4N220ɺ0'4220ɺ0'4&120 શ・切ସ͑ա励磁	 50�60	 200	 180ˠ90
0)PN�18)� શೋஈ切ସ͑ա励磁 50�60 200 180ˠ24

形　　൪ ަྲྀ入力電圧
ACʤVʶ10ˋʥ

ྲྀग़力電圧
DCʤVʥ

MNB-NγϦーζอޢૉࢠʢଐʣ
DC24̫系 ද4

ҙ：༻ணස্͕هのを͑Δ߹はɺ保護素子মଛの͓ͦΕ͕͋Γ·͢のͰ͝૬ஊください。

� อޢૉࢠ� TN314V121, TN314V121, TN314V121,
� �容සʢճʗ�ҎԼʣڐ 80� 40� 20

0�2(・0�4(・0�8(� 1�2(・2�5(� 5(・10(ブレーキ
形　　൪

�MNB-NγϦーζDC72V系ͷਪ電ݯஔ
ද6

ҙ：0)PN18)ܗ電源はɺバッΫαʔδٵऩ素子をଂしてい·͢のͰɺ֎෦ճ࿏にバッΫαʔδٵऩ素子をଓしͳいͰください。
し͕ͨͬてɺ.N#�+ܗϒϨʔΩにはɺ保護素子（バッΫαʔδٵऩ素子）はଐしてい·ͤΜ。
ಉੑ電源を༻͢Δ߹はɺTNR�07471K૬の保護素子を༻してください。

ਪ電ݯஔ� 0)PN�18)

20J・40J・80Jブレーキ形൪

DC90V系

ҙ：༻ணස্͕هのを͑Δ߹はɺ保護素子মଛの͓ͦΕ͕͋Γ·͢のͰ͝૬ஊください。
ͳ͓ɺ0PRɺ0PRNɺ0'7Nɺ0'4Nɺ0'4ɺ0'4&ܗ電源を༻͢Δ߹はɺバッΫαʔδٵऩ素子を電源にଂしてい·͢のͰɺ
ϒϨʔΩにଐの保護素子を֎෦ճ࿏にଓしͳいͰください。

� อޢૉࢠ� TN314V471, TN314V471, TN314V471, TN314V471,
�容සʢճʗ�ҎԼʣڐ� 80� 40� 20� 10

� � 0�2,・0�4,・0�8,� 1�2,・2�5,� 5,・10,・20,� 40,・80,ブレーキ
形　　൪

ͳ͓ɺ保࣋電圧をՄมͰ͖Δの（0'7N��0ܗ）༻ҙしてい·͢。0TP'ܗのೖྗ電圧は"$100ʙ1�07ɺ0TP)ܗ
のೖྗ電圧は"$�00ʙ�407Ͱ͢。詳細はP85を参照してください。

ද5
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取付け面の直角度
0.1T.I.R. 以下（MNB10、20、40、80）
0.05T.I.R. 以下（MNB0.2、0.4、0.8、1.2、2.5、5）

取付板の同心度
0.3T.I.R. 以下（MNB10、20、40、80）
0.2T.I.R. 以下（MNB0.2、0.4、0.8、1.2、2.5、5）

軸の固定
軸方向の遊びをなくす

ねじ類
緩み止めの処置

空隙調整用ナット（内側）

空隙調整用ナット（外側）

トルク調整ボルト

軸方向の固定
遊びをなくす
緩み止めの処置

軸の公差： h6 または js6
（JIS B0401）

軸の公差： h6 または js6
（JIS B0401）

空隙

A

औ্͚ͷҙ

MNB-N�1�2～80形

ਤ2

MNB-NγϦーζ　Aੇ๏͓ΑͼτϧΫௐද ද7

	 2	 4	 	 12	 	 	 	 	 ʢ400ʣ	ʢ800ʣ

	 1.6	 3.2	 	 9.5	 25	 50	 100	 	 ʢ350ʣ	

	 1.2	 2.4	 	 7	 	 	 	 	 	 ʢ700ʣ

	 	 	 8	 	 20	 40	 80	 200	 ʢ300ʣ	

	 	 	 6.4	 	 15	 30	 60	 160	 	 ʢ600ʣ

	 	 	 4.8	 	 	 	 	 120	 	

形　൪ MNB-N� 0�2� 0�4� 0�8� 1�2� 2�5� 5� 10� 20� 40� 80

� �քۭܺ�ʤNNʥݶ 0.6	 0.8	 1.0	 1.2
� �定ۭܺ�ʤNNʥن 0.1〜0.35	 0.2〜0.45	 0.3〜0.55

A
ੇ
๏

5ʢ14ʣ
ʪ15�5ʫ

6ʢ16ʣ
ʪ16ʫ
7ʢ17ʣ
ʪ16�5ʫ
8ʢ18ʣ
ʨ20�5ʩ
10ʢ20ʣ
ʨ20�9ʩ
12

ʨ21�3ʩ

ʤN・Nʥ

ʤN・Nʥ

ʤN・Nʥ

ʤN・Nʥ

ʤN・Nʥ

ʤN・Nʥ

：�（　）のࣈは.N#�N40ɺ80ܗの"ੇ๏͓ΑͼτϧΫをࣔ͢。
�ʪ　ʫのࣈは.N#�N0.�ɺ0.4ܗの"ੇ๏をࣔ͢。
�ʨ　ʩのࣈは.N#�N0.8ܗの"ੇ๏をࣔ͢。

ʤNNʥ
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MNB-N�0�2～0�8形

スプリング締付ナット

空
隙

空隙調整用ナット（内側）

空隙調整用ナット（外側）
A

ਤ3
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トルク範囲：0.38〜3.8N・m小形無励磁作動ブレーキ

Ogura Negative Actuated Type Electromagnetic Brake

MCNB Molddisc series

ࣗࣾ։ൃຎ࠾ࡐࡲ用

、耐摩性に優れたࣗࣾ։い摩擦ߴ
発摩擦材の採用により、ߴトルクでण
໋。

1
ຊˍதࠃೋڅڙۃମ制

ྔ、څڙઌ、コストにԠじた生࢈体制。
さらには、ຊˍதࠃでฒߦ生࢈するこ
ともՄ。

4

ϑルモールυσΟεク࠾用

フルモールドディスクの採用により、回
転体部の低慣性モーメント化を実現。

2
ΧεタマイズରԠ

͝要にԠじて、֎径形状ʢリードઢ通
しߔՃʣおよび༷の特殊ରԠがՄ。

5

モータ・ロϘοト用

サーϘモータに適したモータ˘40〜
˘ 80用をラインφップ。また、ϩϘッ
ト用としても͝用いたͩけます。

3

ಛघੜ࢈
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.

R

1

N S 3̫ (

E

2 "C

#

&

リードઢさ300

3Ҏ্
Cɹ適用範囲

6-1332	"8(24

ɹ0
ʵ0.1

˘)

ç形　൪� MCNB 3 15 40
੩ຎࡲτϧΫ ʤN・Nʥ 0�38 1�52 3�8
ੑ　　　　׳ J 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ 0�002 0�018 0�075
�ܘ　　　　　݀ E)7 8 10 12

径

方

向

̖ 35 52 68
̗ʶ0�2 29 46 60
̘　0　ʵ0�1 35 52 68
̚ 9 12 18
̛ 3�4 3�4 4�5
̜ 7 8 8
̝ 12 19 25

軸

方

向

̡ 28�2 24�5 27�5
̢ 27�7 24 27
̣ 20�7 16 17�6
̥ʶ0�2 23�9 19�8 21�4
̦ 3�5 4 4
̧ 6 6�5 7

4ʤॳظฏۭܺۉʥ 0�06～0�13 0�07～0�15 0�08～0�15
࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ 0�15 0�3 0�6

形　൪ 定格τϧΫ
ʤN・Nʥ

ίΠϧʢ20ˆʣ ΞーϚνϡΞ
ؒ࣌Ҿٵ
ʤNTʥ

ΞーϚνϡΞ
ऍ์ؒ࣌
ʤNTʥ

容ڐ
ճస
ʤS/NJOʥ

電圧
DCʤVʥ

電ྲྀ
DCʤAʥ

߅
ʤЊʥ

容量
ʤ8ʥ

MCNB�3 0�38 24 0�25 94�4 6�1 40 10 6000
MCNB�15 1�52 24 0�30 78�9 7�3 50 20 6000
MCNB�40 3�8 24 0�35 67�8 8�5 70 20 6000

ੇ๏ද

ੑ能ද

M0D&-
MCNB
MPMEEJTD

小形ແ励磁࡞ಈブレーキ
3形ɺ15形ɺ40形

τϧΫɿ0�38～3�8N・N
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トルク範囲：0.32〜4N・m小形・ബ形無励磁作動ブレーキ

Ogura Negative Actuated Type Electromagnetic Brake

MCNB-T series

ࣗࣾ։ൃຎ࠾ࡐࡲ用

、耐摩性に優れたࣗࣾ։い摩擦ߴ
発摩擦材の採用により、ߴトルクでण
໋。

1
モータ・ロϘοト用

サーϘモータに適したモータ˘40〜
˘100用をラインφップ。また、ϩϘッ
ト用としても͝用いたͩけます。

4

ϑルモールυσΟεク࠾用

フルモールドディスクの採用により、回
転体部の低慣性モーメント化を実現。

2
ຊˍதࠃೋڅڙۃମ制

ΧεタマイズରԠ

ྔ、څڙઌ、コストにԠじた生࢈体制。
さらには、ຊˍதࠃでฒߦ生࢈するこ
ともՄ。

͝要にԠじて、֎径形状ʢリードઢ通
しߔՃʣおよび༷の特殊ରԠがՄ。

5

6
ա励磁༷

ઐ用ա励磁電0ݯC125ʢৄࡉは1112
〜 1113ʣ用により、.CN#定格励
磁༷シリーズにରしてബ形化を実現。

3

ಛघੜ࢈
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.

N S

1 2

R

"C # &

リードઢさ300

3Ҏ্
Cɹ適用範囲

6-1332	"8(24

ɹ0
ʵ0.1

E)7

3̫ (

˘)

ç形　൪� MCNB-T 3 10 30 40
੩ຎࡲτϧΫ ʤN・Nʥ 0�32 1�37 3�0 4�0
ੑ　　　　׳ J 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ 0�002 0�018 0�075 0�28
�ܘ　　　　　݀ E)7 8 10 12 12
キ ー Έ ͧ C&9ʷU ʵ ʵ ʵ 4ʷ13�5ʴ0�15　0　　

径

方

向

̖ 35 52 68 85
̗ʶ0�2 29 46 60 75
̘　0　
ʵ0�1 35 52 68 85

̚ 9 12 18 20
̛ 3�4 3�4 4�5 5�5
̜ 7 8 8 11
̝ 12 19 25 ʵ

軸

方

向

̡ 20�5 20�5 20�5 24�5
̢ 20 20 20 24
̣ 13 12 10�7 11�8
̥ʶ0�2 16�5 15�8 14�5 16�3
̦ 3�5 4 4 7�5
̧ 6 6�5 7 7

4ʤॳظฏۭܺۉʥ 0�06～0�13 0�07～0�15 0�08～0�15 0�1～0�25
࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ 0�1 0�25 0�45 0�65

形　൪
MCNB-T

定格τϧΫ
ʤN・Nʥ

ίΠϧʢ20ˆʣ ΞーϚνϡΞ
ؒ࣌Ҿٵ
ʤNTʥ

ΞーϚνϡΞ
ऍ์ؒ࣌
ʤNTʥ

容ڐ
ճస
ʤS/NJOʥ

電圧˞

DCʤVʥ
電ྲྀ˞

DCʤAʥ
߅
ʤЊʥ

容量˞

ʤ8ʥ
3 0�32 24/12 0�54/0�27 44�2 13�0/3�3 15 30ʢ電0ݯCP用࣌ʣ 6000
10 1�37 24/12 0�67/0�33 36�0 16�0/4�0 25 50ʢ電0ݯCP用࣌ʣ 6000
30 3 24/12 0�75/0�38 32�0 18�0/4�5 30 60ʢ電0ݯCP用࣌ʣ 6000
40 4 24/12 0�81/0�41 29�6 19�5/4�9 50 70ʢ電0ݯCP用࣌ʣ 6000

ੇ๏ද

ੑ能ද

-

.

N S

E

3̫ (

30

C

U1

R

2 "C # &
リードઢさ300

3Ҏ্
Cɹ適用範囲

6-1332	"8(24

ɹ0
ʵ0.1

M0D&-

MCNB-T 小形・ബ形ແ励磁࡞ಈブレーキ
3形ɺ10形ɺ30形ɺ40形

τϧΫɿ0�32～4N・N
ʪMCNBç40TʫʪMCNBç3Tɺ10Tɺ30Tʫ

※աྭ࣓࣌�ऑྭ （࣓保࣋）࣌のࡌهͱͳΓ·͢。ਪ電源0$P�5についてはP11�を͝参照ください。
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トルク範囲：16〜50N・mബ形無励磁作動ブレーキ

ࣗࣾ։ൃຎ࠾ࡐࡲ用

、耐摩性に優れたࣗࣾ։い摩擦ߴ
発摩擦材の採用により、ߴトルクでण
໋。

1
ຊˍதࠃೋڅڙۃମ制

ྔ、څڙઌ、コストにԠじた生࢈体制。
さらには、ຊˍதࠃでฒߦ生࢈するこ
ともՄ。

4

ബ形σΟεク࠾用

RN#�5 シリーズのブレーキディスクは
ബ形着タイプです。

2
ΧεタマイズରԠ

͝要にԠじて、֎径形状ʢリードઢ通
しߔՃʣおよび༷の特殊ରԠがՄ。

5

モータ・ロϘοト用

サーϘモータに適したモータ˘ 130
と˘180用をラインφップ。
また、ϩϘット用としても͝用いたͩ
けます。

3

Ogura Negative Actuated Type Electromagnetic BrakeRNB-Tseries
ಛघੜ࢈
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形　൪ 定格τϧΫ
ʤN・Nʥ

ίΠϧʢ20ˆʣ ΞーϚνϡΞ
ؒ࣌Ҿٵ
ʤNTʥ

ΞーϚνϡΞ
ऍ์ؒ࣌
ʤNTʥ

容ڐ
ճస
ʤS/NJOʥ

電圧
DCʤVʥ

電ྲྀ
DCʤAʥ

߅
ʤЊʥ

容量
ʤ8ʥ

3NB1�6� ̜
̠ 16 24

90
0�90
0�24

26�8
376�7

21�5
21�5 70 25 4000

3NB2�2� ̜
̠ 22 24

90
0�90
0�24

26�8
376�7

21�5
21�5 120 25 4000

3NB3�8� ̜
̠ 38 24

90
1�29
0�34

18�6
261�3

31
31 90 25 3000

3NB5� ̜
̠ 50 24

90
1�29
0�34

18�6
261�3

31
31 120 45 3000

ੑ能ද

ç形　൪� 3NB-T 1�6( 1�6, 2�2( 2�2, 3�8( 3�8, 5( 5,
定ç格ç電ç圧çDCʤVʥ 24 90 24 90 24 90 24 90

੩ຎࡲτϧΫ ʤN・Nʥ 16 22 38 50
ੑ　　　　׳ J 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ 1�35 2�02 6�43 8�83
�ܘ　　　　　݀ E)7 19 19 24 24
キ ー Έ ͧ C&9ʷUʴ0�2　0 5ʷ21 5ʷ21 7ʷ27 7ʷ27

径

方

向

̖ 123�5 123�5 167�5 167�5
̗ 115 115 158 158
��̘I9 123�5 123�5 167�5 167�5
D 4 4 3 5
& 40 40 49 49
' 4�5 4�5 5�5 5�5
( 9�5 9�5 11 11

軸

方

向

M 24�3 33�3 25 31
N 13�2 18�7 10�7 14
P 9 11�5 5�5 6
2 13 18 18 23
3 8�4 9�7 6�7 10

4ʤॳظฏۭܺۉʥ 0�1～0�25 0�1～0�25 0�1～0�25 0�1～0�25
࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ 1�6 2�5 3�2 4

ੇ๏ද

M0D&-

3NB-T ബ形ແ励磁࡞ಈブレーキ
1�6形ɺ2�2形ɺ3�8形ɺ5形

τϧΫɿ16～50N・N
.
N S

1 2

R

3̫ (

E

C

U

10

"C
# &

リードઢさ300
6-3398	"8(20
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トルク範囲ʢߟࢀʣ：1〜8N・m無励磁作動ブレーキ
Ogura Negative Actuated Type Electromagnetic Brake

保持・非常停止用の୯໘タイプ

摩擦໘が୯໘であるたΊ、ブレーキ解放
時に非৮となり૽音がな͘、ドラάト
ルクもありまͤΜ。

1
Ԡ性ൈ܈の
εプϦンάクローズタイプ

トルクの立্ͪがりがૣ͘、安શブレー
キとして最適です。

4

ബ形・ίンύクト

SN#�N�RN#�N形と同じ͘ബ形設計。サ
ーϘモータ֤種機ց・ஔのコンύク
ト化を図ることができます。

2
γンプルͳߏでऔ͚༰қ

構部がগな͘、シンプルな構造であ
るたΊ、取付けが༰қで取付けํも選
びまͤΜ。

5

インφυϥイό設計ࣗࡏ

トルクは1〜8N・m。インφドライバは
付設しておりまͤΜので、取付けに合わ
ͤてお٬༷がࣗࡏに設計・࡞できます。

3

ಛघੜ࢈

ʪಛघੜ࢈ʫ
'N#�N形ブレーキは要༷ٻに合わͤて設計します
ので、͝ จにࡍしては、最دりӦ業ॴʢ1126ࢀরʣ
までおい合わͤͩ͘さい。

FNB-Nseries
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࡞ͱಈߏ
フィールドにはカラーがϘルトでݻ定されて

います。
カラーによって支持されたアーマチュアには

ブレーキディスクが着されており、࣠ํのΈ
にҠ動できます。
アーマチュアがコイルばねの力を受けると、

ブレーキディスクは૬ख࣠にݻ定されたインφド
ライバに圧着され、トルクが発生する構造になっ
ています。

コイルに通電すると、フィールドとアーマチ
ュアؒに磁ଋが生じ、アーマチュアはフィールド
に吸引され、ブレーキは解放します。
励磁を切ると、アーマチュアはコイルばねの

力でブレーキディスクをインφドライバに圧着
し、急速にブレーキが掛かります。

'NB-N形　ແ励磁࡞ಈブレーキ

アーマチュア

カラー

ブレーキディスク

インφドライバ

フィールド

コイルばね

コイル

˙ΠϯφυϥΠバはଐして͓Γ·ͤΜ。͝ཁにΑΓಛघ࡞いͨし·͢。�

形式表示

FNB 0.2 G-N
形ࣜه߸ 電圧ه߸

	 ● '/#�/ɿແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩʤ保࣋・ඇৗఀࢭ༻ʥ

	 	 τϧΫαΠζ

(ɿ%$��7
,ɿ%$��7
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L

N S

C（
イ
ン
ロ
ー
深
さ
D
）

B E
3－
F

R リード線長さ300

M

J A

3－G

30°

M0D&-

'NB-N ແ励磁࡞ಈブレーキʦอ࣋用ʧ
0�1形ɺ0�2形ɺ0�4形ɺ0�8形ʢߟࢀʣ

τϧΫɿ1～8N・N

�形　൪� 'NB-N
定格電圧　DCʤVʥ

� ઃܭτϧΫ� ʤN・Nʥ
�ΠϯφυϥΠόԡ力� ʤNʥ

� A
� B

C�I9
� D
� &
� '
� (
� J
� -
� M
� N
� 3
� 4

� ࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ

径

方

向

軸

方

向

� 0�1(� 0�1,� 0�2(� 0�2,� 0�4(� 0�4,� 0�8(� 0�8,
� ʢಛघੜ࢈ʣ� ʢಛघੜ࢈ʣ� ʢಛघੜ࢈ʣ� ʢಛघੜ࢈ʣ
� 24� 90� 24� 90� 24� 90� 24� 90

1
110

	 77
	 68
	 77
	 3
	 20
	 4	.5
	 10
	 58
	 23
	 19	.7
	 15
	 7
0.15〜0.25

0.5

2
200

	 85
	 74
	 85
	 4
	 20
	 5	.5
	 11
	 62
	 24	.5
	 21	.2
	 16
	 7	.5
0.15〜0.25
0.65

4
350

	 97
	 85
	 97
	 4
	 25
	 5	.5
	 11
	 72
	 26	.5
	 22
	 17
	 8	.5
0.15〜0.25

0.9

8
550

	 117
	 108
	 117
	 4
	 40
	 5	.5
	 11
	 93
	 30	.5
	 25	.5
	 19	.5
	 8	.5
0.15〜0.25

1.4

使用上の注意
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使用上の注意

性　能
⨎ੑ能ද
ಈ࡞ಛੑ

ද1

'NB-N形ʦอ࣋用ʧ0�1形ɺ0�2形ɺ0�4形ɺ0�8形ʢߟࢀʣ

(
,
(
,
(

� ,
� (

,�

形　൪
'NB-N

ઃܭτϧΫ
ʤN・Nʥ 電圧

DCʤVʥ
電ྲྀ
DCʤAʥ

߅
ʤЊʥ

容量
ʤ8ʥ

ΞーϚνϡΞ
ؒ࣌Ҿٵ
ʤNTʥ

ΞーϚνϡΞ
ऍ์ؒ࣌
ʤNTʥ

容ڐ
ճస
ʤS/NJOʥ

ίΠϧʢ20ˆʣ

� 　　0�1

� 　　0�2

� 　　0�4

� 　　0�8

1

2

4

8

	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90
	 24
	 90

	 0.41
	 0.11
	 0.54
	 0.14
	 0.63
	 0.17
	 0.76
	 0.20

	 59
	 815
	 45
	 630
	 38
	 540
	 32
	 445

	 10
	 10
	 13
	 13
	 15
	 15
	 18
	 18

	 35

	 45

	 55

	 70

	 12

	 12

	 15

	 25

	 5000

	 4000

	 4000

	 3500

औѻ্͍ͷҙ
ブレーキຊ体

電磁ブレーキʹೈ࣭ͷࡐྉΛଟ͘用͍ͯ͠·
͢ɻୟ͍ͨΓɺམͱͨ͠Γɺ·ͨແཧͳ力ΛՃ͑
·͢ͱɺଧͪই変形Λੜ͡·͢ͷͰɺऔѻ͍ʹ͝
ҙ͍ͩ͘͞ɻ

ຎࡲ໘
૩ঢ়ଶͰס໘ΛࡲͷブレーキͰ͢ͷͰɺຎࣜס
用͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻຎࡲ໘ʹਫ༉͕ண͠ͳ
͍Α͏औΓѻ͍ͬͯͩ͘͞ɻ

Ϧーυઢ
　ブレーキͷϦーυઢΛແཧʹҾͬுͬͨΓɺӶ֯
ʹંΓͨ͛ۂΓɺϦーυઢΛͯͬ࣋ͿΒԼ͛ͨΓ͠
ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

用্ͷҙ
ຎࡲ໘

　'NB-N形ブレーキࣜס用Ͱ͢ͷͰɺຎࡲ໘ʹ༉
͕入ΔͱτϧΫ͕Լ͠·͢ɻ༉΄͜Γֻ͕͔Δ
͓ͦΕ͕͋Δ߹ɺΧόーΛ͚͍ͯͩ͘͞ɻ

อޢૉࢠ
　อޢૉࢠΛ内蔵͍ͯ͠ͳ͍電ݯஔΛ用͢Δ
߹ʹɺਪͷอޢૉࢠʢP80ɺ81ࢀরʣΛඞͣ
ブレーキίΠϧͱฒྻʹ接続͍ͯͩ͘͠͞ɻ

電ݯஔ
˓励磁࡞ಈ形電磁ブレーキͷ電ݯͱͯ͠ɺҰൠʹ
用ͷަྲྀ100V·ͨ200Vͷ୯૬Λશྲྀ͠
ͯ用͍·͕͢ɺແ励磁࡞ಈブレーキͷ߹ɺ半
ྲྀͰ用Ͱ͖·͢ɻ

˓'NB-N形ブレーキ用電ݯஔͱͯ͠ɺ࣍ϖーδͷ
電ݯஔΛ用ҙ͍ͯ͠·͢ɻ用݅ʹ߹Θ͓ͤͯ
બͼ͍ͩ͘͞ɻ

� �ແ励磁࡞ಈ形'NB-NγϦーζ
�� ίΠϧʹ௨電͞Εͨͱ͖ʹブレーキ͕
� ղ์͢ΔͰ͢ɻ

� �ແ励磁࡞ಈ形'NB-NγϦーζอ࣋・
ඇৗఀࢭ用Ͱ͢ͷͰɺ੍ಈ用ͱͯ͠
用Ͱ͖·ͤΜɻ
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フィールド取付け面の直角度
0.05T.I.R.以下

軸の固定
軸方向の遊びをなくす

フィールド内径とシャフト（カラー）間の
隙間2.5mm以上、またはカラーを
非磁性材使用

摩擦面の直角度0.05T.I.R.以下
摩擦面は研磨仕上げ、摩擦面の面粗度 ： 6S以下

ねじ類
緩み止めの処置

インロー部と軸の同心度
0.2T.I.R.以下

空隙0.15～0.25

インナドライバ（※注）

軸方向の固定（軸方向の遊びをなくす）
ブレーキON時に、軸にスラスト荷重が掛かる

穴と軸の公差 ： H7とh6またはjs6
（JIS B0401）

材質 ： S45C（推奨）

औ্͚ͷҙ

'NB-NγϦーζ

ਤ1

�電ݯஔ

'NB-NγϦーζ　ద用電ݯஔ༷ ද2

ྲྀํࣜ प
ʤ)[ʥ

� 0TP'/)25� ୯૬શ	 50�60	 100�200	 24
� 0P3/0P3N109'� ୯૬શ	 50�60	 100	 90
� 0P3/0P3N109A� ୯૬	 50�60	 200	 90
� 03M�0509'� ୯૬શ	 50�60	 100	 90
� 03M�0509)� ୯૬	 50�60	 200	 90
0'4N/0'4220ɺ0'4&120 શ・切ସ͑ա励磁	 50�60	 200	 180ˠ 90

形　　൪ ަྲྀ入力電圧
ACʤVʶ10ˋʥ

ྲྀग़力電圧
DCʤVʥ

ͳ͓ɺ保࣋電圧をՄมͰ͖Δの（0'7N��0ܗ）༻ҙしてい·͢。0TP'ܗのೖྗ電圧は"$100ʙ1�07ɺ0TP)ܗ
のೖྗ電圧は"$�00ʙ�407Ͱ͢。詳細はP85を参照してください。

※：ΠϯφυϥΠバはଐしてい·ͤΜ。
　　　͝ཁにΑΓಛघ࡞いͨし·͢。�
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トルク範囲ʢߟࢀʣ：12〜250N・mύーマωントマάωοトタイプ�無励磁作動ブレーキ
Ogura Negative Actuated Type Electromagnetic BrakePNBseries

制動・保持用݉用タイプ

制動と保持݉用であるたΊ、用用途の
制ݶを受けず、༰қに最適モデルを選定
できます。
ʢ初期トルクは定格トルクの70％ʣ

1
Ϊϟοプのௐ
メンςφンεϑϦー
ΦートΪϟップஔの採用により、摩擦໘の摩によるブ
レーキϘディとアーマチュアのΪϟップは常に一定に保た
れるので、࡞動時ؒは安定し摩ݶ界までメンςφンスフ
リーで用できます。(1N#	5"、13"、25"形ʣ

4

Ԡ性ߴ

ύーマωントマάωットでアーマチュア
を吸引して制動しますので、Ԡ性がૣ
。動が確実です࡞͘

2
൘Ͷタイプ
όοクϥογϡθロ
アーマチュアは൘ばねۦ動ํࣜであるた
Ί、回転ํのバックラッシュがな͘、
回転தの૽音がありまͤΜ。
ʢ1N#�#形ʣ

5

͕େ͖͍ࣄ༰ڐ

熱放ࢄ力がେき͘、ߴසの用途に適
しています。

3

ಛघੜ࢈

ʪಛघੜ࢈ʫ
1N#形ブレーキは要༷ٻに合わͤて設計します
ので、͝ จにࡍしては、最دりӦ業ॴʢ1126ࢀরʣ
までおい合わͤͩ͘さい。
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࡞ͱಈߏ
コイルとύーマωントマάωットを組ΈࠐΜ

ͩフィールドʢݻ定部ʣとアーマチュアハブ組立
ʢ回転部ʣから構されています。
ύーマωントマάωットによる磁ଋをଧͪফ

すよ͏にコイルに通電すると、フィールドの吸引

力がফ໓し、アーマチュアは൘ばねの力により
フィールドから切りされ、ブレーキは解放しま
す。励磁電圧を切ると、ύーマωントマάωット
の磁ଋにより、アーマチュアがフィールドに吸引
され、急速にブレーキが掛かります。

PNB形　ແ励磁࡞ಈブレーキ

൘ばね

アーマチュア

アーマチュアハブ

フィールド

フΣーシンά

コイル

ύーマωントマάωット

形式表示

PNB 5 A
形ࣜه߸ ΞーϚνϡΞํࣜ

	 ● 1/#	�	ύʔϚωϯτϚグωッτタΠϓແྭ࣓࡞ಈϒϨʔΩ

	 	 τϧΫαΠζ

"ɿΦʔτΪϟッϓࣜ
#ɿ൘ねۦಈࣜ
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リード線長さ500
リード線色
アース極：青、プラス極：白

□E

4-H

F

G

D C

M N

L
R S

Q

B A

J

t

d

2－K

b

M0D&-

PNB
ύーϚωϯτϚάωοτタΠϓ

ແ励磁࡞ಈブレーキ
1�2形ɺ2�5形ʢߟࢀʣ

τϧΫɿ12～25N・N

�形　൪� PNB
� ੩ຎࡲτϧΫ� ʤN・Nʥ
� �ੑ　　　　׳ J 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ
� �ܘ　　　　　　　݀ E)7

キ ー Έ ͧ
� CJT9
� U�0�1

� A
� B
� C

D�)8
� &

'�I8
� (
� )
� J
� ,
� -
� M
� N
� 2
� 3
� 4

� ࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ

径

方

向

軸

方

向

1�2B� 2�5B
� ʢಛघੜ࢈ʣ� ʢಛघੜ࢈ʣ

12
2.6
15
5
17.3
86
72
40
46
85
115
100
4	.5
38	.5
.5
47
27
20
2
36	.5
0	.3
1.6

25
9.0
20
6
22.8
110
93
38
54
103
135
120
4	.5
46	.5
.5
57	.8
32	.8
25
2	.4
44	.5
0	.4
3.0

0

ଐ：γϜɺ保護素子

58



リード線長さ500
リード線色
アース極：青プラス極：白

D C
b

t

G

□E

d

F

4-H

M N

L
R
Q S

2-K

J B A D C

M N

L
R
Q S

2-K

J B A

（図1） （図2）

M0D&-

PNB 5形ʢߟࢀʣ

τϧΫɿ50N・N

ଐ：γϜɺ保護素子（γϜは#ํࣜのΈଐ）

�形　൪� PNB

� ੩ຎࡲτϧΫ� ʤN・Nʥ
� �ੑ　　　　׳ J 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ
� �ܘ　　　　　　　݀ E)7

キ ー Έ ͧ
� CJT9
� U�0�2

� A
� B
� C

D�)8
� &

'�I8
� (
� )
� J
� ,
� -
� M
� N
� 2
� 3
� 4

� ࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ

径

方

向

軸

方

向

� ΦーτΪϟοϓࣜʢਤ1ʣ� ൘Ͷۦಈࣜʢਤ2ʣ

2.6

79	.2

50

79	.4
50	.4
29

9.0

112

56

63
33
30

50

25
8
28.3
136

58
73
133
170
150
6	.5

2	.4
46	.9
0	.5
5.5

0

.6

5A� 5B
� ʢಛघੜ࢈ʣ� ʢಛघੜ࢈ʣ

ύーϚωϯτϚάωοτタΠϓ
ແ励磁࡞ಈブレーキ
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リード線長さ500
リード線色
アース極：青　プラス極：白

t

d
G

8-H

F E D C

L
Q R S 2-K

M N J B A F E D C

L
Q R S 2-K

M N J B A

（図1） （図2）

b

M0D&-

PNB 13形ɺ25形ʢߟࢀʣ

τϧΫɿ130～250N・N

ଐ：γϜɺ保護素子（γϜは#ํࣜのΈଐ）

�形　൪� PNB

� ੩ຎࡲτϧΫ� ʤN・Nʥ
� �ੑ　　　　׳ J 1̫0ʵ4ʤLH・N2ʥ
� �ܘ　　　　　　　݀ E)7

キ ー Έ ͧ
� C&9
� U�0�15

� A
� B
� C
� D

&�I8
� '
� (
� )
� J
� ,
� -
� M
� N
� 2
� 3
� 4

� ࣭　　　　　　　　量� ʤLHʥ

径

方

向

軸

方

向

� ΦーτΪϟοϓࣜʢਤ1ʣ� ൘Ͷۦಈࣜʢਤ2ʣ

� ʢಛघੜ࢈ʣ� ʢಛघੜ࢈ʣ
� 13A� 25A� 13B� 25B

130
250
40
10
43.5

	 220
	 116
	 58
	 65
	 120
	 220
	 175

.8
	 80

.8
	 93	.7
	 29
	 64	.7
	 3
	 54	.2
	 0	.7

16.5

130
190
40
10
43.5

	 220
	 137
	 58
	 65
	 120
	 220
	 175

.8
	 80

.8
	 88
	 29
	 59
	 3
	 54	.2
	 0	.6

16.5

250
580
50
12
53.5

	 260
	 140	.3
	 85
	 100
	 180
	 260
	 220

.8
	 110

.10
	 105
	 36
	 69
	 3
	 60
	 0	.7

25.5

250
510
50
12
53.5

	 261
	 175
	 85
	 100
	 180
	 260
	 220

.8
	 110

.10
	 95
	 36
	 59
	 3
	 60
	 0	.6

25

0

ύーϚωϯτϚάωοτタΠϓ
ແ励磁࡞ಈブレーキ
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性　能
⨎ੑ能ද
ಈ࡞ಛੑ

ද1

PNB形 1�2形ɺ2�5形ɺ5形ɺ13形ɺ25形ʢߟࢀʣ

形　൪ 定格τϧΫ
ʤN・Nʥ 電圧

DCʤVʥ
電ྲྀ
DCʤAʥ

߅
ʤЊʥ

容量
ʤ8ʥ

ΞーϚνϡΞ
ؒ࣌Ҿٵ
ʤ4ʥ

ΞーϚνϡΞ
ऍ์ؒ࣌
ʤ4ʥ

容ڐ
ճస
ʤS/NJOʥ

ίΠϧʢ20ˆʣ

� PNB�1�2B
� PNB�2�5B
� PNB�5A
� PNB�13A
� PNB�25A
� PNB�5B
� PNB�13B
� PNB�25B

	 12
	 25
	 50
	 130
	 250
	 50
	 130
	 250

	 24
	 24
	 24
	 24
	 24
	 24
	 24
	 24

	 0.67
	 1.25
	 1.45
	 2.82
	 3.93
	 1.45
	 2.82
	 3.93

	 36
	 19	.2
	 16	.5
	 8	.5
	 6	.1
	 16	.5
	 8	.5
	 6	.1

	 16
	 30
	 35
	 68
	 95
	 35
	 68
	 95

	 0.005
	 0.010
	 0.010
	 0.020
	 0.030
	 0.010
	 0.020
	 0.030

	 0.080
	 0.090
	 0.100
	 0.150
	 0.200
	 0.100
	 0.150
	 0.200

	 5000
	 4500
	 4000
	 2600
	 2400
	 4000
	 3000
	 3000

量ࣄ
PNB形 1�2形ɺ2�5形ɺ5形ɺ13形ɺ25形ʢߟࢀʣ

PNB�1�2B 0.60	 6.6ʷ107 25ʷ107

PNB�2�5B 0.60	 13ʷ107 49ʷ107

PNB�5A ʵ	 ʵ	 56ʷ107

PNB�13A ʵ	 ʵ	 160ʷ107

PNB�25A ʵ	 ʵ	 230ʷ107

� PNB�5B 0.80	 13ʷ107 33ʷ107

� PNB�13B 1.00	 14ʷ107 56ʷ107

� PNB�25B 1.00	 23ʷ107 92ʷ107

形　൪
ௐ·Ͱͷ૯ࣄ量

ʤJʥ
量ࣄք·Ͱͷ૯ݶ用

ʤJʥ
ௐ·Ͱͷ࠷େۭܺ

ʤNNʥ

ද2
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使用上の注意

1000
[N・m]

100

10

1
0 1000 2000 3000 4000 5000

[r/min]

動
摩
擦
ト
ル
ク

相対回転数

25形

13形

5形

2.5形

1.2形

摩擦形ブレーキのトルクには、摩擦໘が૬ର的
に静止した状ଶで発生する静摩擦トルクと、摩擦໘
がスリップ状ଶで発生する動摩擦トルクがありま
す。ࣜס摩擦形の動摩擦トルクは、図1にࣔすよ͏

に、スリップ速がେき͘なるとともに減গしま
す。したがって、制動時には静摩擦トルクではな͘、
動摩擦トルクで͑ߟるඞ要があります。

⨐τϧΫݮ

ਤ1
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使用上の注意
औѻ্͍ͷҙ
ブレーキຊ体

　PNB形ブレーキʹೈ࣭ͷࡐྉΛଟ͘用͍ͯ͠·͢ɻ
ୟ͍ͨΓɺམͱͨ͠Γɺ·ͨແཧͳ力ΛՃ͑·͢ͱɺଧ
ͪই変形Λੜ͡·͢ͷͰɺऔѻ͍ʹ͝ҙ͍ͩ͘͞ɻ

ຎࡲ໘
用͢Δඞཁ͕૩ঢ়ଶͰס໘ΛࡲͷブレーキͰ͢ͷͰɺຎࣜס

͋Γ·͢ɻຎࡲ໘ʹਫ༉͕ண͠ͳ͍Α͏औΓѻ͍ͬͯͩ͘͞ɻ

ϑΟーϧυ
PNB形ブレーキͷϑΟーϧυʹɺڧ力ͳϚάωοτ

Λ内蔵͍ͯ͠·͢ɻమ・ค・機ցͷϑレーϜɺγϟー
γͳͲ・మͰͰ͖ͨ෦ࡐ・機ցͷͦʹ͚ۙͮͳ͍Α͏ʹ
͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ΞーϚνϡΞ
ϑΟーϧυʹΞーϚνϡΞΛ͓͘ͱ͖ɺຎࡲ໘ʹඞ

ͣ̍NNҐͷްΈͷࢴ・ϓϥενοΫͳͲΛڬΜͰͩ͘͞
͍ɻҰ୴ٵண͢ΔͱɺίΠϧʹ௨電͠ͳ͍ݶΓऔΕͳ͘ͳ
Γ·͢ɻ

Ϧーυઢ
ブレーキͷϦーυઢΛແཧʹҾͬுͬͨΓɺӶ֯ʹં

Γͨ͛ۂΓɺϦーυઢΛͯͬ࣋ͿΒԼ͛ͨΓ͠ͳ͍Α͏ʹ
͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ΞーϚνϡΞϋブʢΦーτΪϟοϓஔʣ
　ΞーϚνϡΞϋブཱʹɺΦーτΪϟοϓஔ͕Έ
Ε͍ͯ·͢ɻΞーϚνϡΞΛΞーϚνϡΞϋブ͔Βൈ·ࠐ
͔ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻΦーτΪϟοϓஔ෦ʹઈ対
ʹ༉͕ண͠ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ·ͨɺৼಈ・িܸΛ
༩͑ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻʢPNB-A形ʣ

用্ͷҙ
ຎࡲ໘

PNB形ブレーキࣜס用Ͱ͢ͷͰɺຎࡲ໘ʹ༉͕入Δ
ͱτϧΫ͕Լ͠·͢ɻ༉΄͜Γֻ͕͔Δ͓ͦΕ͕͋Δ
߹ɺΧόーΛ͚͍ͯͩ͘͞ɻ

電圧څڙ
PNB形ブレーキɺ励磁電圧ʹΑͬͯಈ͕ؒ࣌࡞変ಈ

͠·͢ͷͰɺن定ͷ電圧Λ͍ͩͯ͘͞͠څڙɻ
ͳ͓ɺ電ݯ電圧͕ن定ͱ͓ΓͰ͋ͬͯઢͷҾճ͕͠

͍߹ɺઢ࿏߅ʹΑΓ電圧͕߱Լ͠·͢ͷͰɺ電圧ͷ
֬ೝ௨電࣌ʹϦーυઢͷࢠ෦Ͱ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ

อޢૉࢠ
ྲྀଆͰεΠονΛͬͨͱ͖ɺىٯ電圧ʢόοΫα

ーδʣΛൃੜ͠·͢ͷͰɺͦͷ··用͢ΔͱɺίΠϧͷ
ઈԑྼԽεΠον接点ͷྼԽ・মଛΛੜ͡ɺ͞Βʹप
ล機ثʹѱӨڹΛ༩͑Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻଐͷอޢૉࢠ
ΛίΠϧͱฒྻʹ接続͠ɺ์電ճ࿏Λߏ͢Δ͜ͱ͕ඞཁ
Ͱ͢ɻ

ಈ࡞ಛੑ
PNB形ブレーキɺਤ2ͷΑ͏ͳಈ࡞ಛੑΛࣔ͠·͢ɻ

��定格電圧ʢDC24VʣΛத৺ͱ͢Δ	C
͕ɺղ์電圧
ͷൣғͰ͢ɻ

��ҹՃ電圧͕͍	B
Ͱɺブレーキղ์͠·ͤΜɻ
��ҹՃ電圧͕ߴ過͗Δ	D
ͰɺブレーキΛղ์ͨ͠ޙɺ
ΞーϚνϡΞΛٵ࠶Ҿͯ͠ブレーキֻ͕͔Γ·͢ɻ


E	ͷ電圧ΛҹՃ͢Δੑۃٯ��ͰɺϚάωοτͷٵҾ
力ʹ電磁ίΠϧͷٵҾ力͕ϓϥεͯ͠ɺ੍ಈ力Λ૿େ
͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

無励磁
(d)

強制制動

吸引
(a)

解放
(b)

再吸引
(c)

（－E） 0 24V 電圧（＋E）

ਤ2

63



リード線色　マイナス：青色　プラス：白色

空隙 S

軸方向の固定
遊びをなくす

軸の公差：h6 または js6
(JIS B 0401)

フィールド取付け面の直角度
0.1T.I.R.以下

インロー部の同心度
0.2T.I.R.以下

フィールド内径と軸（カラー）間の
隙間 6mm以上

औ্ͷҙ

PNBγϦーζ

ਤ3

�อޢૉࢠ

� อޢૉࢠ� 5NR14V121,	 5NR14V121, 5NR20V121,	 5NR20V121,
� �容සʢճʗʣڐ 80	 40	 40	 20

� � 1�2B� 2�5B・5A・5B� 13A・13B� 25A・25B形　　൪

PNBγϦーζอޢૉࢠʢଐʣ ද4

ҙ：༻ணස্͕هのを͑Δ߹はɺ保護素子মଛの͓ͦΕ͕͋Γ·͢のͰ͝૬ஊください。

0TP'ܗのೖྗ電圧は"$100ʙ1�07ɺ0TP)ܗのೖྗ電圧は"$�00ʙ�407Ͱ͢。詳細はP85を参照してください。

�電ݯஔ

� � 電ݯ形൪� ྲྀํࣜ

� 1�2B� 0TP'/)25� ୯૬શ� 50/60� 100/200� 24
� 2�5B� 0TP'/)45� ୯૬શ� 50/60� 100/200� 24
� 5A・5B� 0TP'/)70� ୯૬શ� 50/60� 100/200� 24
13A・25A・13B・25B 0TP'/)130� ୯૬શ� 50/60� 100/200� 24

形　　൪ प
ʤ)[ʥ

ަྲྀ入力電圧
ACʤVʶ10ˋʥ

ྲྀग़力電圧
DCʤVʥ

PNBγϦーζ　ద用電ݯஔ༷ ද3
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無励磁作動クϥον
Ogura Negative Actuated Type Electromagnetic ClutchSMCseries

小形ɺߴトルク

トルク立্ͪがり特性が優れています。
ʢ初期トルクは定格トルクの70％ʣ

1
Ԡ性͕ૣ͍

ແ励磁࡞動ํࣜとڧ力な電磁コイルによ
り、吸引およびऍ放特性に優れています。

2
長寿命
摩率の小さい摩擦材を用し、かͭ摩
ௐ機構が付いていますので、期に
わたって用Մです。

3
͍ڧʹࡺ

ディスクはࡺରࡦをしていますので、
。用Մですでもڥ࣪ߴ

4

　4MC形ࣜסແ励磁࡞ಈΫϥονɺ௨ৗίΠϧͶͷͶ力ʹΑΓɺσΟεΫΛ圧ணͯ͠τ
ϧΫୡΛ͍ߦɺίΠϧʹ௨電͢Δ͜ͱʹΑͬͯɺΫϥονΛղ์͢Δແ励磁࡞ಈ形ͷΫϥο
νͰ͢ɻ͕ͨͬͯ͠ɺ用్ͱͯ͠ɺΫϥονͷ࿈݁ঢ়ଶ͕͘ɺكʹΫϥονΛղ์͢ΔΑ͏
ͳతͷ߹ʹɺলΤωʹͳΓ࠷దͰ͢ɻ
　小形ɺߴτϧΫͰ͋Γɺ੩ຎࡲτϧΫͰ12～1300N・N·Ͱ࡞可能Ͱ͢ɻ

　4MC形Ϋϥονཁ༷ٻʹ߹Θͤͯઃ͠ܭ·͢ͷ
Ͱɺ͝จʹͯ͠ࡍɺد࠷ΓӦۀॴʢP126ࢀরʣ·Ͱ
͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

用্ͷҙ
　電磁ίΠϧɺ࿈続定格Ͱͳؒ࣌͘定格ʹͳͬͯ
͍·͢ͷͰɺؒ࣌ΫϥονΛղ ʢ์௨電ʣ͢ Δ߹ɺ
専用ͷ過励磁電͕ݯඞཁͰ͢ɻ
　0'VN形ɺ0'4N形ɺ0'4形ɺ0'4&形ɺ0)PN
形各種過励磁電ݯͷ用Λ͝ݕ౼͍ͩ͘͞ɻ

ಛघੜ࢈

ಛघੜ࢈
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࡞ͱಈߏ
コイルを内蔵したフィールドʢ静止部ʣはۄ

࣠受で支持されています。
ϩータʢ回転部ʣと一体になったアタドラ

イバにはアーマチュア、アタディスクがラά嵌
合され、インφディスクをަޓにೖれたޙにௐ
φットがωδ݁合されています。
ௐφットはϩータに内蔵されたコイルばね

の力を受けています。
また、インφドライバはインφディスクとス

プライン嵌合しています。

コイルばねの力はアーマチュアを介してア
タディスク、インφディスクにわり圧着され、
トルクを発生する構造になっております。
コイルに通電すると、フィールド、ϩータお

よびアーマチュアؒに磁ଋが生じ、アーマチュア
はϩータに吸引され、クラッチは解放します。
励磁を切ると、アーマチュアはコイルばねの

力でϩータから切りされ、アタディスク、イ
ンφディスクは圧着されるので、クラッチは急速
に࿈݁します。

形式表示

SMC 1.2
形ࣜه߸ τϧΫαΠζ

	 ● 4.$	 �	ແྭ࣓࡞ಈクラッチ

4MC形　ແ励磁࡞ಈΫϥον

ϩータ

アタドライバ

インφディスク

ௐφット

インφドライバ

క݁Ϙルト

フィールド

క݁Ϙルト

コイル

アタディスク

コイルばね

アーマチュア

受࣠ۄ
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全　　長

外
　
　
径

軸
穴
径

M0D&-

4MC ແ励磁࡞ಈΫϥον
1�2形ɺ2�5形ɺ5形ɺ10形ɺ20形ɺ40形ɺ60形ɺ85形ɺ100形ɺ130形ʢߟࢀʣ

τϧΫɿ12～1300N・N

�形　൪� 4MC

�੩ຎࡲτϧΫ�ʤN・Nʥ

定格電圧ʤDC-Vʥ

容　　　　量ʤ8ʥ

ओ
ཁ
ੇ
๏

� 1�2� 2�5� 5� 10� 20� 40� 60� 85� 100� 130

	 12

	 24

	 35

	 120

	 84	.5

	 20

	 25

	 24

	 38

	 160

	 103

	 20

	 50

	 24

	 50

	 160

	 149

	 27

	 100

	 24

	 50

	 166

	 130

	 30

	 200

	 100

	 100

	 200

	 156

	 35

	 400

	 100

	 170

	 230

	 173

	 45

	 600

	 100

	 190

	 270

	 188

	 60

	 850

	 100

	 185

	 320

	 203

	 70

	 1000

	 100

	 110

	 350

	 236

	 70

	 1300

	 100

	 140

	 368

	 275

	 70

ܘ　　　֎

શ　　　

ܘ　݀　࣠
ʤNNʥ

ʪओཁੇ๏ʫ
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Φάラならݧܦ๛なٕज़スタッフが͝要に合わͤて特殊設計をいたします。
ブレーキ͍Ζ͍Ζ͓͍ͤͩ͘͞ �

MNB-8B形ʢμブϧブレーキタΠϓʣ

MNB-8形ʢ̍σΟεΫç̎ΞϚνϡΞタΠϓʣ

˙ブレーキΛೋஈʹΈ߹Θͤͨશܕೋॏブレーキ

˙σΟεΫ̍ຕɺׂ̎ΞϚνϡΞߏͱͨ͠؆易ܕೋॏブレーキ

ʲಛʳ
ঢ߱機৽҆શج४対応ܕ
ブレーキ୯体ͰೋॏブレーキԽʹΑΓ小ܘ・লεϖーε
�ຎࡲ૬खࡐΛબͳ͍ઃܕ݁ܭʹΑΓߴτϧΫ͔͍ͭߴ৴པੑ
�੩Իઃܭ
ط�ଘブレーキ͔Βͷऔ͕ޓ容易
�ϛニϚγーϯϧーϜϚγーϯϧーϜレεɺϗーϜΤレϕータʹ
用
�࣮ τϧΫɿ～600NNʷ2

ʲಛʳ
ബ形ɺίετɺ軽量ܕೋॏԽブレーキ
モータΤϯυணࣜ
�੩Իઃܭ
�ϛニϚγーϯϧーϜϚγーϯϧーϜレεΤレϕータʹ用
�࣮ τϧΫɿ～600NNʷ2

ɹࣜܕ RN#
1.88#

SN#
3.78#

.N#
108#

.N#
158#

.N#
308#

.N#
608#

静摩擦トルク	 ʦNmʧ 2ʷ18 2ʷ37 2ʷ100 2ʷ150 2ʷ300 2ʷ600
動摩擦トルク	 ʦNmʧ ʵ ʵ 2ʷ100 2ʷ150 2ʷ300 2ʷ600
֎径	 ʦmmʧ П147 П157 П216 П225 П240 П246
શ	 ʦmmʧ 122 122 139 139 157 232
ফඅ電力	 ʦ8ʧ 2ʷ30 2ʷ45 2ʷ50 2ʷ52.5 2ʷ49 2ʷ60

ɹࣜܕ .N#128 .N#168 .N#1208
静摩擦トルク	 ʦNmʧ 2ʷ58 2ʷ78 2ʷ600
動摩擦トルク	 ʦNmʧ 2ʷ58 2ʷ78 2ʷ600
֎径	 ʦmmʧ П218 П218 П305
શ	 ʦmmʧ 80 95 120
ফඅ電力	 ʦ8ʧ 45 53 98
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&NB-CP形ʢキϟϦύータΠϓʣ

0NDB形ʢ֎కυϥϜࣜタΠϓʣ

˙σΟεΫΫϥϯϓܕブレーキ

˙υϥϜ֎ܘΛブレーキຎࡲ໘ͱͨ͠ブレーキ

ʲಛʳ
ঢ߱機৽҆શج४対応ܕ
σΟεΫΫϥϯϓܕʹΑΓ小形Խ
ଟݸऔ͚ʹΑΓ̍αΠζͰଟ࠼ͳτϧΫόϦΤーγϣϯʹ対応
ࡲΕճΓࢭதཱ機ߏࡌ
�੩Իઃܭ
�େ形・ߴΤレϕータɺബ形্ר機ʹ࠾用
�࣮ Ϋϥϯϓ力ɿ～15000N

ʲಛʳ
ঢ߱機৽҆શج४対応ܕ
ଟݸऔ͚ʹΑΓ̍αΠζͰଟ࠼ͳτϧΫόϦΤーγϣϯ
�ϓϥϯδϟーࣜυϥϜブレーキ͔Βͷஔ࠷ʹ͑ద
�ബ形্ר機ʹ࠾用
�੩Իઃܭ
�ブレーキऔ֎͠容易Ͱϝϯςφϯεੑྑ
�࣮ ԡ力ɿ～12000N

&N#
300C1

&N#
750C1

&N#
1500C1

ύットԡ付力	 ʦNʧ 3000N 7500N 15000N
最小ディスク径	 ʦmmʧ 400 600 800
ফඅ電力	 ʦ8ʧ 36 51 72

ɹࣜܕ 0ND#
45

0ND#
75

0ND#
100

0ND#
110

ύットԡ付力	 ʦNʧ 4100Ҏ্ 6900Ҏ্ 9000Ҏ্ 11000Ҏ্
ドラϜ径	 ʦmmʧ П650 П650 П600 П580
静摩擦トルク	 ʦNmʧ 475Ҏ্ 810Ҏ্ 970Ҏ্ 1100Ҏ্
寸法	 ʦmmʧ Āüʷùþ÷ʷøú÷ øøüʷùþ÷ʷøúü øù÷ʷùþ÷ʷøúü øú÷ʷùĀ÷ʷøú÷
ফඅ電力	 ʦ8ʧ 50 50 50 76

ディスク径ʦmmʧ
÷

÷
ü÷÷ ø÷÷÷

ù÷÷÷

û÷÷÷

ý÷÷÷

ÿ÷÷÷

発
生
ト
ル
ク
ʦ
N
m
ʧ

ディスク径ʵ発生トルク

&N#300C1

&N#750C1

&N#1500C1

■営　業　所

東 京 営 業 所　　　〒105-0013 東京都港区浜松町1丁目10番12号
TEL（03）3433-2151　 FAX（03）3433-5795

　　北海道出張所 TEL（011）894-7166　 FAX（011）894-7166

大 阪 営 業 所　　　〒577-0012 大阪府東大阪市長田東2丁目2番10号〈東洋クラッチ株式会社 大阪支店ビル3階〉
TEL（06）6743-3585　 FAX（06）6743-0350

名 古 屋 営 業 所　　　〒457-0038 愛知県名古屋市南区桜本町22番地〈パーシモンヒルズ桜本町〉
TEL（052）822-3022　 FAX（052）822-2022

北 陸 営 業 所　　　〒921-8013 石川県金沢市新神田5丁目25番地1号〈新神田ビル〉
TEL（076）292-1605　 FAX（076）292-1607

広 島 営 業 所　　　〒732-0805 広島県広島市南区東荒神町3番35号〈広島オフィスセンター2号館〉
TEL（082）264-2122

九 州 営 業 所　　　〒812-0041 福岡県福岡市博多区吉塚1丁目45番7号
TEL（092）626-5570　 FAX（092）626-5605

■本社・工場

本　　　　　　社　　　〒376-0011 群馬県桐生市相生町2丁目678番地
TEL（0277）54-7101　 FAX（0277）54-7117

第　一　工　場　　　群馬県桐生市

第　三　工　場　　　群馬県桐生市

赤　堀　工　場　　　群馬県伊勢崎市

香　林　工　場　　　群馬県伊勢崎市

■関連会社

Ogura Industrial Corporation（アメリカ）
100 Randolph Road Somerset, New Jersey 08873,U.S.A.
TEL +1（732）271-7361　　FAX +1（732）271-7580

Ogura Corporation（アメリカ）

Ogura S.A.S.（フランス）

Ogura Clutch do Brasil LTDA.（ブラジル）

Ogura Clutch THAILAND CO.,LTD.（タイ）

小倉離合機（東莞）有限公司（中国）

小倉離合機（無錫）有限公司（中国）

小倉離合機（長興）有限公司（中国）

Ogura Clutch INDIA PVT. LTD.（インド）

製品に関するお問い合わせは当社ホームページ 〈http://www.oguraclutch.co.jp〉の“お問い合わせ”
または最寄り営業所（P126）へお問い合わせください。
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Φάラならݧܦ๛なٕज़スタッフが͝要に合わͤて特殊設計をいたします。
ブレーキ͍Ζ͍Ζ͓͍ͤͩ͘͞ �

MCNB-NJOJ形ʢ小形モータ/小形ϩϘοτ用ブレーキʣ

ʲಛʳ
ۀքτοϓΫϥεͷ小形ԽΛ࣮ݱ
用్ɺऔ͚ʹΑΓؙ形ɺ֯形Λ用ҙ
モータ֎形ʹ߹Θͤͨಛघઃܭ可能
小形過励磁電ݯซ用ʹΑΓബ形/লΤωઃܭ可能

MCNBô42ʢ֯形ʣ
௨電ํࣜɿ௨ৗ励磁༷

ɹࣜܕ .CN# ÷õ÷ùS2 .CN# ÷õ÷üS2 .CN# ÷õøS2
֎ 形 ˘ø÷mm ˘øúõümm ˘øümm
શ  ùÿmm ùÿmm ùÿmm
ೖ 力 電 圧 DCùûV DCùûV DCùûV
静摩擦トルク ÷õ÷÷ùNm ÷õ÷÷üNm ÷õ÷øNm
ফ අ 電 力 øõù8 øõý8 øõý8

MCNBô42ʢ֯形ʣ
௨電ํࣜɿ過励磁/อ༷࣋

ɹࣜܕ .CN# ÷õ÷ùS2 .CN# ÷õ÷üS2 .CN# ÷õøS2
֎ 形 ˘ø÷mm ˘øúõümm ˘øümm
શ  øþmm øþmm øþmm
ೖ 力 電 圧 DCùûV�DC7V DCùûV�DC7V DCùûV�DC7V
静摩擦トルク ÷õ÷÷ùNm ÷õ÷÷üNm ÷õ÷øNm
ফ අ 電 力 þ8�÷õý8 ÿõù8�÷õþ8 Āõû8�÷õÿ8

MCNBʢؙ形ʣ
௨電ํࣜɿ過励磁/อ༷࣋

ɹࣜܕ .CN# ÷õ÷ù .CN# ÷õ÷ÿ
֎ 形 Пø÷mm Пù÷mm
શ  Āmm øømm
ೖ 力 電 圧 DCùûV�DC7V DCùûV�DCøùV
静摩擦トルク ÷õ÷÷ùNm ÷õ÷÷ÿNm
ফ අ 電 力 û8�÷õúû8 û8�ø8
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MN-B形ʢಈ機ث用ブレーキʣ

ʲಛʳ
ϦニΞモータɺϦニΞΨΠυͳͲɺಈ機ثͷอ࠷ʹ࣋ద
小形͔Βେ形·Ͱ෯͍ઃ͕ܭ可能
ଟݸணʹΑΓଟ࠼ͳอ࣋力Λ֬อ
小形過励磁電ݯซ用ʹΑΓബ形/লΤωઃܭ可能

ブϥέοτҰ体形4NB形
ブレーキのフィールドを൚用モータのエン
ドブラέットと一体にして、লスϖースを
ૂったものです。֎पから༰қにૢ࡞でき
るख動解放機構付きです。

MBAC形ަྲྀブレーキ

ϑϥϯδー体形3NB形
サーϘモータのフランδにブレーキを内蔵
してモータ内部の空ؒを༗効ར用すること
でলスϖースをૂったものです。ブレーキ
レスの合と同の寸法がՄです。

電ݯ内蔵タΠϓMC4B形
ྲྀスタック一体のたΊ、ྲྀブレーキで
ありながらަྲྀブレーキฒにखܰに用で
きます。ຢ、モーメンタリー動࡞のϫイϠ
。ख動解放機構付ですࣜํ࡞ૢ

ަྲྀ電磁ੴを用したブレーキで、ྲྀ電
が非常に؆ૉになりܥޚが不要のたΊ制ݯ
ます。また、動࡞時ؒがૣい、ཹ磁気が
。らないの特を༗しています

■営　業　所

東 京 営 業 所　　　〒105-0013 東京都港区浜松町1丁目10番12号
TEL（03）3433-2151　 FAX（03）3433-5795

　　北海道出張所 TEL（011）894-7166　 FAX（011）894-7166

大 阪 営 業 所　　　〒577-0012 大阪府東大阪市長田東2丁目2番10号〈東洋クラッチ株式会社 大阪支店ビル3階〉
TEL（06）6743-3585　 FAX（06）6743-0350

名 古 屋 営 業 所　　　〒457-0038 愛知県名古屋市南区桜本町22番地〈パーシモンヒルズ桜本町〉
TEL（052）822-3022　 FAX（052）822-2022

北 陸 営 業 所　　　〒921-8013 石川県金沢市新神田5丁目25番地1号〈新神田ビル〉
TEL（076）292-1605　 FAX（076）292-1607

広 島 営 業 所　　　〒732-0805 広島県広島市南区東荒神町3番35号〈広島オフィスセンター2号館〉
TEL（082）264-2122

九 州 営 業 所　　　〒812-0041 福岡県福岡市博多区吉塚1丁目45番7号
TEL（092）626-5570　 FAX（092）626-5605

■本社・工場

本　　　　　　社　　　〒376-0011 群馬県桐生市相生町2丁目678番地
TEL（0277）54-7101　 FAX（0277）54-7117

第　一　工　場　　　群馬県桐生市

第　三　工　場　　　群馬県桐生市

赤　堀　工　場　　　群馬県伊勢崎市

香　林　工　場　　　群馬県伊勢崎市

■関連会社

Ogura Industrial Corporation（アメリカ）
100 Randolph Road Somerset, New Jersey 08873,U.S.A.
TEL +1（732）271-7361　　FAX +1（732）271-7580

Ogura Corporation（アメリカ）

Ogura S.A.S.（フランス）

Ogura Clutch do Brasil LTDA.（ブラジル）

Ogura Clutch THAILAND CO.,LTD.（タイ）

小倉離合機（東莞）有限公司（中国）

小倉離合機（無錫）有限公司（中国）

小倉離合機（長興）有限公司（中国）

Ogura Clutch INDIA PVT. LTD.（インド）

製品に関するお問い合わせは当社ホームページ 〈http://www.oguraclutch.co.jp〉の“お問い合わせ”
または最寄り営業所（P126）へお問い合わせください。
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制　御
ແ励磁࡞ಈΫϥον/ブレーキͷ੍ޚ
1 電磁ίΠϧͷੑ࣭
　電磁Ϋϥον/ブレーキͷίΠϧ༠導ෛՙͰ͋ΓɺҰ定電圧ΛҹՃͯ͠ɺ電ྲྀ͙͢ʹ্ঢͤͣɺΏͬ
͘Γ্ঢ͠·͢ɻ͜ͷ༠導ෛՙͷఔΠϯμΫタϯεͱ͍͏ݻ༗Ͱࣔ͞Ε·͢ɻେ͖ͳϑϥΠϗΠーϧ
ΛモータͰىಈ͢Δ߹ɺճస͕ঃʑʹ্ঢ͍ͯͯ͠ࣅʹ࢟͘ߦ·͢ɻ
　電磁Ϋϥον/ブレーキྲྀ励磁Ͱ用͞ΕΔͨΊɺ௨ৗͷަྲྀͰଌ定͞ΕΔΠϯμΫタϯεͱҟͳͬ
ͨΛࣔ͠·͢ɻͦ͜ͰɺΫϥον/ブレーキͷίΠϧੑ࣭Λද͢定ͱͯ͠ɺ࣌定͕用͞Ε·͢ɻ࣌定
ʢНʣΠϯμΫタϯεʢ-ʣΛίΠϧ߅ʢ3ʣͰআͨ͠Ͱද͞ΕɺҰ定電圧ͷҹՃͰ؆୯ʹଌ定Ͱ
͖·͢ɻ
� Нʹ-/3
　ͭ·ΓɺίΠϧʹ定格電圧ΛҹՃ͠ɺͦͷ電ྲྀ͕ͷ63�2ˋʹͳΔ·Ͱͷ͕࣌ؒ࣌定Ͱ͢ɻҰൠ
తͳ電磁Ϋϥον/ブレーキͷ࣌定े～ඦNTFD͋Γ·͢ɻ
　Ҏ্励磁Λ։࢝͢Δ߹Ͱ͕͢ɺٯʹ励磁Λղআ͢Δ߹Λͯ͑ߟΈ·͢ɻղআ͢Δ߹ɺ্هͱ
Α͏ͱ͢Δ力͕ಇ͍͍ͯ࣋͠ίΠϧͷΠϯμΫタϯεʹΑΓɺίΠϧʹྲྀΕ͍ͯΔ電ྲྀΛ͍ͭ·Ͱอʹٯ
·͢ɻͦͷ電ྲྀͷϧーϓΛ੍ڧతʹ։์͢ΔͱɺίΠϧʹ͑ΒΕ͍ͯΔΤωϧΪー͕ํٯͷ電圧ͱͳͬ
ɺ励磁電圧ͷेഒʹͳΓ·͢ɻ͍ݴ電圧ͱىٯΕ·͢ɻ͜ΕΛόοΫαーδ·ͨݱͯ
　͜ͷόοΫαーδɺ։์੍ͨ͠ޚ接点ʹΞーΫ์電Λൃੜͯ͠接点Λফͤͨ͞Γɺ੍ޚճ࿏内ͷ半導
体ૉࢠͷ電圧Λ͑ഁଛͤͨ͞ΓɺίΠϧͷઈԑྼԽΛট͍ͨΓ͠·͢ɻదͳٵऩճ࿏·ͨૉࢠͰɺ
͜ͷόοΫαーδΛదͳʹԼͤ͞Δ͜ͱ͕ɺΫϥον/ブレーキͷ੍ޚͰॏཁͰ͢ɻ
　·ͨɺىٯ電圧Λ͘͢Δ͜ͱ֎෦ʹ์電ճ࿏Λͭ࣋͜ͱΛҙຯ͠ɺಉ࣌ʹΞーϚνϡΞऍ์ؒ࣌Λ৳
͠·͢ɻదͳόοΫαーδٵऩճ࿏·ͨૉࢠΛ用͢Δ͜ͱʹΑΓɺόοΫαーδͱΞーϚνϡΞऍ
࣌Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻҰൠతʹόοΫαーδΛ͘͢Δ΄ͲɺΞーϚνϡΞऍ์͢ޚ੍ʹΛదͳؒ࣌์
ؒ͘ͳΓ·͢ͷͰɺճ࿏͕ڐ容͢ΔదͳΛઃ定͢Δ͜ͱ͕େͰ͢ɻ
　͜ͷόοΫαーδٵऩ用ͱͯ͠ɺ電磁Ϋϥον/ブレーキͰҰൠతʹμΠΦーυ·ͨόϦεタ͕用͞
Ε·͕͢ɺৄࡉʹ͍ͭͯ3߲Ͱઆ໌͠·͢ɻ
　Ҏ্ͷΑ͏ʹɺ電磁Ϋϥον/ブレーキྲྀ༠導ෛՙͰ͢ͷͰɺ電ݯஔ੍ޚ接点ʹ௨ৗͷྲྀ߅
ෛՙͱҟͳΓɺಛघͳ対応͕ඞཁͰ͢ɻ
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2 電磁Ϋϥον/ブレーキͷྲྀ電ݯ
��2ʵ1　୯૬શྲྀ電ݯʢDC24Vʣ

　用電ݯΛτϥϯεͰ߱圧͠ɺશྲྀͯ͠DC24VΛಘΔํ๏ͰɺDC24V用電磁Ϋϥον/ブレーキͷ
電ݯͱͯ͠࠷Ұൠతʹ用͞Ε͍ͯ·͢ɻ電磁Ϋϥον/ブレーキͷ電磁ίΠϧࣗʹฏޮՌ͕͋Δͨ
Ίɺ௨ৗͷ߹ฏͷඞཁ͋Γ·ͤΜɻ
　ྲྀ用μΠΦーυτϥϯεอޢͷͨΊʹɺ電磁Ϋϥον/ブレーキͷίΠϧͱฒྻʹόοΫαーδٵऩૉ
用͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻΛࢠ
　˖ඪ४ͱͯ͠ɺ0TP'/)形電ݯΛ用ҙ͍ͯ͠·͢ɻʢP110～111ࢀরʣ

2ʵ2　ൢࢢͷεΠονϯά電ݯʢDC24Vʣ
ΘΕ͍ͯ·͕͢ɺ電磁Ϋϥον/ブレーキଟ͕͘ݯͱͯ͠ɺεΠονϯά電ݯͰɺDC24Vྲྀ電ۙ࠷　
ͷ電ݯͱͯ͠εΠονϯά電ݯΛ用͢Δ߹ҙ͕ඞཁͰ͢ɻ
　௨ৗͷεΠονϯά電ݯɺग़力ଆʹόοΫαーδͳͲͷ過電圧ΛҹՃ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͣɺҹՃ͢Δͱ電
ࢠऩૉٵ用͢Δ߹ɺඞͣόοΫαーδΛݯΛഁյ͢Δ߹͕͋Γ·͢ɻͦͷͨΊɺεΠονϯά電ݯ
ͱͯ͠μΠΦーυΛ用͠ɺ電ݯʹόοΫαーδΛҹՃ͠ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻͳ͓ɺ͜ͷ߹ɺ電磁
Ϋϥον/ブレーキͷΞーϚνϡΞऍ์͕ؒ࣌৳ͼɺ࡞ಈ͕͘ͳΓ·͢ͷͰҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

2ʵ3　ྲྀ҆定Խ電ݯʢDC24Vʣ
　電磁Ϋϥον/ブレーキͷ電磁ίΠϧࣗʹฏޮՌ͕͋ΔͨΊɺ௨ৗͷ用ʹ͓͍ͯ҆定Խͷඞཁ͋Γ
·ͤΜɻ
　௨ৗͷྲྀ҆定Խ電ݯɺεΠονϯά電ݯͱಉ༷ʹग़力ଆʹόοΫαーδͳͲͷ過電圧ΛҹՃ͢Δ͜ͱ
͕Ͱ͖ͣɺҹՃ͢Δͱ電ݯΛഁյ͢Δ߹͕͋Γ·͢ɻͦͷͨΊɺྲྀ҆定Խ電ݯΛ用͢Δ߹ɺඞͣ
όοΫαーδٵऩૉࢠͱͯ͠μΠΦーυΛ用͠ɺ電ݯʹόοΫαーδΛҹՃ͠ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ͳ͓ɺ͜ͷ߹ɺ電磁Ϋϥον/ブレーキͷΞーϚνϡΞऍ์͕ؒ࣌৳ͼɺ࡞ಈ͕͘ͳΓ·͢ͷͰҙͯ͠
͍ͩ͘͞ɻ

AC

制御接点トランス

クラッチ/
ブレーキDC24V

バックサージ吸収素子

整流器
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2ʵ4　DC90V電ݯ
　用ަྲྀ電圧ΛμΠΦーυͰ୯૬ྲྀͯ͠ɺDC90VΛಘΔํ๏Ͱ͢ɻAC100VΛશྲྀͯ͠DC90V
ΛಘΔํ๏ͱɺAC200VΛ半ྲྀͯ͠DC90VΛಘΔํ๏ͱ͕͋Γ·͢ɻμΠΦーυ͚ͩͰྲྀճ࿏͕Ͱ
͖·͢ͷͰେ変ศརͰ͕͢ɺಉ͡DC90VͰ࣍ͷΑ͏ͳ૬ҧ点͕͋Γ·͢ͷͰҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

�●��半ྲྀDC90Vͷํ͕ίΠϧͷൃ͕େ͖͘ͳΓ·͢ɻ͜ͷ小͍͞ブレーキ΄ͲݦஶʹݱΘΕɺ
҆ͱͯ͠ɺ108૬ͷίΠϧ容量ͷブレーキͰ͓͓Αͦ20EFHͷࠩͱͳΓ·͢ɻ

�●��半ྲྀDC90VΛҹՃͨ͠߹ͷํ͕ΞーϚνϡΞͷٵҾؒ࣌ɺऍ์ؒ࣌ʹΒ͖͕ͭେ͖͘ͳΔಛ
͕͋Γ·͢ɻNTFDఔͷେ͖͞Ͱ͕͢ɺ࡞ಈؒ࣌ͷΒ͖ͭΛͰ͖Δ͚͍ͩ͑ͨ߹ɺશ
ྲྀ͔ɺ͞Βʹྲྀ҆定Խ電ݯΛ͓קΊ͠·͢ɻ

˖ඪ४ͱͯ͠ɺ0P3109'/Aɺ0P3N109'/Aɺ03M0509'/)形電ݯΛ用ҙ͍ͯ͠·͢ɻ
ʢP86～91ࢀরʣ

入力
AC200V

半波整流 DC90V

制御接点

クラッチ/ブレーキ

バックサージ吸収素子

入力
AC100V

全波整流 DC90V

制御接点

クラッチ/ブレーキ

バックサージ吸収素子

整流器
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2ʵ5　過励磁電ݯ
　過励磁励磁։ޙ࢝ͷؒ࣌ʹ定格電圧Λ͑Δ͍ߴ電圧ΛҹՃ͢Δ͜ͱʹΑΓɺಛʹେ形Ϋϥον/ブレ
ーキͷΞーϚνϡΞٵҾΛૣ͘͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺΫϥον/ブレーキͷ࡞ಈΛૣ͘͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ͔͠
͠ɺ定格電圧Λ͑Δ電圧ΛҹՃ͢ΔͨΊɺಈ࡞සΛؚΊͯ過励磁ؒ࣌Λʹີݫཧ͠ͳ͍ͱɺΫϥον/
ブレーキͰͷফඅ電力͕૿େͯ͠ɺίΠϧͷমଛΛট͘͜ͱ͕͋Γҙ͕ඞཁͰ͢ɻ
　·ͨɺແ励磁࡞ಈΫϥον/ブレーキɺΞーϚνϡΞٵҾޙ励磁電圧ΛԼͤͯ͞ٵҾΛҡ࣋Ͱ͖·͢
ͷͰɺอ࣋電圧Λ定格電圧ҎԼʹ͢Δ͜ͱͰɺίΠϧͰͷൃফඅ電力ΛԼͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
　過励磁Λ͏ߦ߹ɺࣾ電ݯஔΛ用͞ΕΔ͜ͱΛ͓קΊ͠·͢ɻ

　˖ඪ४ͱͯ͠ɺ0'VN220ɺ0'4N220ɺ0'4220ɺ0'4&120ɺ0)PN18)形電ݯΛ用ҙ͍ͯ͠
·͢ɻ	P92～108ࢀর


3 電磁Ϋϥον/ブレーキͷόοΫαーδٵऩճ࿏ʢอޢૉࢠʣ

3ʵ1　όοΫαーδٵऩճ࿏ͷඞཁੑ
　όοΫαーδٵऩ用ͱͯ͠ɺ電磁Ϋϥον/ブレーキͰҰൠతʹμΠΦーυ·ͨόϦεタ͕用͞Ε·
͢ɻ

過励磁時間

過
励
磁
電
圧

（
定
格
電
圧
以
上
）

0
保
持
電
圧

（
定
格
電
圧
以
下
）

ʴ

ʵ

スイッチ

クラッチ �
ブレーキ

電ྲྀ

0

電圧

0

時ؒ

時ؒ

アーマチュアऍ放

ˡඦV〜ઍV

ˡ
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3ʵ2　μΠΦーυʹΑΔόοΫαーδٵऩ
　ίΠϧͷ励磁電圧ʹ対ͯ͠ੑۃٯͰɺίΠϧͱฒྻʹ接続ͨ͠μΠΦーυʹΑΓɺόοΫαーδΛશͯί
Πϧʹؐྲྀ͢Δ͜ͱͰɺόοΫαーδ電圧͕1VʹอͨΕ·͢ɻόοΫαーδΤωϧΪー͕Լ͢Δ·Ͱί
Πϧʹ電ྲྀ͕ྲྀΕ続͚ΔͨΊɺΞーϚνϡΞऍ์͕ؒ࣌͘ͳΓ·͢ɻ
　όοΫαーδ電圧Λ΄΅0ʹ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔͷͰٵऩޮՌ࠷େͰ͕͢ɺಛʹେ形ͷΫϥον/ブレー
キͰΞーϚνϡΞऍ์ۃ͕ؒ࣌ʹ৳ͼ·͢ɻ
　ྲྀثͷަྲྀଆͰ電ྲྀΛ։ดͨ͠߹ɺྲྀ用μΠΦーυ͕͜ͷ࡞用Λ͢ΔͨΊɺΞーϚνϡΞऍ์࣌
͕ؒಉ༷ʹ͘ͳΓ·͢ɻ

3ʵ3　όϦεタʹΑΔόοΫαーδٵऩ
　௨ৗ励磁͞ΕΔϐーΫ電圧Ҏ্ͷόϦεタ電圧Λͭ࣋ૉࢠΛίΠϧͱฒྻʹ接続͢ΔͱɺόϦεタ電圧Λ
͑ΔόοΫαーδΛٵऩ͠ɺόοΫαーδΛ΄΅όϦεタ電圧ʹ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻΞーϚνϡΞऍ
Ͱ͖ΔレϕϧͰ͢ɻࢹΘ͔ͣʹ৳ͼ·͕͢ɺແؒ࣌์

ʴ

ʵ

スイッチ

クラッチ �
ブレーキ

電ྲྀ

0

電圧

0

時ؒ

時ؒ

アーマチュアऍ放

ʵ1V

ˡ

ʴ

ʵ

スイッチ

クラッチ �
ブレーキV;

ˡアーマチュアऍ放

ʵV;ʢバリスタ電圧ʣ

電ྲྀ

0

電圧

0

時ؒ

時ؒ
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3ʵ4　όϦεタͱμΠΦーυͷΈ߹Θͤ
　όϦεタճ࿏電圧ʹ対ͯ͠े༨༟ͷ͋Δ電圧ͷͷΛ用͠ͳ͍ͱɺ௨ৗ励磁தʹ電ྲྀ͕ྲྀΕͯഁଛ
͢Δ͜ͱ͕͋ΓɺόοΫαーδ電圧ͷԼʹݶք͕͋Γ·͢ɻ
　௨ৗ励磁ʹ対ͯ͠ํٯʹ接続ͨ͠μΠΦーυͱɺྻʹ電圧ͷ͍όϦεタΛ接続͢Δ͜ͱͰɺόοΫ
αーδʹ対ͯ͠ͷΈόϦεタʹ電ྲྀΛྲྀ͢͜ͱ͕Ͱ͖ɺҙͷόϦεタ電圧ΛબͿ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
　͜ͷ߹ɺόϦεタ電圧ͷԼͱͱʹΞーϚνϡΞऍ์͕ؒ࣌৳ͼΔ͜ͱͱɺόϦεタͰͷফඅ電力͕
େ͖͘ͳΓ·͢ͷͰɺेͳ֬ೝݧࢼͷ͏͑ɺαΠζΛܾ定ͯ͠͝用͍ͩ͘͞ɻόϦεタͷԹ্ঢɺ
සͰͷ࿈続ӡసͰ20ˆҎԼʹͳΔΑ͏ͳαΠζΛબ定͍ͯͩ͘͠͞ɻߴ࠷

3ʵ5　μΠΦーυͷબ定
　όοΫαーδٵऩ用ͷμΠΦーυʹྲྀΕΔ電ྲྀɺεΠονΛͬͯ௨電Λःஅͨ͠ͱ͖ʹɺ定ৗঢ়ଶͷ
電ྲྀ͔Βঃʑʹ0·ͰԼ͠·͢ͷͰɺ定ৗ電ྲྀΛྲྀͤΔ容量͕͋ΕेͰ͢ɻμΠΦーυͷ容量ฏۉ
ॱ電ྲྀͰن定͞Ε͍ͯͯɺόοΫαーδٵऩͷ߹ɺ࿈続௨電Ͱͳ͘௨電Λःஅͨ͠ͱ͖͚ͩྲྀΕ·͢
ͷͰɺ։ดසʹΑΓ͞Βʹ小͍͞容量Ͱؒʹ߹͏͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
　圧μΠΦーυʹ対ͯ͠ํٯ電圧Ͱ͋Δ励磁電圧Ҏ্͋Εྑ͍͜ͱʹͳΓ·͕͢ɺ֎དྷαーδ電圧
ͳͲͷ対ࡦͱͯ͠ɺߴͷͷΛબ定ͨ͠΄͏͕ྑ͍Ͱ͠ΐ͏ɻ
　Ϋϥον/ブレーキʹ用͞ΕΔμΠΦーυʹ͍ͭͯɺ圧બ定ͷ҆ΛҎԼʹࣔ͠·͢ɻ
　　શྲྀDC24V系　　100～200V圧
　　શྲྀDC90V系　　400～600V圧
　　半ྲྀDC90V系　　800VҎ্

ˡアーマチュアऍ放

ʵV;ʢバリスタ電圧ʣ

ʴ

ʵ

スイッチ

クラッチ �
ブレーキV;

ʴ

ʵ

スイッチ

クラッチ �
ブレーキ

V;

または

電ྲྀ

0

電圧

0

時ؒ

時ؒ
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3ʵ6　όϦεタͷબ定
　όϦεタҹՃ電圧ʹΑΓ߅͕変Խ͢Δඇઢ形ૉࢠͰɺόϦεタ電圧Λ͑Δ電圧͕ҹՃ͞ΕΔͱɺ
ɻ͜ͷੑ࣭Λར用ͯ͠ɺόϦεタ電圧Λ͑ΔόοΫαーδ電圧Λɺ͢·͕ͪ࣋Լ͢Δੑ࣭Λ߅ʹܹٸ
όϦεタͰʹ変ͯ͠ফඅ͠·͢ͷͰɺ௨ৗ励磁தʹίΠϧʹྲྀΕΔ電ྲྀͱணසΛύϥϝータͱͯ͠ɺ
ૉࢠͷαΠζΛܾΊΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
　ணස͕͘ߴͳΔͱɺ୯Ґؒ࣌ͨΓͷফඅ電力͕େ͖͘ͳΓ·͢ͷͰɺόϦεタͷαΠζΛେ͖͘͢
Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻબ定ʹͨͬͯɺҎԼͷόοΫαーδٵऩ用όϦεタબ定දΛߟࢀʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

��όοΫαーδٵऩ用όϦεタબ定ද

0�5AҎԼ

1AҎԼ

2AҎԼ

4AҎԼ

8AҎԼ

ணස
励磁電ྲྀ

DC90V用コイルにશྲྀDC90V૬をҹՃする合

� 80ճʗҎԼ� 40ճʗҎԼ� 20ճʗҎԼ� 10ճʗҎԼ

	 5NR14V271,	 5NR10V271,	 5NR7V271,	 5NR7V271,

	 5NR20V271,	 5NR14V271,	 5NR10V271,	 5NR7V271,

	 不Մ	 5NR20V271,	 5NR14V271,	 5NR10V271,

0�5AҎԼ

1AҎԼ

2AҎԼ

ணස
励磁電ྲྀ

DC90V用コイルにྲྀDC90V૬をҹՃする合

� 80ճʗҎԼ� 40ճʗҎԼ� 20ճʗҎԼ� 10ճʗҎԼ

	 5NR14V471,	 5NR10V471,	 5NR7V471,	 5NR7V471,

	 5NR20V471,	 5NR14V471,	 5NR10V471,	 5NR7V471,

	 不Մ	 5NR20V471,	 5NR14V471,	 5NR10V471,

0�5AҎԼ

1AҎԼ

2AҎԼ

ணස
励磁電ྲྀ

ຊέϛコンVシリーズج४、用Թ範囲：ʵ20〜60ˆ
	 1：	 ͦ、༰最小をࣔしڐバリスタサイズはه্ れよりେきいサイズでもՄ。ʢྫ：5NR10V121,ˠ5NR14V121,ʣ
	 2：	 電ྲྀはա励磁時にऍ放する合はա励磁電ྲྀをؚΉ。
	 3：	 ෛ荷はࣾの一般的なブレーキʢඪ४ʣを定しています。
	 	 このදは選定のߟࢀにするもので、機を保ূするものではありまͤΜ。
	 	 。い、バリスタのද໘Թ্ঢが20ˆҎԼであることを確ೝしてͩ͘さいߦをݧࢼ用にたっては確ೝ

DC24V用コイルにྲྀDC24VまたはશྲྀDC24V૬をҹՃする合

� 80ճʗҎԼ� 40ճʗҎԼ� 20ճʗҎԼ� 10ճʗҎԼ

	 5NR10V121,	 5NR7V121,	 5NR5V121,	 5NR5V121,

	 5NR14V121,	 5NR10V121,	 5NR7V121,	 5NR5V121,

	 5NR20V121,	 5NR14V121,	 5NR10V121,	 5NR7V121,

	 不Մ	 5NR20V121,	 5NR14V121,	 5NR10V121,

	 不Մ	 不Մ	 5NR20V121,	 5NR14V121,
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��όϦεタϝーΧーؒޓද

� ຊέϛίϯ� ύφιニοΫ� 4&M*T&C

	 ̫γϦーζ� ̫γϦーζ� ̙γϦーζ

5NR5V121, &R;V5D121 ;5D121

	 5NR7V121,	 &R;V7D121 ;7D121

	 5NR10V121,	 &R;V10D121 ;10D121

	 5NR14V121,	 &R;V14D121 ;15D121

	 5NR20V121,	 &R;V20D121 ;21D121

� ຊέϛίϯ� ύφιニοΫ� 4&M*T&C

	 ̫γϦーζ� ̫γϦーζ� ̙γϦーζ

5NR5V271,	 &R;V5D271 ;5D271

	 5NR7V271,	 &R;V7D271 ;7D271

	 5NR10V271,	 &R;V10D271 ;10D271

	 5NR14V271,	 &R;V14D271 ;15D271

	 5NR20V271,	 &R;V20D271 ;21D271

� ຊέϛίϯ� ύφιニοΫ� 4&M*T&C

	 ̫γϦーζ� ̫γϦーζ� ̙γϦーζ

5NR5V471,	 &R;V5D471 ;5D471

	 5NR7V471,	 &R;V7D471 ;7D471

	 5NR10V471,	 &R;V10D471 ;10D471

	 5NR14V471,	 &R;V14D471 ;15D471

	 5NR20V471,	 &R;V20D471 ;21D471
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4 電磁Ϋϥον/ブレーキͷ੍ޚ接点

電磁Ϋϥον/ブレーキྲྀ༠導ෛՙͰ͢ͷͰɺ励磁ճ࿏ΛྲྀଆͰ։ด͢Δ੍ޚ接点ʹҙ͕ඞཁͰ͢ɻ
ަྲྀଆͰ։ด͢Δ߹ɺόοΫαーδٵऩૉࢠͱͯ͠μΠΦーυΛ用͢Δ߹ɺަྲྀෛՙͱՁͰ͢ɻ

4ʵ1　Ϧレー接点ͷ߹
　電磁Ϋϥον/ブレーキͷ։ดʹɺϦレー接点Λ用͢Δͷ͕ҰൠతͰ͕͢ɺ௨ৗͷϦレーྲྀ༠導ෛ
ՙͷ։ดΛલఏʹઃ͞ܭΕ͍ͯ·ͤΜͷͰɺҙ͕ඞཁͰ͢ɻ用可能ͳෛՙ電ྲྀަྲྀ電ྲྀͰࣔ͞Εͯ
͍Δ߹͕ଟ͘ɺྲྀ༠導ෛՙͰ͋Δ電磁Ϋϥον/ブレーキͷ電ྲྀΛ։ด͢Δ߹ɺେ෯ʹ能力͕Լ͠
·͢ɻ
　ྲྀ༠導ෛՙΛ対ʹ͍ͯ͠ΔϦレーͷ߹Ͱɺ༠導ෛՙͷఔΛද࣌͢定͕-/3ʹ7NTFDఔʹ͓
͚Δڐ容電ྲྀදࣔͰ͋Γɺ電磁Ϋϥον/ブレーキͷे～ඦNTFDʹൺͯ小͍͞ͷͰɺن定ͷ電ྲྀ
Λྲྀ͢͜ͱͰ͖·ͤΜɻ
　ਪ͢ΔϦレーͷྫͱͯ࣍͠ͷΑ͏ͳͷ͕͋Γɺ҆ͱͯ͠։ดͰ͖Δ電ྲྀΛࣔ͠·͢ɻ
　●DC24V用電磁Ϋϥον/ブレーキͷ߹
� ᶃҰൠతͳύϫーϦレー� ྫɿΦϜϩϯ-:γϦーζ�ʜʜʜʜ DC24V� 1AҎԼ
� ᶄྲྀ用ύϫーϦレー� ྫɿΦϜϩϯMM9γϦーζ�ʜʜʜ DC24V� 2AҎԼ
� ᶅACモータ用電磁接৮ث� ྫɿ࢜電機4CγϦーζ�ʜʜʜʜ DC24V� 3AҎ্
　●DC90V用電磁Ϋϥον/ブレーキͷ߹ʢ接点ͷྻ接続͕ඞཁʣ
� ᶃҰൠతͳύϫーϦレー� ྫɿΦϜϩϯ-:γϦーζ�ʜʜʜʜ DC90V� 0�5AҎԼ
� ᶄACモータ2�2LX用電磁接৮ث� ྫɿ࢜電機4CγϦーζ�ʜʜʜʜ DC90V� 1AҎԼ
� ᶅACモータ3�7LX用電磁接৮ث� ྫɿ࢜電機4CγϦーζ�ʜʜʜʜ DC90V� 2AҎԼ
　接点ͷফ͕େ͖͍߹ɺ2ݸҎ্ͷ接点Λྻ接続͍ͯͩ͘͠͞ɻྻ接続͢ΔͱόοΫαーδ電圧
Λ圧Ͱ͖ɺେ෯ʹ接点ͷফΛݮগͰ͖·͕͢ɺฒྻ接続Ͱେ͖ͳޮՌظͰ͖·ͤΜɻ
　DC90V用電磁Ϋϥον/ブレーキͷ߹ɺ2ݸ·ͨ3ݸͷ接点Λྻ接続͍ͯͩ͘͠͞ɻ

＋

－

制御接点 制御接点

クラッチ/
ブレーキ

バックサージ吸収素子

2極直列

＋

－

制御接点 制御接点

クラッチ/
ブレーキ

バックサージ吸収素子

3極直列

制御接点
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　όοΫαーδʹΑΔΞーΫͰɺۭؾதͷૉ͕ݻ定͞Ε͕ࢎ߹͞ΕΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ接点ۙͷ
৭ͷணɺ͜ͷࢎͱ接点ͷಔ͕Խ߹ͨ͠ੜͰɺ接点ͷෛՙ͕ॏ͗͢ΔஹީͰ͢ɻ͜ͷΑ͏ͳ
߹ɺ接点ͷण໋͕ۃʹ͍ͱਪ定Ͱ͖·͢ͷͰɺ接点Λྻ接続ͨ͠ΓɺΑΓ能力ͷେ͖͍接点Λ͏
Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

4ʵ2　443ͷ߹
　දతͳ半導体接点Ͱ͋Δ443ɺग़力ଆʹόοΫαーδͳͲͷ過電圧ΛҹՃ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͣɺҹՃ͢
Δͱ443Λഁյ͢Δ߹͕͋Γ·͢ɻͦͷͨΊɺ443Λ用͢Δ߹ɺඞͣόοΫαーδٵऩૉࢠͱͯ͠
μΠΦーυΛ用͠ɺ443ʹόοΫαーδΛҹՃ͠ͳ͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻͳ͓ɺ͜ͷ߹ɺ電磁Ϋϥο
ν/ブレーキͷΞーϚνϡΞऍ์͕ؒ࣌৳ͼɺ࡞ಈ͕͘ͳΓ·͢ͷͰҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

4ʵ3　εΠονͷҐஔʢྲྀͱަྲྀʣ
　εΠονݪଇͱͯ͠ྲྀଆʹ͚͍ͯͩ͘͞ɻ
　ަྲྀଆʹ入Εͨ߹ɺΞーϚνϡΞऍ์͕ؒ࣌ྲྀʹൺ4～8ഒɺ機種ʹΑͬͯ10ഒҎ্ͱඇৗʹ
͘ͳΓ·͢ɻ
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Power Supply for Clutch & Brakeిݯஔ
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無励磁作動クラッチ/ブレーキ用電源装置一覧

定格電圧　DC90V　Ϋϥον/ブレーキ用

※ަ流ଆͰ։ด͢Δ߹はෆཁͰ͕͢ɺ直流ଆͰ։ด͢Δ߹は֎͚してください。

形　൪ ࡌܝ
ϖーδ ํࣜ 過励磁 入力電圧

ACʤVʶ10ˋʥ
ग़力電圧
DCʤVʥ

ग़力電ྲྀ
DCʤAʥ 接点ޚ੍ όοΫαーδ

ࢠऩૉٵ
ಛ　

� 0P3�109' 86 ୯૬શྲྀ ʵ 100 90 1.0 ֎部 内蔵 ଓ༰қ

� 0P3�109A 86 ୯૬ྲྀ ʵ 200 90 1.0 ֎部 内蔵 ଓ༰қ

� 0P3N�109' 88 ୯૬શྲྀ ʵ 100 90 1.0 ಋ体内蔵 内蔵 D*Nレール取付け

� 0P3N�109A 88 ୯૬ྲྀ ʵ 200 90 1.0 ಋ体内蔵 内蔵 D*Nレール取付け

� 03M�0509' 90 ୯૬શྲྀ ʵ 100 90 0.35 ަྲྀଆで։ด ʢ˞֎付けʣ 小形

� 03M�0509) 90 ୯૬ྲྀ ʵ 200 90 0.35 ަྲྀଆで։ด ʢ˞֎付けʣ 小形

� 0'VN�220 92 ୯૬શྲྀ
�Ґ૬制ޚ 2ഒ 200〜240 180〜 216

�45〜 90 4.0�2.0 ಋ体内蔵 内蔵 ա励磁Մมऑ励磁保持、
モχタ機

� 0'4N�220 96 ୯૬શྲྀ
�ྲྀ 2ഒ 200 180�90 4.0�2.0 ಋ体内蔵 内蔵 ա励磁

モχタ機

� 0'4�220 100 ୯૬શྲྀ
�ྲྀ 2ഒ 200 180�90 4.0�2.0 ֎部 内蔵 ա励磁

� 0'4&�120 102 ୯૬શྲྀ
�ྲྀ 2ഒ 200 180�90 2.0�1.0 ֎部 内蔵 D*Nレール取付け

ա励磁

MNB20J～80J形　ブレーキ用

形　൪ ࡌܝ
ϖーδ ํࣜ 過励磁 入力電圧

ACʤVʶ10ˋʥ
ग़力電圧
DCʤVʥ

ग़力電ྲྀ
DCʤAʥ 接点ޚ੍ όοΫαーδ

ࢠऩૉٵ
ಛ　

� 0)PN�18) 106 ୯૬શྲྀ
ೋ電圧切ࣜ 2.5ഒ 200〜220 180〜198�24〜26.4 12�1.5 ಋ体内蔵 内蔵 .N#�+形ブレーキઐ用

定格電圧　DC24V　Ϋϥον/ブレーキ用

形　൪ ࡌܝ
ϖーδ ํࣜ 過励磁 入力電圧

ACʤVʶ10ˋʥ
ग़力電圧
DCʤVʥ

ग़力電ྲྀ
DCʤAʥ 接点ޚ੍ όοΫαーδ

ࢠऩૉٵ
ಛ　

� 0TP'�形 110 トランス߱圧
୯૬શྲྀ ʵ 100�110�120 24 ֤種 ֎部 ֎付け "C100Vܥ

֤種ೖ力電圧ରԠ

� 0TP)�形 110 トランス߱圧
୯૬શྲྀ ʵ 200�220�240 24 ֤種 ֎部 ֎付け "C200Vܥ

֤種ೖ力電圧ରԠ

MCNB-T形　ブレーキ用

形　൪ ࡌܝ
ϖーδ ํࣜ 過励磁 入力電圧

ACʤVʶ10ˋʥ
ग़力電圧
DCʤVʥ

ग़力電ྲྀ
DCʤAʥ 接点ޚ੍ όοΫαーδ

ࢠऩૉٵ
ಛ　

� 0CP�25 112 18.制ޚग़力 2ഒ 24 24�12 1.0 ֎部 内蔵 小形・ܰྔ
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0P3形電ݯɺ用電ݯΛ接ྲྀͯ͠ྲྀ
ग़力ΛಘΔ小形ͷ電ݯͰɺશྲྀํࣜͱ半
ྲྀํࣜͷ2種ྨ͕͋Γ·͢ɻ
ΛࢠऩૉٵΛඋ͑ɺόοΫαʵδࢠ入力ޚ੍
内蔵͍ͯ͠·͢ͷͰɺ用電ݯ・ෛՙブレーキ・
用Ͱ͖接点ʹ接続͢Δ͚ͩͷ؆୯ͳ接続Ͱޚ੍
·͢ɻ

˙ग़力制ޚʜʜʜ֎部によるશෛ荷電ྲྀ։ดࣜ
˙։ดසʜʜʜ20回ʗҎԼ
(ʜʵ10〜60ˆɹ5〜95％R	用प囲Թ࣪˙

ʢ݁࿐なきことʣ

˙保ଘप囲Թ࣪	ʜʵ20〜85ˆɹ5〜95％R)
ʢ݁࿐なきことʣ

˙ઈԑ耐力ʜʜʜ"C1500Vɹ50�60)[ɹ1ؒ
ೖ力一ׅとέースؒ
ग़力一ׅとέースؒ
制ޚೖ力一ׅとέースؒ

˙ઈԑ߅ʜʜʜDC500VメΨにて100.ЊҎ্
ೖ力一ׅとέースؒ
ग़力一ׅとέースؒ
制ޚೖ力一ׅとέースؒ

˙࣭ɹɹྔʜʜʜ100HҎԼ
˙適用ෛ荷ʜʜʜແ励磁࡞動クラッチ�ブレーキ

DC90Vɹ908ҎԼ

2－4.5×6.5

74
64±0.2
54
27

7
0
4
4 銘　板

3 4 5 6

51 6－M4

40
20
6

1 2

༷　⨎

⨐ੇ　๏

0P3109'/A ݯશʗ半ྲྀ電ࢠޚ੍

入力電圧
ग़力電圧・電ྲྀ

ํࣜ

0P3109'
AC100Vʶ10ˋ　50/60)[

DC90V�1AҎԼ
୯૬શྲྀະฏ

0P3109A
AC200Vʶ10ˋ　50/60)[

DC90V�1AҎԼ
୯૬半ྲྀະฏ

˔ग़力電圧は"C100�200Vをೖ力した合です

86



用্ͷҙ⨔
(1)	"Cೖ力ଆにώューズ、サーキットプϩςクタなͲの保ޢஔをଓしてͩ͘さい。
(2)		5、6൪ؒࢠでྲྀ༠ಋग़力ʢશ電ྲྀʣを։ดしますので、にはग़力電ྲྀが0.5"ҎԼの合は、
ύϫʵリレーのを2ݸҎ্ྻにଓしてͩ͘さい。0.5"を͑る合は、ࡾ૬モータ用電磁৮
。Ҏ্ྻにଓしてͩ͘さいݸC220Vɹ2.2L8用のを2"ث

(3)	この電ݯはインバータग़力電圧のೖ力はできまͤΜ。ೖ力すると電ݯがഁଛします。
(4)		この電ݯはクラッチ�ブレーキ用のバックサーδ吸ऩૉࢠを内蔵していますので、֎部回路にバックサー
δ吸ऩૉࢠをଓしないでͩ͘さい。

(5)		この電ݯはग़力回路に静電༰ྔを持ͭ部を用していますので、ແෛ荷時にはߴい電圧がग़力される
合があります。

(6)		ग़力電圧はೖ力電圧にґଘするたΊ、一般的なDC90V用のクラッチ�ブレーキを用する合は、
"C100�200Vʶ10％Ҏ֎の電圧はೖ力しないでͩ͘さい。

(7)		この電ݯにສが一ҟ常不۩合が生じた合でも、ೋࡂ࣍止のたΊに、に適切なフΣールη
ーフ機をඞず付Ճしてͩ͘さい。

入力
AC100V

2

1

保
護
回
路

保
護
回
路

内部回路

6 5
＋ ＋－

－

4

3

出力
DC90V
1A以下

バックサージ吸収素子内蔵
OPR109F

入力
AC200V

2

1

保
護
回
路

保
護
回
路

内部回路

6 5
＋ ＋－

－

4

3

出力
DC90V
1A以下

バックサージ吸収素子内蔵
OPR109A

クラッチ/ブレーキ

クラッチ/ブレーキ

制御接点

制御接点

⨒接　続
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0P3N109'/A 形電ݯɺ用電ݯΛ接
ྲྀͯ͠ྲྀग़力ΛಘΔ小形ͷ電ݯͰɺશྲྀํ
ࣜͱ半ྲྀํࣜͷ2種ྨ͕͋Γ·͢ɻ
͜ͷ電ݯ半導体接点Λ内蔵͍ͯ͠·͢ͷͰɺ
接続͢Δ接点ʹɺ小形ͷ৴߸用Ϧレーʹࢠޚ੍
εΠονΛ用͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
·ͨɺ੍ޚ൫ͰҰൠతʹ用͞Ε͍ͯΔD*N
レーϧʹϫϯタονͰऔΓ͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖·
͢ɻ

˙ग़力制ޚʜʜʜ'&5によるແࣜ
˙制ޚʜʜʜ৴߸用リレーまたは

N1NΦープンコレクタトランδスタ
DC12Vɹ最େ2m"

˙։ดසʜʜʜ20回ʗҎԼ
(ʜʵ10〜60ˆɹ25〜85％R	用प囲Թ࣪˙

ʢ݁࿐なきことʣ

˙保ଘप囲Թ࣪	ʜʵ20〜85ˆɹ25〜90％R)
ʢ݁࿐なきことʣ

˙ઈԑ耐力ʜʜʜ"C1500Vɹ50�60)[ɹ1ؒ
ೖ力一ׅとέースؒ
ग़力一ׅとέースؒ
制ޚೖ力一ׅとέースؒ

˙ઈԑ߅ʜʜʜDC500VメΨにて100.ЊҎ্
ೖ力一ׅとέースؒ
ग़力一ׅとέースؒ
制ޚೖ力一ׅとέースؒ

˙࣭ɹɹྔʜʜʜ150HҎԼ
˙適用ෛ荷ʜʜʜແ励磁࡞動クラッチ�ブレーキ

DC90Vɹ908ҎԼ
˙適用D*Nレールʜ35mm෯ɹD*N46277४ڌ

༷　⨐

0P3N109'/A 半導体接点内蔵શʗ半ྲྀ電ݯ

入力電圧
ग़力電圧・電ྲྀ

ํࣜ

0P3N109'
AC100/110Vʶ10ˋ　50/60)[

DC90/99V�1AҎԼ
୯૬શྲྀະฏ

0P3N109A
AC200/220Vʶ10ˋ　50/60)[

DC90/99V�1AҎԼ
୯૬半ྲྀະฏ

˙'&T�ʹΑΔແ接点੍ࣜޚ
ग़力の制ޚとして、ಋ体によるແス
イッチ回路を内蔵していますので、େ形でण໋の
いを用することな͘、小形のリレース
イッチ、プϩάラマブルコントϩーラなͲから
ۦ動できます。

˙औ͚
ねじによる取付けの΄か、ൢࢢのD*Nレールを
。用した؆୯な取付けもできます
ԣ෯は36mmですので、ີߴで取付けできま
す。

⨎ಛ　
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⨖ಈ࡞
(1)	この電ݯは電磁クラッチ�ブレーキ用のྲྀثです。"C200�220V、"C100�110V	をೖ力した状ଶ
で制ޚをབྷすると、励磁電圧をग़力します。制ޚを։放すると、励磁ग़力を解আします。

(2)		制ޚをབྷした状ଶで"Cೖ力電圧をೖ力�ःஅした合でも、制ޚをབྷ�։放した合と同ఔ
の速さでアーマチュアを吸引�ऍ放できます。

用্ͷҙ⨘
(1)	"Cೖ力ଆにώューズ、サーキットプϩςクタなͲの保ޢஔをଓしてͩ͘さい。
(2)	この電ݯはインバータग़力電圧のೖ力はできまͤΜ。ೖ力すると電ݯがഁଛします。
(3)		この電ݯはクラッチ�ブレーキ用のバックサーδ吸ऩૉࢠを内蔵していますので、֎部回路にバックサー
δ吸ऩૉࢠをଓしないでͩ͘さい。

(4)		ग़力電圧はೖ力電圧にґଘするたΊ、一般的なDC90V用のクラッチ�ブレーキを用する合は、
"C100�200Vʶ10％Ҏ֎の電圧はೖ力しないでͩ͘さい。

(5)		この電ݯにສが一ҟ常不۩合が生じた合でも、ೋࡂ࣍止のたΊに、に適切なフΣールη
ーフ機をඞず付Ճしてͩ͘さい。

36
26±0.55

4.5×6 端子台 M3ねじ

7
0±
0
.5

５
8
0

8
7
以
下

（
4
8
）

1
6

銘
　
　
板

取付穴

取付穴

6
5
4
3
2
1

8
5

DINレール
35mm幅

96以下 DINレール取付け時
93以下
84以下

6.4
9.4 （１４）

17

φ4.5

出力：DC90/99V
1A以下

3＋

バックサージ吸収素子

制御

－6または

制御接点：
信号用リレー接点または
NPNオープンコレクタトランジスタ

入力
OPRN109A:
　AC200/220V
OPRN109F:
　AC100/110V

＋5

2

1

内部回路

4－

クラッチ/
ブレーキ

⨒ੇ　๏

⨔接　続
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03M形電ݯɺ用電ݯΛ接ྲྀͯ͠ྲྀ
ग़力ΛಘΔ小形ͷ電ݯͰɺશྲྀํࣜͱ半
ྲྀํࣜͷ2種ྨ͕͋Γ·͢ɻ
ྲྀճ࿏ΛथࢷέーεʹίϯύΫτʹ·ͱΊ
ͨ小形・軽量ͷ電ݯͰ͢ɻऔ͚εϖーε͕Θͣ
͔Ͱ͢ͷͰɺແ励磁࡞ಈブレーキʹ接औΓ͚
用͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻͯ
ަྲྀଆͰͷ։ดΛجຊͱ͍ͯ͠·͕͢ɺ֎෦ճ
࿏ʹόοΫαーδٵऩૉࢠΛ接続͢Δ͜ͱͰɺ
ྲྀଆͰͷ։ด͕可能Ͱ͢ɻ

˙ग़力制ޚʜʜʜަྲྀଆで։ด
(ʜʵ10〜60ˆɹ5〜95％R	用प囲Թ࣪˙

ʢ݁࿐なきことʣ

˙保ଘप囲Թ࣪	ʜʵ15〜70ˆɹ5〜95％R)
ʢ݁࿐なきことʣ

˙ઈԑ耐力ʜʜʜ"C1500Vɹ50�60)[ɹ1ؒ
ೖ力一ׅとέースؒ
ग़力一ׅとέースؒ

˙ઈԑ߅ʜʜʜDC500VメΨにて100.ЊҎ্
ೖ力一ׅとέースؒ
ग़力一ׅとέースؒ

˙࣭ɹɹྔʜʜʜ10HҎԼ
˙適用ෛ荷ʜʜʜແ励磁࡞動クラッチ�ブレーキ

DC90Vɹ308ҎԼ

直流出力（－）
黒色

直流出力（＋）
赤色

1
3±
0
.5

（
8
.7
）

（8.2）

交流入力
黄色

φ5.1

リード線：UL1007 AWG22

5±
2

9
0
＋
1
0

　
0

2
2±
0
.5

8
7

取付金具

2.5 21.5±0.5
38以下

༷　⨎

⨐ੇ　๏

03M0509'/) 小形શʗ半ྲྀ電ݯ

入力電圧
ग़力電圧・電ྲྀ

ํࣜ

03M0509'
AC100Vʶ10ˋ　50/60)[

DC90V�0�35AҎԼ
୯૬શྲྀະฏ

03M0509)
AC200Vʶ10ˋ　50/60)[

DC90V�0�35AҎԼ
୯૬半ྲྀະฏ

˔ग़力電圧は"C100�200Vをೖ力した合です
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用্ͷҙ⨔
(1)	"Cೖ力ଆにώューズ、サーキットプϩςクタなͲの保ޢஔをଓしてͩ͘さい。
(2)	この電ݯはަྲྀଆでෛ荷を։ดすることをਪします。
(3)		ྲྀଆでෛ荷を։ดする合は、ෛ荷ؒࢠにෛ荷の։ด݅に適合するバックサーδ吸ऩૉࢠをඞず
ଓしてͩ͘さい。ଓしないと電ݯஔなͲがഁଛします。

(4)		ෛ荷の։ดをྲྀଆで͏ߦ合は、ύϫーリレーのを用してͩ͘さい。ण໋がいときは、2ݸҎ
্のをྻにଓすることで、ण໋をԆばすことができます。

(5)	この電ݯはインバータग़力電圧のೖ力はできまͤΜ。ೖ力すると電ݯがഁଛします。
(6)		ग़力電圧はೖ力電圧にґଘするたΊ、一般的なDC90V用のクラッチ�ブレーキを用する合は、
"C100�200Vʶ10�Ҏ֎の電圧はೖ力しないでͩ͘さい。

(7)			この電ݯにສが一ҟ常不۩合が生じた合でも、ೋࡂ࣍止のたΊに、に適切なフΣールη
ーフ機をඞず付Ճしてͩ͘さい。

入力

AC100V

制御接点

黄色

黄色

赤色

黒色

内部回路

＋

－

出力

DC90V

0.35A以下

クラッチ/ブレーキ

ORM0509F　交流側開閉（推奨）

入力

AC200V

制御接点

黄色

黄色

赤色

黒色

内部回路

＋

－

出力

DC90V

0.35A以下

クラッチ/ブレーキ

ORM0509H　交流側開閉（推奨）

⨒接　続

入力

AC100V

黄色

黄色

赤色

黒色

内部回路

＋

－

出力

DC90V

0.35A以下

クラッチ/ブレーキクラッチ/ブレーキ

ORM0509F　直流側開閉

制御接点

バックサージ吸収素子

入力

AC200V

黄色

黄色

赤色

黒色

内部回路

＋

－

出力

DC90V

0.35A以下

クラッチ/ブレーキ

ORM0509H　直流側開閉

制御接点

バックサージ吸収素子
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0'VN220形電ݯɺશྲྀ・Ґ૬੍ޚ
Ͱ͢ɻݯΑΔ過励磁・弱励磁電ʹࣜํ
過励磁ʹΑΓɺಛʹେ形ͷແ励磁࡞ಈ形Ϋϥο

ν/ブレーキͷΞーϚνϡΞٵҾΛૣ͘͢Δ͜ͱ
͕Ͱ͖ɺΫϥον/ブレーキͷ࡞ಈΛૣ͘͢Δ͜
ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
弱励磁ʹΑΓɺΫϥον/ブレーキͷԹ্ঢ
ফඅ電力ΛݮͰ͖·͢ɻ

˙弱励磁อ࣋ʹΑΔল電力Խ
保持電圧を定格電圧のDC90Vから定格電圧の
のDC45Vをத৺として、ஈ֊的にՄมでき
ますので、吸引時のԹ্ঢとফඅ電力を低減す
ることができ、またアーマチュアऍ放をૣ͘する
ことができます。

接点ͷεϦϜԽޚ੍˙
ग़力の制ޚとして、ಋ体によるແスイ
ッチ回路を内蔵していますので、ैདྷのよ͏にେ
形でण໋のいを用することな͘、プϩάラ
マブルコントϩーラなͲからۦ動できます。

˙各種入力電圧対応
切スイッチにより、"C200V〜240Vまで
のೖ力電圧にରԠします。

˙ബ形・軽量Խ
ᝑ体にアルϛを採用しܰྔ化しています。また、
ബ形な構造のたΊ、取付けスϖースを小さ͘でき
ます。

˙औ͚ࣗ༝ͷ্
ॎ取付け、ԣ取付け、D*Nレール取付けʢΦプ
シϣンのアμプタをซ用ʣがՄです。

可能͕࡞සಈߴ˙
20回ʗまでの通常動࡞がՄです。3回ʗඵ
かͭ10回ʗҎԼのインチンά動࡞がՄです。

˙҆શੑͷ্
ແスイッチ回路のա熱をݕするܯใग़力
と、ग़力電圧がग़ていることをݕする励磁モχ
タग़力をඋしていますので、電ݯपล制ޚ回
路のҟ常をૣ期に発見でき、ނࣄを止できます。

˙ઃ定͕؆୯
ա励磁時ؒ、ऑ励磁保持電圧をલ໘ύωルから
りを安にして、؆୯に設定できます。

⨎ಛ　

0'VN220 過励磁ʗ可変弱励磁電ݯ
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˙ํɹɹࣜʜʜʜ୯૬શྲྀʗҐ૬制ޚ切ࣜ
˙ೖ力電圧ʜʜʜ"C200�220�240Vʶ10％

50�60)[
˙ग़力電圧・電ྲྀʢ"C200�220�240Vೖ力時ʣ
ɹɹա励磁ʜʜʜDC180�198�216Vɹ4"ҎԼ

શྲྀະฏ

保ɹ持ʜʜʜDC45〜90Vɹ2"ҎԼ
શҐ૬制ޚະฏ
ϩータリースイッチによりஈ֊的にՄมՄ

˙ա励磁時ؒʜʜ350ʶ20mTFD
	 Մม範囲ʜʜ100〜1000mTFD
˙ग़力制ޚʜʜʜ'&5によるແࣜ
ʜN1NΦープンコレクタトランδスタ	ใ・モχタग़力ܯ˙

DC30Vɹ50m"ҎԼ
励磁モχタ	 励磁ग़力に同期、

れ時ؒ50mTFDҎԼ
ա熱ܯใ	ʜʜ	スイッチンάૉۙࢠが80ʶ5ˆ

にて࡞動
嵌合コωクタ	 ハδンά		+S5		9)1�3

コンタクト		+S5		S9)�0015�10.6
˙制ޚʜʜʜ৴߸用リレーまたは

N1NΦープンコレクタトランδスタ
DC12Vɹ最େ2m"

˙։ดසʜʜʜ20回ʗҎԼ
˙インチンάස	 3回ʗඵҎԼかͭ10回ʗҎԼ
(25〜85％R		ʜʵ10〜60ˆ	用प囲Թ࣪˙

ʢ݁࿐なきことʣ

˙保ଘप囲Թ࣪	ʜʵ20〜85ˆ		25〜90％R)
ʢ݁࿐なきことʣ

˙ઈԑ耐力ʜʜʜ"C1500V		50�60)[		1ؒ
ೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ
ग़力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ
制ޚೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ

˙ઈԑ߅ʜʜʜDC500VメΨにて100.ЊҎ্
ೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ
ग़力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ
制ޚೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ

˙࣭ɹɹྔʜʜʜ320HҎԼ
˙適用ෛ荷ʜʜʜແ励磁࡞動クラッチ�ブレーキ

定格DC90Vɹ1808ҎԼ
ใ・モχタग़力用ハーωスܯ˙

	ʜʜʜ0'V8221003ʢΦプシϣンѻいʣ
D��	26022900

��ʵอ࣋電圧ಛੑʢදྫʣ ୯Ґ：DC(V)

˞ग़荷時は：6に設定してありますが、ඞず用する電圧・पにԠじて࠶設定してͩ͘さい。
˞この特性はදྫですので、ςスターなͲで実ࡍの保持電圧を確ೝしてͩ͘さい。
˞ー保持電圧特性のʢɹʣ内は設定Մですが、用しないでͩ͘さい。

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
&
'

50)[
(11)
(22)
(32)
(42)
52
62
70
76
83
89
(94)
(99)
(104)
(107)
(111)
(114)

60)[
(0)
(0)
(5)
(13)
(22)
(30)
(38)
45
52
60
66
71
76
80
85
89

50)[
(12)
(23)
(33)
46
57
67
76
83
90
(97)
(103)
(108)
(113)
(118)
(121)
(124)

60)[
(0)
(0)
(6)
(14)
(23)
(32)
(40)
49
57
64
71
77
82
88
(93)
(97)

50)[
(12)
(25)
(38)
50
62
72
82
90
(98)
(106)
(112)
(118)
(123)
(128)
(132)
(136)

60)[
(0)
(0)
(6)
(15)
(26)
(34)
45
53
62
70
77
84
90
(96)
(101)
(106)

　
AC200V AC220V AC240V

༷　⨐
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10±0.3 2－φ4.5
側面取付穴

1
3
0±
0
.3

535±0.3 4－φ4.5
底面取付穴

5
1
3
0±
0
.3

1
4
0

100

86±0.3 7 2－M3 深さ6以下
DINレール用オプションベース取付け用
2－M3 深さ6以下
DINレール用オプションベース取付け用

1
0
0±
0
.3

2
5

20

端子台 M3ねじボリューム
過励磁時間調整

4
3
以
下

コネクタ
警報・モニタ出力

ロータリスイッチ
保持電圧調整

⨒ੇ　๏

内蔵ヒューズ

入力
AC200V/220V/240V

接地

クラッチ/ブレーキ

または

制御接点：信号用リレー接点または
NPNオープンコレクタトランジスタ
（DC12V 最大2mA）

1

2

3

4

5

6

7

＋

－
＋

－バックサージ吸収素子

コネクタ

1

2

3

内部回路

HEAT：過熱警報出力

MON：励磁モニタ出力

COM：モニタ出力コモン

各出力の許容負荷：DC30V 50mA以下

⨔接　続
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(1)	この電ݯは電磁クラッチ�ブレーキ用のա励磁・ऑ励磁保持切ࣜです。
	 	"Cೖ力電圧をೖ力した状ଶで制ޚをབྷすると、ա励磁電圧をग़力して、ա励磁時ؒܦաޙに保持
電圧に切りわります。

	 制ޚを։放すると、励磁ग़力を解আします。
制ޚをབྷした状ଶで"Cೖ力電圧をೖ力した合は、ա励磁電圧をग़力しまͤΜので用できまͤΜ。

(2)	ա熱ܯใग़力	ʜ )&"5�C0.ؒは通常では։放状ଶです。
内蔵'&5のԹが80ʶ5ˆにୡすると、བྷ状ଶになります。

(3)	励磁モχタग़力	 .0N�C0.ؒはग़力ࢠに励磁電圧がग़力ʗ解আされてから、最େ50mTFDれて
བྷʗ։放状ଶになります。

(4)	"Cೖ力電圧をೖ力・ःஅしてから最େ1ඵؒは、ܯใ・モχタग़力の状ଶは不定です。

用্ͷҙ⨘
(1)	安શのたΊに、ඞず3൪ࢠをしてͩ͘さい。
(2)	この電ݯはインバータग़力電圧のೖ力はできまͤΜ。ೖ力すると電ݯがഁଛします。
(3)		この電ݯはクラッチ�ブレーキ用のバックサーδ吸ऩૉࢠを内蔵していますので、֎部回路にバックサー
δ吸ऩૉࢠをଓしないでͩ͘さい。

ใ・モχタग़力にリレーなͲの༠ಋ性ෛ荷をଓする合は、バックサーδ吸ऩのたΊに、ඞずμイܯ		(4)
Φードをଓしてͩ͘さい。

(5)	クラッチ�ブレーキからわずかな͏なり音が発生する合がありますが、性্のはありまͤΜ。
(6)	あらかじΊ"Cೖ力電圧とपを確ೝし、ϩータリスイッチで保持電圧を設定してͩ͘さい。
(7)	ʵ保持電圧特性のʢɹʣ内は設定Մですが、用しないでͩ͘さい。
(8)	保持電圧はDC45VҎ্をਪします。DC90VҎ্には設定しないでͩ͘さい。
(9)		この電ݯにສが一ҟ常不۩合が生じた合でも、ೋࡂ࣍止のたΊに、に適切なフΣールη
ーフ機をඞず付Ճしてͩ͘さい。

⨖ಈ　࡞

制御接点入力
0

励磁出力
0

励磁モニタ出力
0

（開放）

（開放）

（短絡）

（短絡）

（開放）

（開放）

過励磁時間

過
励
磁
電
圧 保
持
電
圧

50msec以下 50msec以下
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0'4N220形電ݯɺશྲྀ・半ྲྀ
Ͱ͢ɻݯΑΔ過励磁電ʹࣜํ
過励磁ʹΑΓɺಛʹେ形Ϋϥον/ブレーキͷ
ΞーϚνϡΞٵҾΛૣ͘͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺΫϥο
ν/ブレーキͷ࡞ಈΛૣ͘͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

接点ͷεϦϜԽޚ੍˙
ग़力の制ޚとして、ಋ体によるແスイ
ッチ回路を内蔵していますので、ैདྷのよ͏にେ
形でण໋のいを用することな͘、プϩάラ
マブルコントϩーラなͲからۦ動できます。
˙ബ形・軽量Խ
ᝑ体にアルϛを採用しܰྔ化しています。また、ബ
形な構造のたΊ、取付けスϖースを小さ͘できます。
˙औ͚ࣗ༝ͷ্
ॎ取付け、ԣ取付け、D*Nレール取付けʢΦプ
シϣンのアμプタをซ用ʣがՄです。

可能͕࡞සಈߴ˙
20回ʗまでの通常動࡞がՄです。3回ʗඵ
かͭ10回ʗҎԼのインチンά動࡞がՄです。
˙҆શੑͷ্

ແスイッチ回路のա熱をݕするܯใग़力
と、ग़力電圧がग़ていることをݕする励磁モχ
タग़力をඋしていますので、電ݯपล制ޚ回
路のҟ常をૣ期に発見でき、ނࣄを止できます。
˙ઃ定͕؆୯

ա励磁時ؒをલ໘ύωルからを安にして
؆୯に設定できます。

⨎ಛ　

0'4N220 過励磁ʗ定格励磁電ݯ
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˙ํɹɹࣜʜʜʜ୯૬શྲྀʗྲྀ切ࣜ
˙ೖ力電圧ʜʜʜ"C200Vʶ10％

50�60)[
˙ग़力電圧・電ྲྀʢ"C200Vೖ力時ʣ
ա励磁ʜʜʜDC180Vɹ4"ҎԼ

શྲྀະฏ

保ɹ持ʜʜʜDC90Vɹ2"ҎԼ
ྲྀະฏ

˙ա励磁時ؒ	ʜʜ350ʶ20mTFD
	 Մม範囲ʜʜ100〜1000mTFD
˙ग़力制ޚʜʜʜ'&5によるແࣜ
ʜN1NΦープンコレクタトランδスタ	ใ・モχタग़力ܯ˙

DC30Vɹ50m"ҎԼ
励磁モχタ	 励磁ग़力に同期

れ時ؒ50mTFDҎԼ
ա熱ܯใʜʜスイッチンάૉۙࢠが80ʶ5ˆ

にて࡞動
嵌合コωクタ	 ハδンά		+S5		9)1�3

コンタクト		+S5		S9)�0015�10.6
˙制ޚʜʜʜ৴߸用リレーまたは

N1NΦープンコレクタトランδスタ
DC12Vɹ最େ2m"

˙։ดසʜʜʜ20回ʗҎԼ
˙インチンάස	 3回ʗඵҎԼかͭ10回ʗҎԼ
(ʜʵ10〜60ˆɹ25〜85％R	用प囲Թ࣪˙

ʢ݁࿐なきことʣ

˙保ଘप囲Թ࣪	ʜʵ20〜85ˆɹ25〜90％R)
ʢ݁࿐なきことʣ

˙ઈԑ耐力ʜʜʜ"C1500V		50ʗ60)[		1ؒ
ೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ
ग़力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ
制ޚೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ

˙ઈԑ߅ʜʜʜDC500VメΨにて100.ЊҎ্
ೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ
ग़力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ

制ޚೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ

˙࣭ɹɹྔʜʜʜ310HҎԼ
˙適用ෛ荷ʜʜʜແ励磁࡞動クラッチ�ブレーキ

定格DC90Vɹ1808ҎԼ
ใ・モχタग़力用ハーωスܯ˙

	ʜʜʜ0'V8221003ʢΦプシϣンѻいʣ
D��	26022900

༷　⨐
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内蔵ヒューズ

入力
AC200V

接地

クラッチ/ブレーキ

または

制御接点：信号用リレー接点または
 NPNオープンコレクタトランジスタ
 （DC12V 最大2mA）

1

2

3

4

5

6

7

＋

－
＋

－バックサージ吸収素子

コネクタ

1

2

3

内部回路

HEAT：過熱警報出力

MON：励磁モニタ出力

COM：警報・モニタ出力コモン

各出力の許容負荷：DC30V 50mA以下

⨔接　続

10±0.3

1
3
0±
0
.3

2－φ4.5
側面取付穴

535±0.3 4－φ4.5
底面取付穴

1
3
0±
0
.3

5

1
4
0

100

86±0.3 7 2－M3 深さ6以下
DINレール用オプションベース取付け用

1
0
0±
0
.3

2
5

20

端子台 M3ねじボリューム
過励磁時間調整

4
3
以
下

コネクタ
警報・モニタ出力

⨒ੇ　๏
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(1)	この電ݯは電磁クラッチ�ブレーキ用のա励磁・定格励磁保持切ࣜです。
	 	"Cೖ力電圧をೖ力した状ଶで制ޚをབྷすると、ա励磁電圧をग़力して、ա励磁時ؒܦաޙに保持
電圧に切りわります。

	 制ޚを։放すると、励磁ग़力を解আします。
制ޚをབྷした状ଶで"Cೖ力電圧をೖ力した合は、ա励磁電圧をग़力しまͤΜので用できまͤΜ。

(2)	ա熱ܯใग़力	ʜ )&"5�C0.ؒは通常では։放状ଶです。
内蔵'&5のԹが80ʶ5ˆにୡすると、བྷ状ଶになります。

(3)		励磁モχタग़力	 	.0N�C0.ؒはग़力ࢠに励磁電圧がग़力ʗ解আされてから、最େ50mTFDれて
བྷʗ։放状ଶになります。

(4)	"Cೖ力電圧をೖ力・ःஅしてから最େ1ඵؒは、ܯใ・モχタग़力の状ଶは不定です。

用্ͷҙ⨘
(1)	安શのたΊに、ඞず3൪ࢠをしてͩ͘さい。
(2)	この電ݯはインバータग़力電圧のೖ力はできまͤΜ。ೖ力すると電ݯがഁଛします。
(3)		この電ݯはクラッチ�ブレーキ用のバックサーδ吸ऩૉࢠを内蔵していますので、֎部回路にバックサー
δ吸ऩૉࢠをଓしないでͩ͘さい。

(4)		ग़力電圧はೖ力電圧にґଘするたΊ、一般的なDC90V用のクラッチ�ブレーキを用する合は、
"C200Vʶ10％Ҏ֎の電圧はೖ力しないでͩ͘さい。

ใ・モχタग़力にリレーなͲの༠ಋ性ෛ荷をଓする合は、バックサーδ吸ऩのたΊに、ඞずμイܯ		(5)
Φードをଓしてͩ͘さい。

(6)		この電ݯにສが一ҟ常不۩合が生じた合でも、ೋࡂ࣍止のたΊに、に適切なフΣールη
ーフ機をඞず付Ճしてͩ͘さい。

⨖ಈ　࡞

制御接点入力
0

励磁出力
0

励磁モニタ出力
0

（開放）

（開放）

（短絡）

（短絡）

（開放）

（開放）

過励磁時間

過
励
磁
電
圧 保
持
電
圧

50msec以下 50msec以下
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0'4220形電ݯɺશྲྀ・半ྲྀ
ํࣜʹΑΔ過励磁電ݯͰ͢ɻ
過励磁ʹΑΓɺಛʹେ形Ϋϥον/ブレーキͷ
ΞーϚνϡΞٵҾΛૣ͘͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺΫϥο
ν/ブレーキͷ࡞ಈΛૣ͘͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

˙ํɹɹࣜʜʜʜ୯૬શྲྀʗྲྀ切ࣜ
˙ೖ力電圧ʜʜʜ"C200Vʶ10％ɹ50�60)[
˙ग़力電圧・電ྲྀʢ"C200Vೖ力時ʣ
	 ա励磁ʜʜʜDC180Vɹ4"ҎԼ

શྲྀະฏ

	 保ɹ持ʜʜʜDC90Vɹ2"ҎԼ
ྲྀະฏ

˙ա励磁時ؒʜʜ350ʶ20mTFD
˙࣭ɹɹྔʜʜʜ400HҎԼ
˙適用ෛ荷ʜʜʜແ励磁࡞動クラッチ�ブレーキ

定格DC90Vɹ1808ҎԼ
˙ग़力制ޚʜʜʜ֎部によるશෛ荷電ྲྀ։ดࣜ

˙։ดසʜʜʜ20回ʗҎԼ
(ʜ0〜40ˆɹ25〜85％R	用प囲Թ࣪˙

ʢ݁࿐なきことʣ

˙保ଘप囲Թ࣪	ʜʵ10〜70ˆɹ25〜90％R)
ʢ݁࿐なきことʣ

˙ઈԑ耐力ʜʜʜ"C1500V		50�60)[		1ؒ
ೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ
ग़力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ
制ޚೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ

˙ઈԑ߅ʜʜʜDC500VメΨにて100.ЊҎ্
ೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ
ग़力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ
制ޚೖ力一ׅと3൪ࢠʗέースؒ

˙ද໘ॲཧʜʜʜম付ృ		マンηル7.5#(5�2

4－φ5
100

銘　　板

1 2 3 4 5 6 7

115±0.2
130

7
.5

5
5±
0
.2

9
0

7
0

45

༷　⨎

⨐ੇ　๏

0'4220 過励磁ʗ定格励磁電ݯ
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入力
AC200V

接地

クラッチ/ブレーキ

制御接点：三相モータ用電磁接触器
 AC220V　3.7kw用の接点を
 2個以上直列に接続

1

2

3

4

5

6

7

＋

－

＋

－

バックサージ吸収素子

内部回路

⨒接　続

⨔ಈ　࡞

制御接点入力
0

励磁出力
0

（開放）

（短絡）

（開放）

過励磁時間

過
励
磁
電
圧 保
持
電
圧

この電ݯは電磁クラッチ�ブレーキ用のա励磁・保持切ࣜです。
"Cೖ力電圧をೖ力した状ଶで制ޚをབྷすると、ա励磁電圧をग़力して、ա励磁時ؒܦաޙに保持電
圧に切りわります。
制ޚを։放すると、励磁ग़力を解আします。
制ޚをབྷした状ଶで"Cೖ力電圧を解আした合は、励磁ग़力を解আしますが、アーマチュアのऍ放
がަྲྀ切りと同༷に͘なりますので用できまͤΜ。

用্ͷҙ⨖
(1)	安શのたΊに、ඞず3൪ࢠをしてͩ͘さい。
(2)	"Cೖ力ଆにώューズ、サーキットプϩςクタなͲの保ޢஔをଓしてͩ͘さい。
(3)		6、7൪ؒࢠでྲྀ༠ಋग़力ʢશ電ྲྀʣを։ดしますので、にはࡾ૬モータ用電磁৮ث
"C220V		3.7L8用のを2ݸҎ্ྻにଓしてͩ͘さい。

(4)	この電ݯはインバータग़力電圧のೖ力はできまͤΜ。ೖ力すると電ݯがഁଛします。
(5)		この電ݯはクラッチ�ブレーキ用のバックサーδ吸ऩૉࢠを内蔵していますので、֎部回路にバックサー
δ吸ऩૉࢠをଓしないでͩ͘さい。

(6)		ग़力電圧はೖ力電圧にґଘするたΊ、一般的なDC90V用のクラッチ�ブレーキを用する合は、
"C200Vʶ10％Ҏ֎の電圧はೖ力しないでͩ͘さい。

(7)		この電ݯにສが一ҟ常不۩合が生じた合でも、ೋࡂ࣍止のたΊに、に適切なフΣールη
ーフ機をඞず付Ճしてͩ͘さい。
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0'4&120形電ݯɺશྲྀʗ半ྲྀ
ํࣜʹΑΔ過励磁ʗ定格励磁電ݯͰ͢ɻ
過励磁ʹΑΓɺΫϥον/ブレーキͷΞーϚν
ϡΞٵҾΛૣ͘͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺΫϥον/ブレ
ーキͷ࡞ಈ͕ૣ͘ͳΓ·͢ɻ
·ͨɺ੍ޚ൫ͰҰൠతʹ用͞Ε͍ͯΔD*N
レーϧʹϫϯタονͰऔΓ͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖·
͢ɻ

˙ํɹɹࣜʜʜʜ୯૬શྲྀʗྲྀ切ࣜ
˙ೖ力電圧ʜʜʜ"C200�220Vʶ10％

50�60)[
˙ग़力電圧・電ྲྀ
	 ա励磁ʜʜʜDC180�198Vɹ2"ҎԼ

શྲྀະฏ

	 保ɹ持ʜʜʜDC90�99Vɹ1"ҎԼ
ྲྀະฏ

˙ա励磁時ؒʜʜ200ʶ30mTFD
˙ग़力制ޚʜʜʜ֎部によるશෛ荷電ྲྀ։ดࣜ
˙制ޚʜʜʜ保持電ྲྀが0.5"ҎԼの合は、

ύϫーリレーのを2ݸҎ্
ྻにଓし、保持電ྲྀが0.5"を
͑る合は、ࡾ૬モータ用電磁
৮ث"C220V2.2L8用の
を̎ Ҏ্ྻにଓして͘ݸ ͩさい。

˙։ดසʜʜʜ20回ʗҎԼ
˙インチンάස	ʜ3回�ඵҎԼかͭ10回�ҎԼ
(ʜʵ10〜60ˆɹ25〜85％R	用प囲Թ࣪˙

ʢ݁࿐なきことʣ

˙保ଘप囲Թ࣪	ʜʵ20〜85ˆɹ25〜90％R)
ʢ݁࿐なきことʣ

˙ઈԑ耐力ʜʜʜ"C1500V		50�60)[		1ؒ
ೖ力一ׅとέースؒ
ग़力一ׅとέースؒ
制ޚೖ力一ׅとέースؒ

˙ઈԑ߅ʜʜʜDC500VメΨにて100.ЊҎ্
ೖ力一ׅとέースؒ
ग़力一ׅとέースؒ
制ޚೖ力一ׅとέースؒ

˙࣭ɹɹྔʜʜʜ150HҎԼ
˙適用ෛ荷ʜʜʜແ励磁࡞動クラッチ�ブレーキ

定格DC90Vɹ908ҎԼ
˙適用D*Nレールʜ35mm	෯D*N46277४ڌ

༷　⨐

0'4&120 過励磁ʗ定格励磁電ݯ

˙過励磁͕可能
小形έースのதに、ྲྀثとա励磁回路をࡌ
しました。
ա励磁により、クラッチ�ブレーキのアーマチ
ュア吸引をૣ͘できますので、クラッチ�ブレー
キの࡞動がૣ͘なります。
可能͕࡞සಈߴ˙
20回ʗまでの通常動࡞がՄです。さらに、
3回ʗඵҎԼかͭ10回ʗҎԼのインチンάがՄ
です。

˙小形・軽量Խ
थࢷέースを採用し、小形・ܰྔ化しました。

˙औ͚
ねじによる取付けの΄か、ൢࢢのD*Nレールを
。用した؆୯な取付けもできます
ԣ෯は36mmですので、ີߴで取付けできま
す。

⨎ಛ　
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内部回路

入力
AC200/220V

クラッチ/ブレーキ

制御接点
保持電流が0.5A以下の場合：
　パワーリレーの接点を2個以上直列に接続
保持電流が0.5Aを超える場合：
　三相モータ用電磁接触器AC220V 2.2kw用の接点を
　2個以上直列に接続

1

2

3
－

＋

－

＋

4

5

6

バックサージ吸収素子

⨔接　続

36
26±0.55

4.5×6 端子台 M3ねじ

7
0±
0
.5

５
8
0

8
7
以
下

（
4
8
）

1
6

銘
　
　
板

取付穴

取付穴

6
5
4
3
2
1

8
5

DINレール
35mm幅

96以下 DINレール取付け時
93以下
84以下

6.4
9.4 （１４）

17

φ4.5

⨒ੇ　๏
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用্ͷҙ⨘
(1)	"Cೖ力ଆにώューズ、サーキットプϩςクタなͲの保ޢஔをଓしてͩ͘さい。
(2)	この電ݯはインバータग़力電圧のೖ力はできまͤΜ。ೖ力すると電ݯがഁଛします。
(3)	この電ݯはクラッチ�ブレーキ用バックサーδ吸ऩૉࢠを内蔵していますので、֎部回路にバックサーδ
吸ऩૉࢠをଓしないでͩ͘さい。

(4)	制ޚでྲྀ༠ಋग़力(શ電ྲྀ)を։ดします。制ޚには、保持電ྲྀが0.5"ҎԼの合は、ύ
ϫーリレーのを2 ث૬モータ用電磁৮ࡾ、Ҏ্ྻにଓし、保持電ྲྀが0.5"を͑る合はݸ
"C220V	2.2L8	用のを2	ݸҎ্ྻにଓしてͩ͘さい。

(5)	制ޚをབྷした状ଶで、"C200V	ೖ力電圧をःஅする合は、ަྲྀ切りとなりアーマチュアのऍ放
がԆびますので用できまͤΜ。

(6)		ग़力電圧はೖ力電圧にґଘするたΊ、一般的なDC90V用のクラッチ�ブレーキを用する合は、
"C200Vʶ10％Ҏ֎の電圧はೖ力しないでͩ͘さい。

(7)		この電ݯにສが一ҟ常不۩合が生じた合でも、ೋࡂ࣍止のたΊに、に適切なフΣールη
ーフ機をඞず付Ճしてͩ͘さい。

(1)		"C200V	をೖ力している状ଶで、制ޚをབྷすると、ա励磁時ؒ200mTFDのؒにա励磁電圧
DC180V("C200Vೖ力時)をग़力し、ͦのޙ、保持電圧DC90V("C200Vೖ力時)をग़力します。制
。を։放すると、励磁ग़力をःஅしますޚ

(2)	 制ޚをབྷした状ଶで、"C200Vをೖ力すると、ա励磁時ؒ200mTFDのؒにա励磁電圧
DC180V("C200Vೖ力時)をग़力し、ͦのޙ、保持電圧DC90V("C200Vೖ力時)をग़力します。
"C200Vをःஅすると励磁ग़力をःஅします。

(3)		制ޚをབྷした状ଶで、"C200Vをःஅする合はަྲྀ切りとなります。

⨖ಈ　࡞

制御接点入力

励磁出力

（開放） （開放）

（短絡）

過励磁時間

過
励
磁
電
圧

保
持
電
圧

0

0
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0)PN18)形電ݯɺೋ電圧ࣜํʹΑΔ
過励磁・弱励磁電ݯͰ͢ɻ
過励磁ʹΑΓɺಛʹେ形ͷMNB-JγϦーζແ
励磁࡞ಈブレーキͷΞーϚνϡΞٵҾΛૣ͘͢Δ
͜ͱ͕Ͱ͖ɺブレーキΛૉૣ͘։์͢Δ͜ͱ͕Ͱ
͖·͢ɻ
弱励磁ʹΑΓɺブレーキͷԹ্ঢফඅ電力
ΛݮͰ͖·͢ɻ

˙ํɹɹࣜʜʜʜ୯૬શྲྀೋ電圧切ࣜ
˙ೖ力電圧ʜʜʜ"C200�220Vʶ10％

50�60)[
˙ग़力電圧・電ྲྀ
	 ա励磁ʜʜʜDC180V�198Vɹ12"ҎԼ
	 保ɹ持ʜʜʜDC24V�26.4Vɹ1.5"ҎԼ
˙ա励磁時ؒʜʜ初期設定：400mTFDʴ20％�0％

ʢʞ̍ʟʣ

Մม範囲：300〜1800mTFD
ʢʷ100mTFDʴ300mTFDʣ

˙ग़力制ޚʜʜʜ'&5によるແࣜ
˙制ޚʜʜʜ৴߸用リレーまたは

N1NΦープンコレクタトランδスタ
DC12V	最େ	10m"

˙։ดසʜʜʜ適用ෛ荷が1308ҎԼの合
20回ʗʢ保持励磁時ؒが1TFDҎ্ʣ
10回ʗʢ保持励磁時ؒが1TFDະຬʣ

適用ෛ荷が1308を͑2708ҎԼの合
4回ʗʢ保持励磁時ؒが2TFDҎ্ʣ
2回ʗʢ保持励磁時ؒが2TFDະຬʣ

ใ、モχタग़力ʜN1NΦープンコレクタトランδスタܯ˙
DC30V	50m"ҎԼ

ա励磁モχタ：ա励磁ग़力に同期
ɹɹɹɹɹɹɹग़力時れ時ؒ50mTFDҎԼ
ɹɹɹɹɹɹɹ解আ時れ時ؒ75mTFDҎԼ
励磁モχタ：励磁ग़力ʢա励磁ؚΉʣに同期
ɹɹɹɹɹɹɹग़力時れ時ؒ50mTFDҎԼ
ɹɹɹɹɹɹɹ解আ時れ時ؒ75mTFDҎԼ
ա熱ܯใग़力：スイッチンάૉۙࢠが
ɹɹɹɹɹɹɹ80ʶ5ˆにて࡞動

(ʜʵ10〜50ˆɹ25〜85％R	用प囲Թ࣪˙
ʢ݁࿐なきことʣ

˙保ଘप囲Թ࣪	ʜʵ15〜85ˆɹ25〜90％R)
ʢ݁࿐なきことʣ

˙ઈԑ耐力ʜʜʜ"C1500V		50ʗ60)[		1ؒ
ೖ力一ׅと3൪ࢠ、έースؒ
ग़力一ׅと3൪ࢠ、έースؒ
֤制ޚࢠ一ׅと3൪ࢠ、έースؒ

˙ઈԑ߅ʜʜʜDC500VメΨにて100.ЊҎ্
ೖ力一ׅと3൪ࢠ、έースؒ
ग़力一ׅと3൪ࢠ、έースؒ
֤制ޚࢠ一ׅと3൪ࢠ、έースؒ

˙内蔵ώューズʜ.'61N.	"C250V	15"
˙࣭ɹɹྔʜʜʜ1.7LHҎԼ
˙適用ෛ荷ʜʜʜແ励磁࡞動クラッチ�ブレーキ

定格	DC72Vɹ2708ҎԼ

༷　⨐

0)PN18) 過励磁ʗ弱励磁電ݯ

接点ͷεϦϜԽޚ੍˙
ग़力の制ޚとして、ಋ体によるແスイ
ッチ回路を内蔵していますので、ैདྷのよ͏にେ
形でण໋のいを用することな͘、プϩάラ
マブルコントϩーラなͲからۦ動できます。
˙軽量Խ
ᝑ体にアルϛを採用しܰྔ化しています。

可能͕࡞සಈߴ˙
20回ʗまでの動࡞がՄです。
ʢෛ荷݅により制ݶされる合がありますʣ

˙҆શੑͷ্
ແスイッチ回路のա熱をݕするܯใग़力
と、励磁電圧がग़力されていることをݕする励
磁モχタ、ա励磁電圧がग़力されていることをݕ
するա励磁モχタをඋしていますので、電ݯ
पล制ޚ回路のҟ常をૣ期に発見でき、ނࣄを
止できます。
˙ઃ定͕؆୯

ա励磁時ؒをを安にして؆୯に設定でき
ます。

⨎ಛ　
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4－φ6
取付穴

14

1
6
6±
0
.5

1
4
6

（
1
0
4
）

1
8
0

140以下

130

1
7

3
0

6
.2
5銘
　
　
　
板

7
90

66±0.5 12

22.6
ロータリースイッチ
過励磁時間設定

端子台
端子ねじM3

⨒ੇ　๏

OUTPUT MONITOR
励磁モニタ出力
HIGH MONITOR
過励磁モニタ出力
OVERHEAT ALARM
過熱警報出力
AUX.1 OUTPUT
補助出力1
AUX.2 OUTPUT
補助出力2
COMMON
警報・モニタ出力コモン

または

クラッチ/ブレーキ

接地

AC200V/220V入力

内蔵ヒューズ
MF61NM AC250V 15A

制御接点：
信号用リレー接点または
NPNオープンコレクタトランジスタ
（DC12V 最大10mA）

内部回路 各出力の許容負荷：DC30V 50mA以下

＋

－

＋

－

1

2

3

4

5

6

7

8

9

１０

１１

１２

１３

⨔接　続

ه
1ɽී௨ੇ๏ࠩɿʶ1
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⨖ಈ　࡞
(1)	この電ݯは電磁クラッチ�ブレーキ用のա励磁・保持切ࣜです。"C200Vまたは"C220Vをೖ力した
状ଶで制ޚをབྷすると、ա励磁電圧をग़力して、ա励磁時ؒܦաޙに保持電圧に切りわります。
制ޚを։放すると励磁ग़力を解আします。

(2)	励磁モχタग़力：8ʵ13ؒはෛ荷ࢠに励磁電圧がग़力されてから、最େ50mTFDれてབྷ状ଶにな
り、励磁電圧が解আされてから、最େ75mTFDれて։放状ଶになります。

(3)		ա励磁モχタग़力：9ʵ13ؒはෛ荷ࢠにա励磁電圧がग़力されてから、最େ50mTFDれてབྷ状ଶ
になり、ա励磁電圧が解আされてから、最େ75mTFDれて։放状ଶになります。

(4)	ա熱ܯใग़力：10ʵ13ؒは通常では։放状ଶです。スイッチンάૉۙࢠが80ʶ5ˆにୡすると、
བྷ状ଶになります。

(5)		"C電圧をೖ力・ःஅしてから1ඵؒは、ܯใ・モχタग़力は不定です。
(6)		ิ ॿग़力1、ิॿग़力2はকདྷのたΊの༧උで、現ࡏはわれていまͤΜ。内部の回路にଓされていま
すので、このࢠにはԿもଓしないでͩ͘さい。

用্ͷҙ⨘
(1)安શのたΊに、ඞず3൪ࢠをしてͩ͘さい。
(2)この電ݯはインバータग़力電圧のೖ力はできまͤΜ。ೖ力すると電ݯがഁଛします。
(3)この電ݯはクラッチ�ブレーキ用バックサーδ吸ऩૉࢠを内蔵していますので、֎部回路にバックサーδ
吸ऩૉࢠをଓしないでͩ͘さい。

ใ・モχタग़力にリレーなͲの༠ಋ性ෛ荷をଓする合は、バックサーδ吸ऩのたΊに、ඞずμイΦܯ	(4)
ードをଓしてͩ͘さい。

(5)この電ݯにສが一ҟ常不۩合が生じた合でも、ೋࡂ࣍止のたΊに、に適切なフΣールηー
フ機をඞず付Ճしてͩ͘さい。

(6)		この電ݯは72V定格のクラッチ�ブレーキઐ用ですので、90V定格のクラッチ�ブレーキには用できまͤΜ。

制御接点入力 （開放）

（開放） （開放）

（開放） （開放）

（短絡）

（短絡）

（開放）

（短絡）

過励磁時間

励磁出力

50msec以下 75msec以下

50msec以下 75msec以下

過
励
磁
電
圧

保
持
電
圧

0

0

励磁出力モニタ
0

過励磁出力モニタ
0
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OTP F/H
S E R I E S 固定電圧電源装置

0TP'形�ɿAC100V系各電圧
0TP)形ɿAC200V系各電圧

　0TP'/)形ݻ定電圧電ݯɺ用電ݯΛτϥϯ
εͰ߱圧͠શྲྀ͢ΔɺDC24V系ͷΫϥον/ブ
レーキ用電ݯͰ ɻ͢AC100V系·ͨAC200V
系ͷ用電ݯʹ接続͢Δ͚ͩͰɺ؆୯ʹྲྀग़力
電圧DC24V͕ಘΒΕ·͢ɻ
　τϥϯεͰઈԑͯ͋͠Γ·͢ͷͰɺݎ࿚Ͱ৴པੑ
ɺDC24V系Ϋϥον/ブレーキͷҰൠతͳ͘ߴ͕
用్ʹɺ͜ͷ電ݯΛ͝用͍ͩ͘͞ɻ
　入力電圧0TP'形AC100V系ͷ各電圧ɺ
0TP)形AC200V系ͷ各電圧ʹ対応͠·͢ͷͰɺ
各種電圧Ͱ用͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

⨐ੇ　๏

༷　⨎
ʲ051'形ʳ
˙ೖ力電圧ʜʜʜ"C100�110�120Vʶ10％		50�60)[
˙ग़力電圧ʜʜʜDC24Vʶ5％

ʢ"C100�110�120Vをೖ力し、最େのෛ荷電ྲྀをྲྀしたときʣ

ʲ051)形ʳ
˙ೖ力電圧ʜʜʜ"C200�220�240Vʶ10％		50�60)[
˙ग़力電圧ʜʜʜDC24Vʶ5％

ʢ"C200�220�240Vをೖ力し、最େのෛ荷電ྲྀをྲྀしたときʣ

ʲڞɹɹ通ʳ
˙ྲྀํࣜʜʜʜ୯૬શྲྀ
(25〜85％R		ʜ0〜40ˆ	用प囲Թ࣪˙

ʢ݁࿐なきことʣ

˙保ଘप囲Թ࣪	ʜʵ10〜70ˆ		25〜90％R)
ʢ݁࿐なきことʣ

˙ઈԑ耐力ʜʜʜ"C1500V		50�60)[ɹ1ؒ
ೖ力一ׅとग़力一ׅؒ
ೖ力一ׅと5൪ࢠ�έースؒ

"C1000V		50�60)[		1ؒ
ग़力一ׅと5൪ࢠ�έースؒ

˙ઈԑ߅ʜʜʜDC500VメΨにて100.ЊҎ্
ೖ力一ׅとग़力一ׅؒ
ೖ力一ׅと5൪ࢠ�έースؒ
ग़力一ׅと5൪ࢠ�έースؒ

˙ද໘ॲཧʜʜʜম付ృ、マンηル2.51#5�8

4－φ6

1 2 3 4 5 6 7
E
G
B

25
C

F A

D

10
10

OTPF 25
OTPF 45
OTPF 70
OTPF130
OTPF240
OTPH 25
OTPH 45
OTPH 70
OTPH130
OTPH240

型　番 入力電圧
AC100V系
AC100V系
AC100V系
AC100V系
AC100V系
AC200V系
AC200V系
AC200V系
AC200V系
AC200V系

出力電流
1A以下
1.8A以下
2.9A以下
5.4A以下
10A以下
1A以下
1.8A以下
2.9A以下
5.4A以下
10A以下

ヒューズ
2A
3A
5A
10A
15A
2A
3A
5A
10A
15A

A
140
160
160
190
200
140
160
160
190
200

B
110
120
120
140
150
110
120
120
140
150

C
75
85
85
105
105
75
85
85
105
105

D
110
130
130
160
170
110
130
130
160
170

E
80
90
90
110
120
80
90
90
110
120

F
120
140
140
170
180
120
140
140
170
180

G
95
105
105
125
135
95
105
105
125
135

質　量
1.6kg以下
2.3kg以下
2.8kg以下
4.8kg以下
6.4kg以下
1.6kg以下
2.3kg以下
2.8kg以下
4.8kg以下
6.4kg以下
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⨒形൪બ定
(1) 		クラッチ�ブレーキを1ଓする合
	 ɹ	クラッチ�ブレーキのෛ荷電ྲྀにରし、125％Ҏ্の電ݯを選定してͩ͘さい。

(2)		クラッチ�ブレーキを2Ҏ্ଓし、同時に励磁する合
	 ɹ	同時に励磁するクラッチ�ブレーキのෛ荷電ྲྀの合計にରし、125％Ҏ্の電ݯを選定してͩ͘さい。
	 ɹ	なお、1の電ݯに2Ҏ্のクラッチ�ブレーキをଓしても、常に1しか励磁しない合は、ͦの

தで最もେきいෛ荷電ྲྀの125％Ҏ্の電ݯを選定してͩ͘さい。

す͗ることߴを選定すると、ग़力電圧がݯ用するクラッチ�ブレーキにରしてग़力電ྲྀのେきす͗る電(3)
があります。

⨔ग़力電圧ͷௐ
電ݯのग़力電圧は、ೖ力電圧およびෛ荷電ྲྀによってม化しますので、クラッチ�ブレーキをଓし、ͦの

リードઢ部で電圧がDC23〜26Vにならない合は、࣍の要ྖでௐをߦってͩ͘さい。ग़力電圧がߴす
͗る合は、現ࡏଓしている"Cೖ力ࢠよりߴい電圧のࢠを用することで、ग़力電圧をԼ͛ることが
できます。
空きࢠがない合低す͗る合は、トランスのೋ࣍ଆにはᶇᶈᶉᶊの4ຊのタップがग़ています。ग़荷

時はᶇとᶉを内部回路にハンμ付けして、ଞのᶈᶊは༡Μでઈԑしてあります。電圧が低いときはᶉを֎し
てᶊに、ߴす͗るときはᶈにハンμ付けして、ଞのઢはલと同༷にઈԑしてͩ͘さい。
もし、ᶈまたはᶊにଓしてن定の電圧にならないときは、ೖ力電圧のม動がେきす͗るか、電ݯのग़力
電ྲྀが不適とࢥわれますので、ௐべてͩ͘さい。

用্ͷҙ⨖
(1) 	安શのたΊに、ඞず5൪ࢠをしてͩ͘さい。
(2)"Cೖ力ଆにώューズ、サーキットプϩςクタなͲの保ޢஔをଓしてͩ͘さい。
(3)この電ݯはインバータग़力電圧のೖ力はできまͤΜ。ೖ力すると電ݯがഁଛします。
(4)この電ݯはクラッチ�ブレーキ用のバックサーδ吸ऩૉࢠを内蔵していまͤΜので、֎部回路に適切なバ
ックサーδ吸ऩૉࢠを用してͩ͘さい。

(5)		"C115Vೖ力のときは"C120Vೖ力ࢠにଓしてͩ͘さい。ʢ051'形ʣ
(6)		"C230Vೖ力のときは"C240Vೖ力ࢠにଓしてͩ͘さい。ʢ051)形ʣ
(7)		この電ݯにສが一ҟ常不۩合が生じた合でも、ೋࡂ࣍止のたΊに、に適切なフΣールη
ーフ機をඞず付Ճしてͩ͘さい。

⑤

⑥
⑦

⑧
AC入力

接地

100(200)V

110(220)V

120(240)V

1

2

3

4

5 FG

6

7
内部回路

制御接点＋

－

出力
DC24V

クラッチ/
ブレーキ

バックサージ吸収素子

入力電圧はOTPF(OTPH)シリーズの場合
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0CP25形電ݯɺແ励磁࡞ಈ形ブレーキ用ͷ
P8M੍ࣜํޚʹΑΔ過励磁・弱励磁電ݯͰ͢ɻ
MCNBôTγϦーζແ励磁࡞ಈ形ブレーキʹ͓
͍ͯɺ過励磁ʹΑΓΞーϚνϡΞٵҾΛૣ͘͢Δ
͜ͱ͕Ͱ͖ɺブレーキΛૉૣ͘։์͢Δ͜ͱ͕Ͱ
͖·͢ɻ·ͨɺ弱励磁ʹΑΓɺブレーキͷԹ্
ঢফඅ電力ΛݮͰ͖·͢ɻ

˙ํɹɹࣜʜʜʜ18.制ޚग़力
˙ೖ力電圧ʜʜʜDC24Vʶ10％
˙ग़力電圧
	 ա励磁：	DC24Vʶ0.5V		DC24.0Vೖ力時
	 ऑ励磁ʢ保持ʣ：	DC12Vʶ1V		DC24.0Vೖ力時
˙ա励磁時ؒʜʜ200mTFDʶ10mTFD
༰電ྲྀʜʜʜ1"ҎԼɹա励磁時ڐ˙
(ʜʵ10〜60ˆɹ5〜95％R	用प囲Թ࣪˙

ʢ݁࿐、݁ණなきことʣ

˙保ଘप囲Թ࣪	ʜʵ20〜70ˆɹ5〜95％R)
ʢ݁࿐、݁ණなきことʣ

˙࣭ɹɹྔʜʜʜ6HҎԼ
˙適用ෛ荷ʜʜʜ.CN#�5シリーズʢա励磁༷ʣ

༷　⨐

˗؆୯用
ա励磁・ऑ励磁はௐのඞ要がな͘、ॴ定の݁
ઢをするͩけで用できます。
˗小形・軽量
小形化設計とथࢷᝑ体の採用で、小形・ܰྔ
となっており、取り付けスϖースを小さ͘できま
す。

˗औ͚ࣗ༝
ねじ̎ຊでݻ定でき、取付け࢟はࣗ༝です。

ී௨ੇ๏ެࠩɿʶ1

⨎ಛ　

0CP25 過励磁ʗ弱励磁電ݯ ಛघੜ࢈

⨒ੇ　๏

ʴ
1
0
0

1
0
0

5
ʶ
2

リードઢʷ4ຊ

2
6

8

3
.5

取付݀

2ʵП3.5ʶ0.28

8

4

16

2

10

3
5
ʶ
0
.5

4
2

8ʶ0.5

6-1007
"8(24
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ʢೖ力ʣ ʢग़力ʣ

ന৭

ブレーキ

੨৭

DC24V

৭ࠇ

৭

0C125

⨔接　続

⨖ಈ　࡞

S8ૢ࡞

ग़力電圧

0
0N

ա励磁時ؒ

タイϜチϟート
保
持
電
圧

ա
励
磁
電
圧

0

0'' 0''

	ɹೖ力電圧ʢDC24Vʣを制ޚのབྷでೖ力すると、ա励磁電圧をग़力してա励磁時ؒܦաޙにऑ励
磁ʢ保持ʣ電圧に切りわります。制ޚを։放すると励磁ग़力を解আします。

用্ͷҙ⨘
(1)	ೖ力ଆにはώューズなͲの保ޢஔをଓしてͩ͘さい。
(2)	ग़力とブレーキؒには設ஔできまͤΜ。
(3)		制ޚはա励磁時電ྲྀにରして、ेに༨༟のあるを͝用ͩ͘さい。
(4)		この電ݯは.CN#ô5シリーズʢա励磁༷ʣと組Έ合わͤて用するલఏとしています。લड़Ҏ֎のແ
励磁࡞動ブレーキを用する合は、発熱、ա励磁によるアーマチュア吸引動࡞、ऑ励磁によるアーマ
チュア保持動࡞および0''時にブレーキが効きはじΊるまでの時ؒに、がないことを確ೝの͏
。用ͩ͘さい͑͝

(5)		この電ݯにສが一ҟ常不۩合が生じた合でも、ೋࡂ࣍止のたΊに、に適切なフΣールη
ーフ機をඞず付Ճしてͩ͘さい。
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1.容量（トルク）の検討
機種が決定したらトルクの検討を行います。次の
各項目について検討し、各機種の性能表から満足
できる容量（トルク）を選定してください。

1-1　原動機出力とトルク
　負荷条件が不明の場合、原動機の出力からトルク
の目安を付けます。

……………　

 T： 原動機のトルク [N・m]
 PS： 原動機の出力 [HP]
 P： 原動機の出力 [kw]
 n： ブレーキ軸の回転数 [r/min]

1-2　負荷の減速に要するトルク
　負荷条件がわかっている場合は、次式で減速に必
要な動摩擦トルクを求めます。

……………………　

±T は、負荷の働きがブレーキを助ける場合は
（－）、妨げる場合は（＋）とします。

Td： 動摩擦トルク [N・m]
 J： 負荷の慣性モーメント [kg・m2]
 tab： 実制動時間 [s]
 T   ： 制動時の負荷トルク [N・m]

　実制動時間tabは、仕事率や寿命を考慮して0.1s
程度を目安とします。なお、低回転の場合は、もっ
と大きくしても構いません。
　以上の式から求めたトルクに対して負荷の性質に
より、次の条件を満たすことが必要です。

(1)制動時に負荷トルクが掛かる場合

 Tdr＞Td・f …………………………………………　

(2)制動後に負荷トルクが掛かる場合

 Tsr＞T MAX・f ………………………………………　

 Tdr： ブレーキの動摩擦トルク [N・m]
 Tsr： ブレーキの静摩擦トルク [N・m]
 T MAX： 運転時の最大負荷トルク [N・m]
 f： 安全係数（表1参照）

T = 7017PS = 9550P  [N・m]            n               n

Td =  J・n    ±T    [N・m]         9.55tab

表1　選定上の安全係数

負荷サイクル
レート f 機械の種類

送風機
ファン
事務機

小形工作機械
紡績機械

小形高速ポンプ
小形木工機械

大形工作機械
小形プレス
ウインチ
紡織機
小形ポンプ
コンプレッサ

中形プレス
クレーン
ミキサー
タップ盤

ドロップハンマー

重圧延機
大形プレス
大形平削盤
ブローチ盤
圧延機
製紙機械

1.5

1.7

2.0

2.4

3.5

負荷の変動が
なく低慣性
低サイクル作動

低慣性、
低サイクル作動

低サイクル作動

負荷変動慣性大

衝撃的な負荷、
重荷重

　無励磁作動ブレーキのトルク発生からトルク消滅までの動作状態は図1に示すようになります。印加して
いる電流を切りますと、電流は直ちにゼロとならず、徐々に減少します。これに伴い解放ばねのばね力によ
り、瞬時遅れてアーマチュアはフィールドより離脱します。
　電流が切れてからアーマチュアが離脱するまでの時間をアーマチュア釈放時間と呼びます。アーマチュア
が釈放しますと摩擦トルクが発生し、回転数は制動を受けるため減少します。停止に至ると、動摩擦から静
摩擦に変わり、トルクは維持されます。
　一方、電流を通じますと、コイルに流れる電流は所定の時定数で増加し、ある値に達するとアーマチュア
は吸引され、維持されていたトルクは消滅します。電流が通じてからアーマチュアが吸引するまでの時間を
アーマチュア吸引時間と呼びます。

選　定
電磁ブレーキの特性
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図1　動作特性

114



1.容量（トルク）の検討
機種が決定したらトルクの検討を行います。次の
各項目について検討し、各機種の性能表から満足
できる容量（トルク）を選定してください。

1-1　原動機出力とトルク
　負荷条件が不明の場合、原動機の出力からトルク
の目安を付けます。

……………　

 T： 原動機のトルク [N・m]
 PS： 原動機の出力 [HP]
 P： 原動機の出力 [kw]
 n： ブレーキ軸の回転数 [r/min]

1-2　負荷の減速に要するトルク
　負荷条件がわかっている場合は、次式で減速に必
要な動摩擦トルクを求めます。

……………………　

±T は、負荷の働きがブレーキを助ける場合は
（－）、妨げる場合は（＋）とします。

Td： 動摩擦トルク [N・m]
 J： 負荷の慣性モーメント [kg・m2]
 tab： 実制動時間 [s]
 T   ： 制動時の負荷トルク [N・m]

　実制動時間tabは、仕事率や寿命を考慮して0.1s
程度を目安とします。なお、低回転の場合は、もっ
と大きくしても構いません。
　以上の式から求めたトルクに対して負荷の性質に
より、次の条件を満たすことが必要です。

(1)制動時に負荷トルクが掛かる場合

 Tdr＞Td・f …………………………………………　

(2)制動後に負荷トルクが掛かる場合

 Tsr＞T MAX・f ………………………………………　

 Tdr： ブレーキの動摩擦トルク [N・m]
 Tsr： ブレーキの静摩擦トルク [N・m]
 T MAX： 運転時の最大負荷トルク [N・m]
 f： 安全係数（表1参照）

T = 7017PS = 9550P  [N・m]            n               n

Td =  J・n    ±T    [N・m]         9.55tab

表1　選定上の安全係数

負荷サイクル
レート f 機械の種類

送風機
ファン
事務機

小形工作機械
紡績機械

小形高速ポンプ
小形木工機械

大形工作機械
小形プレス
ウインチ
紡織機
小形ポンプ
コンプレッサ

中形プレス
クレーン
ミキサー
タップ盤

ドロップハンマー

重圧延機
大形プレス
大形平削盤
ブローチ盤
圧延機
製紙機械

1.5

1.7

2.0

2.4

3.5

負荷の変動が
なく低慣性
低サイクル作動

低慣性、
低サイクル作動

低サイクル作動

負荷変動慣性大

衝撃的な負荷、
重荷重

115



4.制動仕事の検討
軽負荷条件の場合は、トルクの検討のみで選定で
きますが、一般的には制動時のスリップによる発
熱を検討し、ブレーキが持つ熱放散能力の許容値
内にあることを確認する必要があります。

4-1　制動1回当たりの仕事
1 減速時

……………………　

 ±T は、負荷の働きがクラッチまたはブレーキを助
ける場合は（＋）、妨げる場合は（－）とします。

    Eb： 制動仕事 [J]

2 スリップサービス時

……………………………　

 Td： スリップトルク [N・m]
 t： スリップ時間 [s]

4-2　制動仕事率
　単位時間当たりの仕事を仕事率といい、特に高頻
度運転の場合に十分検討する必要があります。

…………………………………　

 Pb： 制動仕事率 [W]
 Nc： 制動頻度 [回/min]

5.動作時間
希望する時間内に負荷を減速・停止できるかの検
討は次式で行います。

5-1　減速時

………………………　

 ±T は、負荷の働きがブレーキを助ける場合は（＋）、
妨げる場合は（－）とします。

　 tab： 実制動時間 [s]

　式　で算出した tab は、トルクを発生してから制
動が完了するまでの時間です。全制動時間 t は、上記
計算値にアーマチュア釈放時間と初期遅れ時間を足
したものになります。

t=tab+アーマチュア釈放時間+初期遅れ時間 [s]……　

   6.摩耗寿命

乾式のブレーキを高回転、高頻度作動で使用する
と、時間当たりの制動仕事が大きくなり、それに
伴って摩擦面の摩耗も早くなります。摩擦材の摩
耗率は面圧、周速および温度などにより変化しま
すので、正確な寿命を求めることは困難ですが、
次式により近似値を算出することができます。

1摩耗体積と摩耗率から求める場合

…………………………………　

 L： 寿命回数 [ 回 ]
 V： 摩耗限度までの総体積 [cm3]
 w： 摩耗率 [cm3/J]
 （表 2参照）

　使用条件により、かなりの幅があるので、回転数
が高い場合や、制動仕事および頻度の高い場合に
は、摩耗率の大きい方を用いてください。

 Eb =  J・n
2  ・    Td      [J]          182      Td±T

Eb = 2π・Td・n・t  [J]               60

Pb = Eb・Nc  [W]            60

tab =         J・n         [s]          9.55(Td±T )

L =     V     [回]        Eb・w

レジンモールド

セミメタリック

銅系焼結合金

鉄系焼結合金

2～6

2～5

2～5

3～6

材質
摩耗率

×10－8[cm3/J]

■表2　各種摩擦材の摩耗率

2.所用動力計算例
2-1　電動車両
　質量m［kg］の車両が時速V［km/h］でθ°の坂を上
る場合、所用動力P［W］は次の式で求められます。

 P： 所用動力 ［W］
 m： 車両全質量 ［kg］

θ ： 傾斜角度
μ ： ころがり摩擦係数（≒0.03）
V ： 車速 ［km/h］
η ： 効率（≒80）［％］

2-2　ウインチ
　質量m［kg］の物体をV［m/s］で巻き上げる（ドラ
ムの半径を r［m］とする）場合の所用動力P［W］は、
次の式で求められます。

 または、

P ： 所用動力 ［W］
 m： 質量 ［kg］
 V： 巻上げの傾斜速度 ［m/s］
 r： ドラムの半径 ［m］
 ND ： ドラムの回転速度 ［r/min］

η ： 巻上機の効率 ［％］
 T： トルク ［N・m］

3.負荷トルクの計算
1ボールねじ（垂直）の落下トルク

………………………　

 m： 直線運動する物体の質量 [kg]
 P： ねじのリード [m/rev]

ただし、効率は1.0とする。

P=9.8×m×（sinθ＋μcosθ）×      ×V
3.6

100
η

P=                  ×1009.8×m×V
η

P=                  ×100＝0.105×T×ND×2π×T×ND
60×η

100
η

ND= 60V
2πr

T  =   9.8m・P    [N・m]              2π
図2

図3

V

m

θ°

ND

V

m

図4

V

m

r
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4.制動仕事の検討
軽負荷条件の場合は、トルクの検討のみで選定で
きますが、一般的には制動時のスリップによる発
熱を検討し、ブレーキが持つ熱放散能力の許容値
内にあることを確認する必要があります。

4-1　制動1回当たりの仕事
1 減速時

……………………　

 ±T は、負荷の働きがクラッチまたはブレーキを助
ける場合は（＋）、妨げる場合は（－）とします。

    Eb： 制動仕事 [J]

2 スリップサービス時

……………………………　

 Td： スリップトルク [N・m]
 t： スリップ時間 [s]

4-2　制動仕事率
　単位時間当たりの仕事を仕事率といい、特に高頻
度運転の場合に十分検討する必要があります。

…………………………………　

 Pb： 制動仕事率 [W]
 Nc： 制動頻度 [回/min]

5.動作時間
希望する時間内に負荷を減速・停止できるかの検
討は次式で行います。

5-1　減速時

………………………　

 ±T は、負荷の働きがブレーキを助ける場合は（＋）、
妨げる場合は（－）とします。

　 tab： 実制動時間 [s]

　式　で算出した tab は、トルクを発生してから制
動が完了するまでの時間です。全制動時間 t は、上記
計算値にアーマチュア釈放時間と初期遅れ時間を足
したものになります。

t=tab+アーマチュア釈放時間+初期遅れ時間 [s]……　

   6.摩耗寿命

乾式のブレーキを高回転、高頻度作動で使用する
と、時間当たりの制動仕事が大きくなり、それに
伴って摩擦面の摩耗も早くなります。摩擦材の摩
耗率は面圧、周速および温度などにより変化しま
すので、正確な寿命を求めることは困難ですが、
次式により近似値を算出することができます。

1摩耗体積と摩耗率から求める場合

…………………………………　

 L： 寿命回数 [ 回 ]
 V： 摩耗限度までの総体積 [cm3]
 w： 摩耗率 [cm3/J]
 （表 2参照）

　使用条件により、かなりの幅があるので、回転数
が高い場合や、制動仕事および頻度の高い場合に
は、摩耗率の大きい方を用いてください。

 Eb =  J・n
2  ・    Td      [J]          182      Td±T

Eb = 2π・Td・n・t  [J]               60

Pb = Eb・Nc  [W]            60

tab =         J・n         [s]          9.55(Td±T )

L =     V     [回]        Eb・w

レジンモールド

セミメタリック

銅系焼結合金

鉄系焼結合金

2～6

2～5

2～5

3～6

材質
摩耗率

×10－8[cm3/J]

■表2　各種摩擦材の摩耗率
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7-3　直線運動の慣性
1 物体が速度 v [m/min]で直線運動する場合の一般式

……………………　

2ボールねじの場合（図10）

…………………………　

 P： ねじのリード [m/rev]

3 ベルトコンベア、クレーン、ウインチなどの場合
 （図11、12）

…………………………　

（ ）J =  1  m    v   
2  

[kg・m2]       4       π・n

（ ）J = m    P  
2  

[kg・m2]            2π

J =  1  m・D2   [kg・m2]       4

7-4　回転数の異なる軸への換算（図13）

…………………………　J1 =J2   n2  
2    [kg・m2]            n1（ ）

図10

m V

ボールねじ

図11

D

m V

ベルト ローラー

図12

D

ドラム

ワイヤーロープ

m

図13

n1〔r/min〕 J1

n2〔r/min〕

J2

クラッチ

負　荷

2 総仕事から求める場合

………………………………………　

 Et： 摩耗限度までの総仕事 [J]

7.慣性について

7-1　J、GD2、WR2、I
　クラッチ/ブレーキの選定計算に必要な条件の一つ
に慣性（回転運動の場合、慣性モーメント、イナーシ
ャ、フライホイール効果などと呼ばれる）があり、記号
では J、GD2、WR2、I などで表されています。
　これらは、同じ慣性を表しているのに、値は異な
っても単位は同じ場合があり、もし取り違えると、
計算結果に重大な影響を及ぼしますので、十分注意
する必要があります。

1 慣性モーメントJ [kg・m2]
　回転半径 R の 2 乗と回転体の質量 m の積で表さ
れます。数値はGD2 の 1/4、WR2 と同じになります
が、単位系が全く異なるので、これらを混同しないよ
うにすることが必要です。

…………………………………………　

2 フライホイール効果GD2  ｛kgf・m2｝
回転直径Dの2乗と回転体の重量Wの積で表されます。

………………………………………　

3 WR2  ｛kgf・m2｝
　GD2 が回転直径を基にしたのに対し、WR2 は回転
半径 R の 2 乗と回転体の重量 W の積で表されるも
のです。したがって、数値はGD2の1/4になります。

……………………………………　

4 イナーシャ I  ｛kgf・m・s2｝
WR2において、重量Wを質量mに置き換えたものです。

……………　

 g： 重力の加速度、9.8[m/s2]

7-2　各形状の計算式 （各寸法：ｍ）
1 中実円柱（図5）

……………　

2 中空円柱（図6）

…

3 角柱（図7）

…

4 円錐（図8）

………　

5 球体（図9）

……………　

ρ： 密度 [kg/m3]
 m： 質量 [kg]

L =  Et  [回]        Eb

J = m・R2

WR2 =  1  GD2           4

I =m・R2=  W  R2= WR
2

=  GD
2

                 g       g      4g

GD2= W・D2

J =  π  ρ・D5= 1  m・D2    [kg・m2]     160         10

J =   π  ρ・h・D4=  3  m・D2    [kg・m2]      160              40

J =  π ρ・L・D4= 1 m・D2    [kg・m2]      32              8

J =  π ρ・L(D4－d4)=  1 m(D2＋d2)   [kg・m2]      32                      8

（ ）J = ρ・a・b・c   a
2＋b2    =  1  m(a2＋b2)   [kg・m2]                       12        12

図8

D

h

図9

図5

L

D d

図6

L

D

図7

bC

a

D
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7-3　直線運動の慣性
1 物体が速度 v [m/min]で直線運動する場合の一般式

……………………　

2ボールねじの場合（図10）

…………………………　

 P： ねじのリード [m/rev]

3 ベルトコンベア、クレーン、ウインチなどの場合
 （図11、12）

…………………………　

（ ）J =  1  m    v   
2  

[kg・m2]       4       π・n

（ ）J = m    P  
2  

[kg・m2]            2π

J =  1  m・D2   [kg・m2]       4

7-4　回転数の異なる軸への換算（図13）

…………………………　J1 =J2   n2  
2    [kg・m2]            n1（ ）

図10

m V

ボールねじ

図11

D

m V

ベルト ローラー

図12

D

ドラム

ワイヤーロープ

m

図13

n1〔r/min〕 J1

n2〔r/min〕

J2

クラッチ

負　荷
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8-4　制動時間の検討〔P117式⑩より〕

実制動時間tab[s]は、

制動時間は、上記計算値にアーマチュア釈放時間を足
したものになります。
SNB-N0.4形のアーマチュア釈放時間は、〔P22〕の
動作特性より0.02 [s] ですので、制動時間は、

0.049＋0.02≒0.07 [s]

となり、希望0.2 [s]以下を満足します。

8-5　摩耗寿命の検討

SNB-N0.4形の総仕事量は、〔P22〕より3×107 [J]
です。したがって、寿命回数は〔P118 式　より〕

となり、希望寿命200［万回］を満足できます。

 9.選定例②

図15に示す仕様で保持させるブレーキの選定は、次
のように行います。

tab = 9.55・(Td＋T )
J・n

=                                 ≒0.049 [s]9.55×(3＋0.12)
9.73×10－4×1500

L =       ＝             ≒ 258［万回］Eb
Et

11.6
3×107

仕　様
ブレーキ軸回転数 ：1800 [r/min]（モータ軸と同じ）

減速比：

負荷に作用する物体の質量 ：400 [kg]
ボールねじ リード ：0.02 [m/rev]
　（垂直）　　　　　　　軸径 ：0.03 [m]
 　長さ ：1 [m]

9-1　必要トルクの検討〔P116式⑤より〕

負荷（落下）トルクT      [N・ｍ]は、

ブレーキ軸に換算すると、

〔P115表1〕より、安全係数を2.4とすると、

ブレーキに必要な負荷トルク：2.5×2.4＝6 [N・m]

したがって、保持用ブレーキとして、〔P28〕より
RNB-N0.8 形を選定します。

9-2　非常停止時の検討

（1）ブレーキ軸に換算した慣性モーメント

負荷の慣性モーメントJa〔P119式　より〕

ボールねじの慣性モーメント Jb

Jb＝6.24×10－4 [kg・m2]
（長さ 1 [mm]、直径 0.03 [m] の丸棒と仮定）

仕　様
ブレーキ軸回転数 ：1800 [r/min]（モータ軸と同じ）

減速比：

負荷に作用する物体の質量 ：400 [kg]
ボールねじ リード ：0.02 [m/rev]
　（垂直）　　　　　　　軸径 ：0.03 [m]
 　長さ ：1 [m]

9-1　必要トルクの検討〔P116式⑤より〕

負荷（落下）トルクT      [N・ｍ]は、

ブレーキ軸に換算すると、

〔P115表1〕より、安全係数を2.4とすると、

ブレーキに必要な負荷トルク：2.5×2.4＝6 [N・m]

したがって、保持用ブレーキとして、〔P28〕より
RNB-N0.8 形を選定します。

9-2　非常停止時の検討

（1）ブレーキ軸に換算した慣性モーメント

負荷の慣性モーメントJa〔P119式　より〕

ボールねじの慣性モーメント Jb

Jb＝6.24×10－4 [kg・m2]
（長さ 1 [mm]、直径 0.03 [m] の丸棒と仮定）

T    = 2π
9.8m・P

=                             ≒12.5 [N・m]2π
9.8×400×0.02

12.5×      = 2.5 [N・m]5
1

Ja = m・ 2π
P

2

＝           ×            ≒40.53×10－4 [kg・m2]0.02
2π

2

400

5
1

図15

MB

負荷
ACサーボモータ
0.5 [kw]
0.001 [kg・m2]

1

5

 8.選定例①

　図14に示す仕様で、制動させるブレーキの選定
は次のように行います。

仕　様
ブレーキ軸　回転数 ：1500 [r/min]
負荷軸回転数 ：30 [r/min]
負荷トルク ：6 [N・m]（ブレーキを助ける働き）
減速機の慣性モーメント ：0.3×10－4 [kg・m2]
負荷の慣性モーメント ：1.5 [kg・m2]
ブレーキ頻度 ：10 [ 回 /min]
制動時間 ：0.2 s 以下
制動回数 ：200万回以上

8-1　ブレーキ軸に換算した慣性モーメント

負荷の慣性モーメント ：

モータの慣性モーメント ：3×10－4 [kg・m2]
減速機の慣性モーメント ：0.3×10－4 [kg・m2]
☆負荷に比べて小さい場合（1割程度以下）無視しても可

ブレーキ軸に換算した慣性モーメントの総計Jは、

J=（6×10－4）＋（3×10－4）＋（0.3×10－4）
 = 9.3×10－4 [kg・m2]

＝6×10－4 [kg・m2]
〔P119式　より〕

1.5× 30
1500

2

8-2　必要動摩擦トルクの検討

ブレーキ軸に換算した負荷トルク ：

実制動時間 ：tab = 0.2－釈放時間＝0.1 [s]
（仮定する）

動摩擦トルク：

〔P115表1〕より、安全係数 f を1.5とすると、

必要な動摩擦トルク ：1.34×1.5≒2.0 [N・m]

したがって、SNB-N 形トルク低減率〔P23〕より、
SNB-N0.4 形を選定します。
ちなみに、動摩擦トルクは、3 [N・m] を示します。

8-3　制動仕事の検討
SNB-N0.4形を使用した時の総慣性モーメントは、
自己慣性モーメント0.43×10－4 [kg・m2]〔P20
より〕を加えます。

J＝（9.3×10－4）＋（0.43×10－4）
      ＝ 9.73×10－4 [kg・m2]

1 回当たりの制動仕事は〔P117式⑥より〕、

作動頻度10 [回/min]ですので制動仕事率は、

となり、SNB-N0.4形の許容仕事率57[W]に対して、十
分余裕があります。〔P22より〕

T = 6×　　　 1500
30

＝0.12 [N・m]

Td=         　　　 －T9.55・tab
J・n

=                              －0.12
9.55×0.1

9.3×10－4×1500

≒1.34 [N・m]

〔P115式　より〕

Eb =         ・
182
J・n2

Td＋T
Td

=                                 ・
182

9.73×10－4×15002
3＋0.12
3

≒ 11.6 [J/回]

Pb＝　　　　　　≒1.9 [W] 〔P117式⑧より〕
60

11.6×10

図14

M B

負荷
モータ
3相
0.2 [kw] 4P
50 [Hz]
0.0003 [kg・m2]
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8-4　制動時間の検討〔P117式⑩より〕

実制動時間tab[s]は、

制動時間は、上記計算値にアーマチュア釈放時間を足
したものになります。
SNB-N0.4形のアーマチュア釈放時間は、〔P22〕の
動作特性より0.02 [s] ですので、制動時間は、

0.049＋0.02≒0.07 [s]

となり、希望0.2 [s]以下を満足します。

8-5　摩耗寿命の検討

SNB-N0.4形の総仕事量は、〔P22〕より3×107 [J]
です。したがって、寿命回数は〔P118 式　より〕

となり、希望寿命200［万回］を満足できます。

 9.選定例②

図15に示す仕様で保持させるブレーキの選定は、次
のように行います。

tab = 9.55・(Td＋T )
J・n

=                                 ≒0.049 [s]9.55×(3＋0.12)
9.73×10－4×1500

L =       ＝             ≒ 258［万回］Eb
Et

11.6
3×107

仕　様
ブレーキ軸回転数 ：1800 [r/min]（モータ軸と同じ）

減速比：

負荷に作用する物体の質量 ：400 [kg]
ボールねじ リード ：0.02 [m/rev]
　（垂直）　　　　　　　軸径 ：0.03 [m]
 　長さ ：1 [m]

9-1　必要トルクの検討〔P116式⑤より〕

負荷（落下）トルクT      [N・ｍ]は、

ブレーキ軸に換算すると、

〔P115表1〕より、安全係数を2.4とすると、

ブレーキに必要な負荷トルク：2.5×2.4＝6 [N・m]

したがって、保持用ブレーキとして、〔P28〕より
RNB-N0.8 形を選定します。

9-2　非常停止時の検討

（1）ブレーキ軸に換算した慣性モーメント

負荷の慣性モーメントJa〔P119式　より〕

ボールねじの慣性モーメント Jb

Jb＝6.24×10－4 [kg・m2]
（長さ 1 [mm]、直径 0.03 [m] の丸棒と仮定）

仕　様
ブレーキ軸回転数 ：1800 [r/min]（モータ軸と同じ）

減速比：

負荷に作用する物体の質量 ：400 [kg]
ボールねじ リード ：0.02 [m/rev]
　（垂直）　　　　　　　軸径 ：0.03 [m]
 　長さ ：1 [m]

9-1　必要トルクの検討〔P116式⑤より〕

負荷（落下）トルクT      [N・ｍ]は、

ブレーキ軸に換算すると、

〔P115表1〕より、安全係数を2.4とすると、

ブレーキに必要な負荷トルク：2.5×2.4＝6 [N・m]

したがって、保持用ブレーキとして、〔P28〕より
RNB-N0.8 形を選定します。

9-2　非常停止時の検討

（1）ブレーキ軸に換算した慣性モーメント

負荷の慣性モーメントJa〔P119式　より〕

ボールねじの慣性モーメント Jb

Jb＝6.24×10－4 [kg・m2]
（長さ 1 [mm]、直径 0.03 [m] の丸棒と仮定）

T    = 2π
9.8m・P

=                             ≒12.5 [N・m]2π
9.8×400×0.02

12.5×      = 2.5 [N・m]5
1

Ja = m・ 2π
P

2

＝           ×            ≒40.53×10－4 [kg・m2]0.02
2π

2

400

5
1

図15

MB

負荷
ACサーボモータ
0.5 [kw]
0.001 [kg・m2]

1

5
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Ja＋Jbをブレーキ軸に換算すると〔P119式　より〕

さらに、モータの慣性モーメントとRNB-N0.8形の自
己慣性モーメント〔P28より〕を加えると、総慣性モー
メントJは
J ＝(Ja＋Jb)＋モータの慣性モーメント＋RNB-N0.8形自己慣性モーメント
   ＝ 1.9×10－4＋10×10－4＋0.782×10－4

   ≒12.7×10－4 [kg・m2]

（2）制動仕事の検討

RNB-N0.8 形の動摩擦トルクを5.6［N・ｍ］と仮定
すると、負荷の働きはブレーキを妨げるので、制動仕
事は〔P117式⑥より〕、

となります。保持用ブレーキの非常停止までの許容仕
事量の目安としては、同トルクサイズの制動用ブレー
キの許容仕事率の70％までとします。〔P22より〕

41 ＜ 98（SNB-N0.8形）×0.7＝68.6

となり満足できます。　

（40.53×10－4＋6.24×10－4）× 5
1

2

≒ 1.9×10－4 [kg・m2]

Eb =          ・              182
J・n2

Td－T
Td

＝                               ×182
12.7×10－4×18002

5.6－2.5
5.6

≒41 [J]
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୯൘ి࣓Ϋϥον�ϒϨʔΩࣜס
��形ࣜࡌܝ
ㅤ".γϦʔζɹʵࣜס୯൘マイクϩ電磁クラッチ�ブレーキʵ
ɹɹʤ特ɹʥ小形・ܰྔ・ߴトルク、バックラッシュθϩ
ɹɹʤ用途ྫʥෳࣸ機：ࢴڅϩールのۦ動、ޫݯのૹり

ㅤ7γϦʔζɹʵࣜס୯൘電磁クラッチ�ブレーキʵ
ɹɹʤ特ɹʥബ形コンύクト、ハイレスϙンス
ɹɹʤ用途ྫʥバンド掛け機：	バンドのૹりग़し・క付け

ㅤ.4γϦʔζɹʵࣜס୯൘電磁クラッチ�ブレーキʵ
ɹɹʤ特ɹʥΦートΪϟップ機構付き、ϩンάライフ
ɹɹʤ用途ྫʥࣗ動൫：ओ࣠のม速

ㅤ..$γϦʔζɹʵࣜס୯൘電磁クラッチʵ
ɹɹʤ特ɹʥൈ܈の耐ٱ性、定格電圧DC12V・24Vの̎タイプ
ɹɹʤ用途ྫʥ特ं：֤種ϙンプのۦ動

ㅤ্هの΄か、.1シリーズʵߴ速࡞動用電磁クラッチ�ブレーキϢχットʵ
ɹɹɹɹɹɹɹ電ݯஔɹをࡌܝ

ύμɾώεςϦγεΫϥον�ϒϨʔΩ
��形ࣜࡌܝ
ㅤ01γϦʔζ ʵマイクϩύμクラッチ�ブレーキʵ
ɹɹʤ特ɹʥいトルク制ޚ範囲、安定したスリップトルク
ɹɹʤ用途ྫʥ放電Ճ機：ϫイϠのு力制ޚ

ㅤ)γϦʔζ ʵώスςリシスクラッチ�ブレーキʵ
ɹɹʤ特ɹʥਖ਼確で༰қなトルク制ޚ性、スϜーズな動࡞特性
ɹɹʤ用途ྫʥרઢ機：ઢ材のר取り・רし制ޚ

ㅤ1)5γϦʔζ ʵύーマώストルクコントϩーラʵ
ɹɹʤ特ɹʥਖ਼確なトルク෮性、Ӭٱ的ण໋
ɹɹʤ用途ྫʥר取り・רし機構：ࢴ、フィルϜ、ϫイϠなͲ

ㅤுྗ੍ثػޚ
ɹɹʤ特ɹʥলエω・লスϖース・ܰྔ設計
ɹɹʤ用途ྫʥフィルϜ・ࢴՃ機、ר取機、ߴ機ણҡのՃ

ㅤ্هの΄か、1&5シリーズʵӔ電ྲྀトルクリϛッタʵ
ɹɹɹɹɹɹɹ01-シリーズʵύμリϛッタʵɹをࡌܝ

124



ి磁πーε・ס式定Ґஔ͔Έ߹͍ి磁クϥον
ଟ൘ి磁クϥον・ブレーキ

いい製品はいい工場から……
全工場・全製品ISO9001・14001認証取得 '19.08. 1,000

πʔεɾଟ൘Ϋϥον�ϒϨʔΩ
��形ࣜࡌܝ
ㅤ.;γϦʔζ ʵ電磁πースクラッチʵ
ɹɹʤ特ɹʥ小形・ߴトルク、ドラάトルクθϩ
ɹɹʤ用途ྫʥं用֤種ςスタ：モータとタイϠۦ動力のԑ切り

ㅤ.;4γϦʔζ ʵࣜס定ҐஔかΈ合いクラッチʵ
ɹɹʤ特ɹʥ合トルク小、小形・ߴトルク
ɹɹʤ用途ྫʥҹ機ց：ૹりϩールのप期運転

ㅤ.%�.8γϦʔζɹʵࣜסʗ࣪ࣜଟ൘電磁クラッチ�ブレーキʵ
ɹɹʤ特ɹʥ小形・ߴトルク、ϫイドバリエーシϣン
ɹɹʤ用途ྫʥフライス൫：ςーブルの制動ʢ.Dシリーズʣ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ ओ࣠ૹりのม速ʢ.8シリーズʣ

ㅤ্هの΄か、電ݯஔをࡌܝ

ѹΫϥον�ϒϨʔΩؾցɾ༉ѹɾۭػ
��形ࣜࡌܝ
ㅤ04ɾ%4ɾ0%γϦʔζ　ʵࣜסʗ࣪ࣜଟ൘機ցクラッチʵ
ɹɹʤ特ɹʥ小形・ߴトルク、ドラάトルクʢ空転トルクʣが小さい
ɹɹʤ用途ྫʥਫ：ήートのۓ急ःஅ用

ㅤ)0γϦʔζ　ʵ࣪ࣜଟ൘༉圧クラッチʵ
ɹɹʤ特ɹʥ小形・ߴトルク、ϩンάライフ
ɹɹʤ用途ྫʥクレーン：্רドラϜのม速

ㅤ"$4#γϦʔζ　ʵ空気圧クラッチ�ブレーキʵ
ɹɹʤ特ɹʥԠਝ速、放熱ྔがେきい
ɹɹʤ用途ྫʥύϫープレス：クランク࣠のى動・停止

ஔڈΜஔˍΦΠϧϛετআ͡ूؾి
��形ࣜࡌܝ
Μஔ͡ूؾి
ㅤ0.4&γϦʔζ
ɹɹʤ特ɹʥɹಠࣗのプラズマ放電ٕज़で、ั ू効率99.9％を実現
ɹɹʤ用途ྫʥɹ࡞機ցશ般、৯Ճ機શ般

ΦΠϧϛετআڈஔ
ㅤ0.4;γϦʔζ
ɹɹʤ特ɹʥɹ	レブディスクインύクターʢRD*ʣとೋ࣍ଆのߴ性

フィルターを用することにより、クリーンな৬
ڥを実現
ɹɹʤ用途ྫʥɹ࡞機ցશ般
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いい製品はいい工場から……
全工場・全製品ISO9001・14001認証取得 '20.02.2,000

RNB-T FNB-N PNB SERIES

SMC SERIES

MCNB  SNB-N RNB-N MNB-N
MCNB Molddisc MCNB T




